The introduction of sociology into Japan: sociology in the Showa Era (8) by 宮永 孝
社会学伝来考 : 昭和の社会学(8)
著者 宮永 孝
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会志林
巻 56
号 3
ページ 146-30
発行年 2009-12
URL http://hdl.handle.net/10114/5229
社会学伝来考
会
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
贄
ン
附
録
流
行
論
ｌ
で
あ
る
．
阿閉吉男の『市民社会の系譜』（昭和釦。、）は、著者がここ数年間にさまざまの機会に発表した論文七篇と書きおろしの論文二篇から成る。
本
醤
は
市
民
社
会
の
社
壼
精
神
的
系
譜
に
論
及
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
ル
ネ
サ
ン
ス
的
人
間
（
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ヱ
ル
リ
の
鑿
）
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
ト
マ
ス
・
モ
ー
ア
を
中
心
と
し
て
）
進
歩
の
観
念
市
民
社
会
の
系
譜
社
会
学
の
起
源
と
成
立
ヘ
ー
ゲ
ル
の
法
哲
学
資
本
主
義
社
会
の
人
間
像
大
衆
社
している。
菊池綾子、村川隆共署『二○世紀アメリカ社会学の展望』（昭和釦。、）は、学史的な研究ではあるが、アメリカ社会学の全領域にわたる成果
について述べたものではない。本書は過去半世紀におよぶ主な流れを可及的に抽出し、その流れの相互的な諸関係を理論Ⅱ調査、主観主義Ⅱ客観
村落社会研究会編『腱地改革と農民運動』（昭和釦・皿）は、第二回大会の課題の成果と外二繍を染録したものである。十三名の執筆者が寄稿
終
章
第
六
章
編
年
史
的
に
み
た
日
本
社
会
学
社
会
学
伝
来
考
昭
和
後
期
（
昭
和
二
十
年
代
～
同
五
十
戦
後
の
社
会
科
学
系
文
献
の
刊
行
状
況
総
観
昭
和
後
期
（
終
戦
か
ら
平
成
期
ま
で
）
の
日
本
社
会
学
界
戦
後
に
お
け
る
日
本
の
社
会
学
研
究
の
動
向
日本社会学はどこに行く
ｌ
昭
和
の
社
会
学
［
８
］
（
昭
和
二
十
年
代
～
同
五
十
年
代
初
頭
ま
で
）
の
社
会
科
学
文
献
（
社
会
学
の
著
訳
聾
を
ふ
く
む
）
宮
永
孝
146（１）
象
と
し
て
取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
川口市を選んだのは、こんにちなおもそこが、日本的特色をもっていたからである。たとえば、工場（多くは従業員三○名未満）の人口構成は、
血縁関係や同郷関係から成りたち、経営主の多くは、親方職人的性格を有しているからである。何よりも川口が日本の鋳業の一中心地であったこ
社
会
学
研
究
会
編
『
社
会
学
入
門
ｌ
社
会
築
団
を
中
心
と
し
て
」
（
昭
和
皿
・
３
）
は
、
社
会
学
の
人
間
的
な
書
物
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
い
う
．
こ
の
醤
は
農
村
・
都
市
・
家
族
・
学
校
・
青
年
団
・
政
党
・
工
場
な
ど
の
社
会
集
団
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
か
を
平
易
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
七
名
の
執
筆
者
が
各
章
節
を
分
担
し
て
い
る
。
く
や
虫
久
山
満
夫
の
『
杜
会
不
安
Ｉ
不
安
の
社
臺
（
鵬
和
訓
・
３
）
陸
”
社
会
不
蝶
“
と
い
っ
た
病
態
現
象
を
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
は
な
く
社
会
鑿
と
の
内
部
迩
蝋
だ
と
い
う
。
社
会
不
安
の
誘
因
は
、
目
に
み
え
な
い
と
こ
ろ
、
遠
く
に
在
る
の
で
は
な
く
、
ふ
だ
ん
直
接
か
つ
ひ
ん
ぱ
ん
に
交
渉
を
も
つ
生
活
環
境
の
な
か
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
た
ち
の
経
済
生
活
、
対
人
関
係
の
破
綻
な
ど
が
、
現
実
の
不
安
を
生
む
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
社
会
不
安
と
は
、
蘆
穰
的
生
活
環
境
の
崩
壊
も
し
く
は
そ
れ
に
対
す
る
恐
怖
だ
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
篇
社
会
不
安
の
構
造
第
二
篇
牡
会
不
安
の
実
態
結
び
ｌ
で
あ
る
。
壮年期（一九三五年～’九五五年）第四一一
菊池綾子訳『社会学入門』（昭和釧・２）
か
っ
て
『
社
会
学
」
の
醤
名
で
、
昭
和
二
十
八
年
部
の
手
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
主義、コロンビア学派Ⅱシカゴ学派の対照的な諸潮流のうちに究めようとしたものである。
い
う
ま
で
も
な
く
戦
前
の
日
本
社
会
学
界
の
大
き
な
潮
流
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
学
（
と
く
に
ド
イ
ツ
社
会
学
）
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
逸
早
く
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
摂
取
と
蝋
し
ゃ
く
が
は
じ
ま
り
、
わ
が
国
の
社
会
学
は
そ
の
姿
を
一
変
し
た
．
戦
後
十
年
た
っ
た
こ
の
時
期
の
日
本
社
会
学
の
篝
は
、
ｌ
蝉
Ⅷ
の
よ
う
に
、
製
諭
の
た
め
に
理
論
を
学
ぶ
愚
を
清
算
し
、
社
会
調
査
を
そ
の
中
心
課
題
と
し
て
研
究
を
す
す
め
る
方
向
に
む
か
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
内
容
の
鱈
は
’
第
一
章
社
会
学
の
出
発
（
’
九
○
五
年
～
一
九
一
八
年
）
第
二
章
社
会
学
の
青
年
期
二
九
一
八
年
「
’
九
三
五
年
）
第
三
鑿
社
会
学
の
壮
年
期
（
’
九
三
五
年
～
’
九
五
五
年
｝
第
四
鬘
こ
の
書
を
終
る
に
あ
た
っ
て
（
回
顧
と
展
望
）
ｌ
で
あ
る
．
菊池綾子訳『社会学入門』（昭和瓠。２）は、Ｒ・Ｍ・マッキーヴァーの『言囚⑮ミミ②具のミミの＆§９．一巴］を反訳したものであるが、同書は
か
っ
て
『
社
会
学
」
の
醤
名
で
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
六
月
、
創
元
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
新
た
に
訳
し
直
し
、
社
会
思
想
出
版
い
も
の
尾
高
謹
編
『
鋳
物
の
町
ｌ
産
業
社
会
学
的
巽
」
（
昭
和
剖
・
３
）
は
、
江
一
Ｐ
時
代
か
ら
“
鋳
物
で
有
名
な
埼
玉
県
川
口
市
に
あ
る
大
小
の
鋳
物
工
場
を
研
究
対
(2)１４５
社会学伝来簿
組
合
に
お
け
る
人
間
関
係
Ｉ
で
あ
る
．
徒
十
二
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
章
節
を
分
担
執
筆
し
て
成
っ
た
の
が
本
一
識
社
会
構
造
の
存
続
第
三
部
社
会
構
造
の
変
動
ｌ
で
あ
る
．
と
に
よ
る
．
こ
の
書
に
お
い
て
編
者
お
よ
び
執
筆
者
四
名
が
試
み
た
の
は
、
塵
業
社
会
学
の
た
ち
ば
か
ら
、
つ
ぎ
の
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
．
ｌ
わ
が
鬮
の
中
小
企
業
に
お
け
る
事
業
主
の
系
譜
と
経
営
方
針
、
従
業
員
の
構
成
と
生
産
意
欲
、
労
働
組
合
内
部
の
人
間
関
係
、
企
業
と
地
域
社
会
と
の
関
係
な
ど
を
、
事
実
に
即
し
秋
元
律
郎
、
河
原
宏
、
芳
仲
和
夫
共
訳
「
現
代
ド
イ
ツ
社
会
学
』
（
昭
和
、
・
５
）
は
、
レ
ィ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
（
一
九
○
五
～
八
三
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
社
会
学
者
、
第二次大戦中ドゴールにしたがいロンドンに亡命）が著わしたＥｍＣＱＣ一品計エーーミ＆冒昏８ミミ》・ミミＰで四コ妨七『の協允⑰ご已この『⑫一目『⑦の』①ｇを反訳し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
ケ
ル
ン
や
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
な
が
い
留
学
生
活
を
送
り
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
哲
学
を
修
め
た
の
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
ド
イ
ツ
社
会
学
史
を
東
京
大
学
助
教
授
・
清
水
義
弘
の
「
教
育
社
会
学
」
（
昭
和
、
・
４
）
は
、
は
じ
め
て
教
育
社
会
学
を
学
ぶ
ひ
と
の
た
め
に
、
ま
た
専
門
家
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
育
社
会
学
の
お
よ
そ
の
輪
郭
と
重
要
な
点
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
第
一
部
の
原
理
、
第
二
部
の
展
開
、
第
三
部
の
問
題
に
関
す
る
十
一
章
か
ら
成
る
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
ま
え
が
き
第
一
部
社
会
現
象
と
し
て
の
敬
育
鋪
二
部
社
会
築
団
と
敬
育
鏑
三
部
現
代
の
問
題
１
－
で
あ
る
．
東
北
社
会
学
研
究
会
編
『
新
稿
社
会
学
』
（
昭
和
ｎ
．
４
）
は
、
社
会
学
の
入
門
醤
で
あ
る
と
同
時
に
専
門
書
で
も
あ
る
。
東
北
大
学
で
社
会
学
を
専
攻
し
た
少
壮
学
徒
十
二
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
章
節
を
分
担
執
筆
し
て
成
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
論
社
簔
巽
の
指
針
第
一
部
社
壽
造
の
形
態
第
二
こ
の
研
究
に
着
手
し
た
の
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、
八
年
を
経
て
よ
う
や
く
そ
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
第
一
章
序
説
第
二
章
地
域
社
会
と
工
場
第
三
章
事
業
主
の
系
譜
と
性
格
第
四
章
従
業
員
の
構
成
と
態
度
第
五
章
労
働
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
ケ
ル
ン
や
ベ
ル
叩
執筆したということは注目に値する。
て
分
析
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本書はどちらかといえば、｜般読者を対象とした入門書である。戦後十年の歳月が流れるなかで、わが国はアメリカ文化の流入に目をみはり、
ま
た
わ
が
国
の
社
会
学
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
つ
よ
い
影
響
を
う
け
て
大
き
く
姿
を
変
え
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
の
こ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
流
入
に
た
い
し
て
反
省
に
立
ち
、
ド
イ
ツ
社
会
学
を
再
認
識
し
、
そ
れ
を
”
反
省
の
座
“
に
上
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
は
訳
者
た
ち
で
あ
り
、
本
譜
を
反
訳
し
た
主
旨
も
そ
の
点
に
あ
る
よ
う
だ
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
論
第
一
章
体
系
的
社
会
学
第
二
章
歴
史
的
社
会
学
第
三
章
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
著
作
に
お
け
る
体
系
的
社
会
学
と
歴
史
的
社
会
学
の
綜
合
第
四
章
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
社
会
学
第
五
章
社
会
学
的
問
題
提
供
の
現
状
に
つ
い
て
の
覚
書
訳
者
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
144（３）
ある。 愛知
大
学
教
授
・
玉
城
肇
の
『
近
代
日
本
に
お
け
る
家
族
構
造
１
１
資
本
制
生
産
の
発
達
と
「
家
邑
（
昭
和
皿
・
７
）
は
、
著
者
の
日
本
家
族
制
度
に
関
す
る
原
理
的
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
う
．
本
書
の
蕊
は
、
さ
き
に
公
に
し
た
『
日
本
家
族
制
度
論
ｌ
日
本
社
会
と
ア
ジ
ア
的
家
族
制
度
」
（
法
律
文
化
社
、
昭
和
躯
・
３
）
と
、
ほぼ同じだという。しかし、その内容を書き改め、面目を一新したものである。
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
第
一
章
日
本
社
会
の
総
成
的
基
礎
と
し
て
の
同
族
集
団
第
二
章
同
族
集
団
と
親
族
驫
団
と
の
関
係
第
三
章
日
木
型
家
族
の
定
着
と
そ
の
社
会
・
経
済
史
的
背
景
第
四
章
「
家
』
制
度
存
続
の
蕊
礎
ｌ
で
あ
る
．
井上清、北原泰作共著『部落の歴史』（昭和皿・７）は、こんにちにいたる部落の歴史や部落の自主的な解放運動について描いたものである。
戦後十年以上も経ったこんにち、新憲法下のげんざいでも、”特殊部落民〃は一般人とはちがった扱いをうけ、人権をふみにじられているという・
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
雪
前
篇
部
落
の
歴
史
後
篇
震
運
動
む
す
び
ｌ
で
あ
る
．
神
戸
商
科
大
学
教
授
・
中
村
正
文
『
マ
ク
ィ
ー
バ
ー
社
会
学
の
展
開
』
（
昭
和
皿
・
９
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
社
会
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
・
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
（
一
八
八
二
～
一
九
七
○
）
の
理
論
や
見
解
を
、
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
そ
の
人
に
依
拠
し
な
が
ら
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
第
一
章
社
会
関
係
第
二
章
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
第
三
章
階
級
第
四
章
構
成
体
第
五
鬘
社
会
体
制
ｌ
で
あ
る
．
”看護社会学“といった、このあまり聞きなれぬ名称は、アメリカから伝わったものである。終戦後、わが国でも看護婦や保健婦になるには、
社会学を履修することが必要になってきた。医療や衛生関係のしごとは、単に技術的なしごとであるばかりか、人間を相手とするしごとだからで
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
第
一
部
理
論
社
会
》
笠原正成の『社会学（四訂版臣（昭和虹
る
内
容
の
追
加
、
変
更
を
収
録
し
た
書
物
で
あ
る
。
点にあったという（「序」）。
神戸大学助教授・西村勝彦の『理論社会学の根本問題』（昭和釦・５）は、従来の社会学の概説書にみられる通弊をさけて、新しい概論として
役
立
つ
よ
う
留
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
も
と
も
と
ド
イ
ツ
社
会
学
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
や
マ
ン
ハ
イ
ム
な
ど
を
中
心
に
社
会
学
の
研
究
に
従
事
し
て
き
た
が
、
数
年
来
そ
の
心
を
捉
え
て
い
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
学
を
基
礎
に
し
、
こ
れ
に
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
理
論
を
と
り
入
れ
て
補
完
し
、
社
会
学
を
つ
く
り
直
す
理
論
社
会
学
の
方
法
的
課
題
第
二
部
社
会
構
造
論
第
三
部
社
会
変
動
論
Ｉ
で
あ
る
．
（昭和虹・６）は、社会学科の教材として、先に公刊した『社会学要論』（駿河台出版社、
昭
和
釦
・
４
）
に
お
け
(4)１４３
社会学伝来琴
南
山
大
学
教
授
・
小
関
藤
一
郎
の
『
看
護
社
会
学
』
（
昭
和
皿
・
９
）
は
、
み
ず
か
ら
看
護
学
院
で
〃
看
護
の
た
め
の
社
会
学
”
を
教
え
た
経
験
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
聲
物
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
ざ
第
一
章
人
間
社
会
の
特
長
第
二
章
規
範
と
社
会
関
係
第
三
章
相
互
作
用
第
四
鑿
集
団
第
五
章
家
族
（
中
略
）
第
十
一
章
人
口
第
十
二
章
衛
生
第
十
三
章
傷
病
者
の
社
会
的
意
味
第
十
四
章
看
護
婦
保
健
婦
の
社
会
的
役
割
附
章
看
護
職
の
沿
革
岡
村
精
一
の
「
社
会
学
ｌ
社
会
構
成
論
』
（
昭
和
釦
・
９
〉
は
、
新
た
に
社
会
学
を
璽
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
た
め
に
、
社
会
構
成
論
を
中
心
に
、
お
も
に
純
粋
社
会
学
（
対
象
を
純
粋
的
、
客
観
的
、
存
在
的
に
研
究
す
る
社
会
学
）
の
先
跳
者
の
学
説
や
見
解
を
の
べ
、
こ
れ
に
著
者
自
身
の
意
見
を
も
の
べ
た
も
の
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
章
社
会
学
の
意
義
第
一
章
か
ら
第
五
章
ま
で
社
会
の
意
義
、
類
型
、
概
念
、
本
質
、
構
成
第
六
章
と
第
七
章
生
物
と
し
て
の
人
間
の
、
ま
た
特
殊
存
在
と
し
て
の
人
間
の
社
会
性
第
八
章
社
会
形
成
の
必
要
性
第
九
章
と
第
十
章
社
会
的
生
活
活
動
の
意
義
、
諸
相
第
十
一
章
社
会
過
程
第
十
二
章
社
会
的
形
成
物
第
十
三
章
環
境
と
構
成
員
第
十
四
章
社
会
体
制
１
１
で
あ
る
。
中央大学教授・樺俊雄の『社会学の一般知識』（昭和、。、）は、出版社の要請によって、四名の執筆者が各章節を分担して著わした書物であ
る
．
全
十
章
か
ら
な
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
学
と
は
何
か
第
二
章
社
会
学
と
近
代
社
会
第
三
章
市
民
社
会
の
特
質
第
四
章
分
化
と
統
合
第
五
章
組
織
的
集
団
第
六
章
非
組
織
的
集
団
第
七
章
地
域
社
会
第
八
章
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
第
九
章
権
力
と
社
会
統
制
第
十
章
（
中
略
）
第
十
一
章
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
小関藤一郎箸『看護社会学』。
〔日本大学文理学部図書館蔵〕
東
京
都
立
大
学
助
教
授
・
鈴
木
二
郎
編
『
都
市
と
村
落
の
社
会
学
的
研
究
』
（
昭
和
、
。
Ⅲ）は、立川市と伊豆伊浜部落を、それぞれ都市社会学と村落社会学におけるコ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
の
課
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
第
一
篇
立
川
市
の
社
会
的
性
格
第
二
篇
伊
豆
伊
浜
部
落
の
村
落
構
造
第
三
篇
都
市
と
村
落
の
社
会
学
ｌ
解
説
と
文
献
ｌ
で
あ
る
．
村落社会研究会編「村落社会研究年報Ⅲ村落共同体の構造分析』（昭和皿。
、）は、第三回大会の課題の成果と社会学の隣接科学との研究動向を集録したも
の
で
あ
る
。
十
五
名
の
執
筆
者
が
寄
稿
し
て
い
る
。
社
会
と
教
育
ｌ
で
あ
る
．
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内
容
の
概
略
は
１
１
－
序
は
し
が
き
四
本
指
日
差
別
は
ね
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
□
ね
て
い
る
子
は
起
そ
う
曰
く
ら
し
の
あ
り
さ
ま
側
で
も
ち
が
う
の
で
は
な
い
か
国
人
種
は
ち
が
っ
て
い
な
い
の
か
以
下
省
略
ｌ
で
あ
る
．
本
書
は
、
部
落
問
題
に
入
ろ
う
と
す
る
人
の
た
め
に
、
平
易
な
手
引
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〃
差
別
観
念
“
は
、
古
い
封
建
性
の
遺
制
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
観
念
は
部
落
民
に
た
い
し
て
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、
職
場
や
社
会
生
活
の
な
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
。
身
分
そ
の
も
の
も
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
”
差
た
い
ざ
く
別“であったといえる。部落解放同盟常任中央委員・北原泰作（一九○一ハー八一、昭和期の部落解放運動家、昭和二年（一九一一七）軍隊内におけ
る差別を天皇に直訴した）は、かって一「天皇と部落民は、身分の両極面である」といった。つまり、著者は賎民と天皇制とは、同行者であったと
い
い
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
一
一
六
頁
）
。
て
い
る
と
い
う
。
山村や漁村においても、〃差別“といった深い歴史の傷痕があるようだ。すなわち、〃未開放部落の存在形態“がそうした姿で現われているとい
う
の
で
あ
る
。
明
治
四
年
二
八
七
一
）
に
、
徴
多
・
非
人
の
称
を
廃
止
し
、
法
的
に
は
身
分
的
差
別
は
な
く
な
っ
た
が
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
部
落
民
の
人
口
は
、
十倍にもそれ以上にもなった。昭和三十年代のはじめ、全国に六○○○部落三○○万人もの部落民がいたようである。
羨
放
部
落
“
は
、
わ
が
鬮
の
近
代
社
会
が
清
算
し
え
な
か
っ
た
封
建
性
の
残
存
１
日
本
圃
の
縮
図
だ
と
い
う
（
「
は
し
が
き
」
）
．
秘
か
あ
さ
ら
部
落
解
放
同
盟
岡
山
県
連
合
会
聲
記
長
・
岡
礫
の
『
部
落
の
歴
史
と
社
会
性
ｌ
民
王
（
同
和
〉
教
育
を
進
め
る
た
め
に
』
（
昭
和
錘
．
ｌ
）
は
、
薔
者
が
鳥
取
鼎
岡
山
県
各
地
で
お
こ
な
っ
た
講
演
を
ま
と
め
て
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
十
年
の
あ
い
だ
に
世
の
中
も
い
ろ
い
ろ
変
わ
り
、
民
主
主
義
が
人
民
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
が
、
そ
れ
を
取
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
反
動
的
な
力
も
か
な
り
つ
よ
く
動
い
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
こ
と
は
、
岡
山
県
に
お
け
る
”
差
別
事
件
〃
に
具
体
的
に
現
わ
れ
占領軍によって押しつけられた農地改革によって、地主勢力はいちじるしく後退したが、地主は相変らず各種の役職をしめ、農村における支配
層であることに変りないという。いまの日本農村は、なおも旧態を保持しているという（福武直「現代日本における村落共同体存在形態二。
奈良本辰也編『未解放部落の歴史と社会」（昭和、。、）は、数年来調査をつづけてきた坂本や東浜といった山村、漁村の未開放部落の研究を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
．
本
書
は
十
四
名
の
執
筆
者
に
よ
る
合
箸
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
部
山
村
第
一
章
部
落
の
歴
史
第
二
鑿
部
瀧
の
経
済
蝋
造
第
三
蕊
部
落
の
社
会
と
政
治
第
二
部
漁
村
序
章
漁
村
部
落
と
し
て
の
東
浜
第
一
章
経
済
構
造
第
二
章
社
会
醤
第
三
篇
教
育
と
行
政
Ｉ
である。
(6)１４１
社会学伝来考
ｌ
で
あ
る
．
全
体
性
）
の
う
ち
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
Ｉ
造をあきらかにすることを目ざしたという。
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
序
論
社
会
》
あ
じ
き
東
京
医
科
大
学
講
師
・
安
食
正
夫
の
「
産
業
社
会
学
ｌ
社
会
体
制
の
理
論
と
実
証
』
（
隅
藥
１
）
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
か
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
中
間
層の実態解明に力を注いだという。方法としては社会体制の理論を用いたという。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
前
篇
理
論
第
一
章
集
団
構
造
第
二
章
成
層
構
造
第
一
一
一
章
社
会
体
制
後
篇
実
証
以
下
省
略
‐
－
１
で
あ
る
。
金
子
栄
一
の
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
ｌ
比
較
研
究
と
し
て
の
社
会
学
』
（
昭
和
躯
．
ｌ
）
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
一
つ
の
“
全
体
像
｛
体
系
的
構
造
と
し
て
の
全
体
性
）
の
う
ち
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
著
者
は
こ
の
中
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
学
を
比
較
研
究
の
観
点
か
ら
究
明
し
な
が
ら
、
か
れ
の
生
の
全
体
構
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
・
原
剛
伴
彦
の
『
日
本
封
建
都
市
研
究
』
（
昭
和
顕
・
２
｝
は
こ
こ
数
年
の
あ
い
だ
に
書
き
た
め
た
、
封
建
社
会
の
歴
史
ｌ
と
く
に
都
市
問
題
に
つ
い
て
の
論
文
十
七
鯖
を
ま
と
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
編
中
世
都
市
の
聯
究
第
二
編
近
世
都
市
の
研
究
で
あ
る
．
た
け
よ
し
川島武皀旦の『イデオロギーとしての家族制度』（昭和鋼・２）は、これまでに発表した論文を訂正・加筆して一冊の本にまとめたものである。
本書は三部構成になっている。第一部は、法律に表明された政府公定のイデオロギーとしての“家族制度〃（家族形態）を、法社会学のたちばか
ら究明しようとしたものである。第二部は、家族制度イデオロギーとは逆の価値体系について、それを支える現実の行動様式とその社会的基礎を
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
多
く
の
述
作
は
、
ほ
と
ん
ど
断
片
的
な
か
た
ち
で
残
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
一
撤
し
た
性
格
を
と
ら
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
。
従
来
の
ウ
ェーバー研究は、それぞれの専門家のたちばから、認識論的研究、社会学的ならびに歴史的研究、政治的研究を独立におこなうきらいがあった。
本
書
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
何
か
つ
け
加
え
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
一
見
独
立
し
無
関
係
に
み
え
る
諸
分
野
の
構
造
的
把
握
の
仕
方
の
う
ち
に
あ
第
三
震
家
族
制
度
の
周
辺
に
あ
る
現
象
ｌ
家
元
制
度
を
分
析
し
た
も
の
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
誉
序
論
家
族
と
法
第
一
部
家
族
蝋
度
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
法
第
二
部
志
摩
漁
村
の
寝
屋
鱈
・
っ
ま
ど
い
鱈
に
つ
い
て
第
三
部
家
元
制
度
ｌ
で
あ
る
。
綿貫哲雄の『新訂社会学通論』（昭和躯・３）は、昭和二十七年（一九五二）に刊行した『社会学通論』（大明堂）の新装改訂版である。最近、
一Ｃという。
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
第三部は、家族制度の西
社
会
学
の
成
立
第
一
章
社
会
学
の
方
法
的
基
礎
第
二
章
社
会
学
の
内
容
的
構
造
第
三
章
社
会
学
の
実
践
的
意
味
140（７）
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
こ
早稲田大学文学部講師・洞富雄の「日本母権制社会の成立』（昭和盟・３）は、原始時代における母権的社会の存在をあし」づけようとしたもの
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
母
権
（
一
家
の
支
配
権
が
主
婦
に
あ
る
家
族
組
織
）
が
ど
の
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
こ
の
国
土
に
発
生
し
、
持
続
し
た
か
を
解
明
し
よ
う
と
るし）い蕾っ。
福
武
直
の
『
農
村
社
会
の
潮
流
』
（
昭
和
弛
・
３
）
は
、
日
本
の
農
村
社
会
が
”
民
主
的
な
社
会
“
へ
と
前
進
し
、
そ
の
前
進
の
た
め
に
じ
ぶ
ん
の
学
問
が
何
か
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
筆
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
｜
部
臘
村
社
会
と
艘
民
第
二
部
農
村
生
活
と
文
化
ｌ
で
あ
る
．
い
ま
敗
戦
後
の
民
主
化
の
道
が
、
反
動
的
な
逆
コ
ー
ス
に
あ
と
も
ど
り
し
て
い
る
と
い
う
。
農
村
は
そ
の
有
力
な
一
翼
を
に
な
い
、
保
守
反
動
勢
力
の
拠
点
と
な
っ
て
い
近
世
（
徳
川
時
代
）
の
共
同
体
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
この書は大学のテキストとして用いられて来たので、新装版ではこの点にも顧慮を払ったという。
玉
蓬
の
「
日
本
家
族
制
度
論
ｌ
日
本
社
会
と
ア
ジ
ア
的
家
族
制
度
』
｛
昭
和
璽
・
３
）
は
、
家
族
馴
度
と
親
族
制
度
お
よ
び
同
族
集
団
と
の
関
係
や
、
わ
が
国
の
家
族
制
度
と
社
会
と
の
関
係
な
ど
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
‐
日
本
社
会
の
櫛
成
約
基
礎
と
し
て
の
同
族
鍵
団
Ⅱ
日
本
社
会
に
お
け
る
家
族
的
・
親
族
的
織
戯
と
そ
の
関
係
Ⅲ
日
本
社
会
の
基
本
的
秩
序
と
し
て
の
家
父
長
制
Ⅳ
日
本
社
会
に
お
け
る
女
性
の
忍
従
関
係
Ｖ
半
封
建
的
社
会
お
よ
び
家
族
制
度
の
基
礎
ｌ
で
あ
る
．
東北大学経済学部教授・中村吉治の『日本の村落共同体」（昭和犯・３）は、農業における村落共同体について、歴史的にまとめたものである。
ョ
「
ロ
ヅ
バ
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
は
じ
っ
に
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
蕊
第
一
章
原
始
共
同
体
第
二
章
か
ら
第
四
蕊
古
代
中
世
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
遂
蕊
一
章
母
系
お
よ
び
母
権
の
概
念
と
母
権
の
経
済
的
基
礎
第
二
章
母
権
一
鍵
と
く
に
母
家
長
制
第
三
箪
母
処
轤
の
展
開
第
四
章
母
系
制
・
母
系
的
族
外
婚
第
五
章
女
性
原
始
農
耕
と
母
権
１
１
で
あ
る
。
岩崎卯一の『社会学概論』（昭和犯・４）は、異なった時期に、異なった意図をもって脅きあげた四つの論文から成っているという。
第一篇の「社会本質の理論」は、『社会本質の理論的理解』（弘文堂、Ａ五判、二七○頁、昭和焔）の要約である。
第二篇の「国家本質の理論」は、『国家の団体性』［改版］（関西大学出版部、Ａ五判、三六八頁、昭和釦）の要約である。
第三篇の「国家現象の理解」は、『国家の存在性』［改版］（関西大学出版部、Ａ五判、二五六頁、昭和羽）の要約である。
(8)１３９
社会学伝来考
章
社
会
体
系
論
の
批
判
と
克
服
ｌ
で
あ
る
．
米山桂三の「社会学」（昭和犯・４）は、敗戦後に出版した初版の増補版である。終戦後十年の歳月をへたこんにち、日本社会の安定とともに
社会学は、すこしずつ海外の新知識をとり入れることができるようになったという（「序文」）。
神
戸
大
学
助
篝
・
西
村
勝
彦
の
『
社
会
体
系
論
ｌ
現
代
社
会
学
の
基
礎
的
課
題
』
（
昭
和
誕
・
４
）
は
鶉
社
会
学
の
中
心
的
鑿
と
し
て
社
会
体
系
論
を
主
と
し
て
取
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
蕊
一
章
社
会
体
系
論
序
説
第
二
篇
行
為
理
論
の
展
開
第
三
章
社
会
体
系
の
諸
問
題
第
四
正
さ
か
ず
東京大学助教授・山崎正一の『近代日本思想史』（昭和犯・４）は、幕末から第一一次世界大戦終結までの〃近代、ロ本の思想通史“だという。本
書
は
、
形
の
う
え
で
は
単
著
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
生
松
敬
三
と
宮
川
透
ら
と
の
合
著
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
‐
‐
‐
ｌ
序
第
一
章
近
代
日
本
思
想
の
出
立
第
二
章
近
代
日
本
思
想
の
震
第
三
章
近
代
日
本
思
想
の
成
熟
と
艫
壊
縞
び
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
大
道
鑑
次
郎
の
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
蕊
ｌ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
』
（
昭
謬
：
鼈
｝
は
、
戦
後
間
も
な
い
と
き
に
刊
行
し
た
『
ア
メ
リ
カ
社会学の潮流』（三一書房、昭和泌・５）を根本的に書き改めたものである。昭和二十五年（一九五○）から翌年にかけて、関西学院大学から一
か
き
ゅ
う
て
さ
・
力
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
の
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
折
、
前
書
の
不
備
を
補
う
た
め
に
可
及
的
に
資
料
蒐
集
を
お
こ
な
い
、
帰
国
後
、
そ
れ
ら
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
書
第四篇の「人間社会の基礎概念」一
用
い
る
講
義
ノ
ー
ト
と
し
て
書
い
た
も
の
。
ち
わ
ひ
ろ
し
千輪浩監修『社会心理学』（昭和犯・４）は、現代社会における生きた科学的な心理学入門書し」－して刊行されたもので、十七名の専門家が寄稿
し
た
合
著
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
－
－
－
序
論
社
会
心
理
学
の
概
況
第
一
章
個
人
と
社
会
第
二
章
集
団
の
構
造
と
機
能
第
一
一
一
章
集
団
に
お
け
る
人
間
関
係
き綴ったものが本書だという。
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
二
蘂
＝
序
一
、_ン
｡
第
六
篇
の
「
民
衆
の
社
会
学
と
学
園
の
社
会
学
」
は
、
脳
血
栓
で
倒
れ
た
の
ち
、
病
室
で
書
き
あ
げ
た
も
の
と
い
う
。
笠原正成の『社会学』（昭和犯・４）は、先に公刊した「社会学要論」（駿河台出版社、昭和釦・４）の内容追加、変更をした書であるという
第
四
章
社
会
と
文
化
ｌ
で
あ
る
．主題
第
二
章
か
ら
第
五
章
ま
で
コ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
流
入
過
程
（
そ
の
一
～
そ
の
四
）
第
六
章
コ
ン
ト
か
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
へ
（一四三頁～’七八頁）と第五篇の「人間社会の地域的制約」（一七九頁～二一四頁）は、昭和初期に、教室で
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第
三
章
社
会
関
係
と
社
会
集
団
第
而
社
会
第
十
章
社
会
変
動
ｌ
で
あ
る
．
樺俊雄編『社会学読本』（昭和躯。
内
容
の
概
略
は
１
－
序
論
Ⅱ
現
代
社
会
の
讃
問
題
第
一
章
官
僚
制
第
二
章
マ
ス
・
メ
デ
ー
ア
第
三
章
オ
ー
ト
メ
ー
シ
：
第
四
麓
争
議
Ⅲ
現
代
社
会
の
理
論
と
量
ｌ
で
あ
る
．
京都大学教授・姫岡勤編『社会学』（昭和躯・４）は、橋本真と作田敬一と編者との合著である。本書は、社会学の入門書として著わされたも
のである。編者によると、初学者は社会学のことを入りにくい学問であるとおもっているのではないかという。社会学をはじめて学ぼうとする者
た
ん
せ
い
がつねにもらす〃嘆声〃（ため息）は、この点である。入門書や概論書がどんなにまとまっていても、それが現実の事象から遠くはなれた抽象的
基礎理論の叙述にかたよっていたのでは、初学者は学ぼうとする意欲をそがれてしまうという。
本書は、学者の承認をえて確立した理論にたよりながら、具体的な”社会集団〃のいくつかを採りあげ、それを社会学的に説明することによっ
て、社会学とはどのようなものかを読者に伝えようとしたものである．内容の概略はＩはしが誉第一章社会学の性格第二礒人間と社会
第
三
章
社
会
関
係
と
社
会
集
団
第
四
章
群
集
と
公
衆
第
五
章
家
族
第
六
章
村
落
と
都
市
第
七
章
民
族
と
国
家
第
八
章
階
級
第
九
章
近
代
（昭和犯・５）
は、読者に社会学の初歩的な知識をあたえようとしたものであり、やさしく説くことに努めている。ひ
大道安次郎署『アメリカ社会学の潮流』。
〔法政大学付属図醤館蔵〕
‐
－
－
南
北
戦
争
以
後
一
八
八
三
年
ま
で
第
七
章
一
八
八
三
年
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
第
八
章
そ
の
後
の
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
補
論
「
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
で
あ
る
．
た
つ
み
牧野巽編『現代社会学」（昭和犯・４）は、主として現代社〈室の諸問
題を扱ったものという。十二名の執筆者による合著である。本書は、大
学の教養科目としての社会学の教材もしくは教科書として企画されたが、
できあがったものは一般むきにもなる書物であった。
本書は、従来の〃社会学概論〃や講義案と異なり、現代社会の諸問題
をえらび、それに理論的な解明をあたえようとした点が、それまでの入
門
書
に
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
(10）137
社会学伝来考
ｍＣａＱミーェ誌冒』ご＆胃（ご苫ごい◎口三長迄》の⑦国一ユロ臣○六二（）一
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
好
評
を
博
し
た
と
い
う
。
ところが、みぞうの大戦は、ひとびとの生活を根底から揺りうごかし、それをくつがえした。国民は敗戦といった冷厳な事実とむきあい、あら
ためて社会とその動きについて関心をもたざるをえなく旗った．社会学ｌそれは社会についての基本的な簔・的な知識をあたえるものだとす
る
と
、
そ
の
初
歩
的
な
知
識
は
、
い
ま
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
い
う
。
社会学の研究は、大学の研究室や学者だけの専有物ではなく、じっさい社会生活をいとなむわれわれの思考と行動のうちに見いだされねばなら
ぬ
と
い
う
の
が
、
木
齋
を
つ
く
っ
た
雲
の
願
い
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
．
こ
の
読
本
は
、
編
者
の
ほ
か
三
名
の
共
同
執
筆
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
ざ
第
一
章
序
説
第
二
章
社
会
の
構
造
第
三
章
社
会
集
団
第
四
章
基
礎
的
集
団
と
派
生
的
集
団
第
五
章
非
組
織
的
集
団
第
六
章
文
化
第
七
章
社
会
問
題
第
八
章
社
会
の
発
展
第
九
章
社
会
調
査
第
十
篇
社
会
学
の
過
去
と
現
在
Ｉ
で
あ
る
．
戦後、アメリカ文化やアメリカ社会学の流入によって、日本の社会学風土が大きな変貌をとげたことも事実であるが、昭和のこの時期の日本社
会学の状況は、研究領域の分化がすでにはじまり、他の特殊科学の領域にはいりこみ、実証的方法によりながら、独自の理論構成を発展させよう
会
学
の
状
況
は
、
研
究
領
域
の
分
化
が
す
で
に
は
府
と
い
っ
た
研
究
方
向
が
み
え
だ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
は
比
較
的
変
化
に
と
ぼ
し
い
時
代
に
生
き
る
と
き
、
伝
統
や
因
習
を
守
っ
て
く
ら
す
の
で
、
社
会
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
そ
れ
に
あ
ま
り
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
な
い
と
第
五
章
集
団
、
制
度
」
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
著者によると、社会学は容易に研究できる学問ではないという．社会生活そのものが複雑であるため、社会学はむずかしい学問だという．ｌ
資料はたくさんあるし、扱いにくいし、また信頼できるとはかぎらない。すべての事実を集めることはできない。たとえできたにせよ、事実はみ
ず
か
ら
を
説
明
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
問
題
に
関
連
あ
る
と
お
も
え
る
事
実
だ
け
を
拾
い
出
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
い》つ。内容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
蕾
第
一
章
社
会
学
の
震
第
二
章
異
方
法
第
三
章
篝
人
間
性
お
よ
び
歴
史
第
四
章
さ
い
し
五
章
集
団
、
制
度
お
よ
び
文
化
第
一
ハ
章
財
産
、
国
家
お
よ
び
家
族
第
七
章
階
級
構
造
第
八
章
祭
祀
、
学
校
お
よ
び
遊
戯
小口信吉、横飛信昭共訳『社会学』（昭和弛・６）は、ラィガーズ大学教授ジェィ。ラムネーと同僚ジョゼフ・メィアーの共著。》、ｍＱミミミ
鳥ニーェ誌冒ミ§、（ご苫ご切員三○巴》の⑦国－１Ｃ巨・六二（）『昌伜ｎｏ・》】①田を反訳したものである。十五年ほどまえ、本醤の初版がイギリスで刊行された
人
種
と
生
物
学
的
社
会
学
第
九
章
社
会
学
の
発
展
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社
会
学
は
、
戦
後
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
学
ぶ
者
の
数
も
飛
躍
的
に
ふ
え
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
隔
世
の
感
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
戦
後
の
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
、
社
会
学
に
つ
き
ま
と
っ
て
き
た
〃
誤
解
“
は
、
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
戦
前
、
戦
後
の
誤
解
の
い
く
か
を
例
挙
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
第
四
章
社
会
変
動
第
五
章
近
代
社
会
の
諸
相
ｌ
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
篇
社
会
史
観
外
諭
は
し
が
誉
第
一
部
史
的
噸
物
議
と
弁
証
法
的
唯
物
論
第
二
部
社
会
史
観
の
本
質
及
び
繋
準
第
二
儲
社
会
史
観
内
議
は
し
が
誉
第
一
部
唯
物
史
観
の
検
討
第
二
部
社
会
史
観
の
原
理
体
系
と
そ
の
解
説
ｌ
で
あ
る
．
九州大学助教授・内藤莞爾編署『社会学要論』（昭和皿。Ⅲ）は、社会学の入門醤である。はじめて社会学を学ぼうとする人びとのテキストに
ハ
ン
ド
・
プ
ゾ
ク
な
り
、
同
時
に
手
引
き
醤
の
代
用
に
も
な
る
よ
う
に
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
章
は
や
さ
し
く
、
難
解
の
理
論
は
さ
け
、
通
説
を
主
と
す
る
建
て
ま
え
を
と
っ
た
と
い
う
．
本
醤
の
執
筆
者
は
、
西
日
本
の
諸
大
学
に
職
を
拳
ず
る
十
三
名
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
学
論
第
二
鑿
社
会
行
動
第
三
章
社
会
築
団
尾高邦雄の『産業における人間関係の科学』（昭和犯・７）は、昭和一一十八年（一九五三）に有斐閣から初版を出したものの再版である。
樺俊雄の『社会学の一般知識』（昭和犯・９）も、前年に刊行した初版の再版である。
綿貫哲雄の『若き世代への社会学』（昭和型。、）は、昭和二十五年二九五○）一月に初版を出したものの新訂版である。
田村徳治の『社会史観ｌその基霊諭と原理体系」（昭和麺・９〉は、社会史観外論と内議の二篇によって成るという．著者のいう“社会史
観“とはなにか。この名称は学界においてさえ知られていないが、マルクス主義もしくはその核心理論である史的唯物論が、この社会史観に属す
る
も
の
だ
と
い
う
。
方法）。
社会学徒のとるべき態度とはなにか。われわれは科学的に客観的な態度を身につけねばならぬという。社会的事実を、じぶんの関心や欲求や偏
見に左右されずに、観察し解釈せねばならぬという。またじぶんの考えや他人の考えで、社会的事実を考感せねばならないという（第二章研究
社
会
学
は
、
社
会
主
義
の
基
礎
理
論
を
提
供
す
→
社
会
学
は
世
渡
り
の
術
を
教
え
る
学
問
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
基
礎
理
論
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
(12）１３５
社会学伝来孝
これらの誤解をとくには、社会学の学問的性格をはっきりさせるしかないという（第一章社会学論第一節社会学と社会科学）。
阿閉吉男、内藤莞爾共編『社会学史概論』（昭和釦。、）の前身は、『社会学史』（学苑社、昭和”・６）である。これはこんにち絶版となって
おり、稿を新たにし再刊したのが前者である。改訂版を出すにあたり、社会学の現状にあうように配慮したという。
北
海
道
大
学
教
授
・
鈴
木
栄
太
郎
の
『
都
市
社
会
学
原
理
』
（
昭
和
皿
・
皿
）
は
、
著
者
が
昭
和
二
十
二
年
二
九
四
七
）
北
大
に
赴
任
し
、
社
会
学
特
殊
講
義
（
「
都
市
社
会
学
」
）
を
担
当
し
、
昭
和
三
十
一
年
二
九
五
六
）
一
応
そ
の
体
系
的
研
究
を
お
え
た
と
き
の
講
義
案
を
ま
と
め
、
推
敲
を
く
わ
え
て
成
っ
た
書
物
で
あ
る
。
都
市
の
社会生活における基本的構造を明らかにするのが”都市社会学“だという。
本
鬘
た
び
た
び
生
死
を
往
来
し
た
警
者
の
ひ
っ
生
の
し
ご
と
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
都
市
社
会
学
研
究
法
論
一
人
の
生
活
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
の
観
察
二
都
市
に
お
け
る
社
会
生
活
の
基
本
的
構
造
の
研
究
第
二
章
聚
落
社
会
の
概
念
及
び
都
市
の
概
念
第
一
一
一
章
都
市
の
機
能
第
四
章
都
市
の
社
会
社
会
学
は
下
層
社
会
の
現
象
ｌ
貧
民
街
浮
浪
者
街
娼
や
社
会
艤
理
的
な
問
題
だ
け
を
扱
う
学
問
で
あ
る
．
社会学は社会科の延長である。
社会学は哲学の一派である。
へ
第
二
章
聚
落
社
会
の
概
念
及
び
都
市
の
概
念
第
三
章
都
市
の
機
能
第
四
章
都
市
の
社
会
構
造
第
五
章
都
市
に
お
け
る
社
会
集
団
第
六
章
都
市
の
社
会
関
係
第
七
章
都
市
の
内
外
に
存
す
る
前
社
会
的
統
一
第
八
章
都
市
の
社
会
的
統
一
性
の
吟
味
第
九
章
都
↓Ｊ市の生活構造第十章都市の新形態１１である。
層
蔵
鑛醒井伊玄太郎、露里茂共訳『社会分業論」（昭和鉈。皿）は、昭和七年（’九三
驍駆○）六月に刊行した訳書「社会分業論（前篇・後篇）』（理想社出版部）に、手を
ｒ
付
鑪檸くわえ、再刊したものである。
翻繊尾高邦雄編『職業と階層』（昭和調・１）は、職業がひとの所属階層をきめる
尾
し
決
定
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
一
社
会
の
職
業
構
造
と
そ
の
社
会
の
階
層
的
構
造
と
が
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
書
物
で
あ
る
。
編
者
の
ほ
か
五
名
の
執
筆
者
が
寄
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上
巻
は
、
既
往
の
業
績
を
渉
猟
し
、
国
際
緊
張
関
係
に
作
用
す
る
社
〈
的動機である個人心理的要因を解明しようとしたものという。
大
阪
府
立
大
学
助
教
授
・
岡
村
久
雄
の
鬘
・
民
族
・
階
級
ｌ
国
際
緊
張
の
社
章
（
上
）
』
（
昭
墾
・
２
）
は
鬮
際
緊
張
の
一
般
的
淵
源
に
つ
い
て
答
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
。
平
和
に
た
い
す
る
追
求
は
、
世
界
的
機
運
に
あ
り
、
そ
の
理
論
的
布
石
と
し
て
、
広
汎
多
彩
な
る
〃
緊
張
動
因
”
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
の
が
本
書
の
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
第
一
章
序
説
第
二
章
調
一
社
会
的
態
度
第
七
章
類
似
調
査
と
の
比
較
付
表
ｌ
で
あ
る
．
目
的
の
よ
う
で
あ
る
。
ｌ
で
あ
る
．
日本社会学会調査委員会編『日本社会の階層的構造』（昭和詔・１）は、大都市、地方の小都市、農村などで暮らす人びとの社会的階層にとも
なう諸問題について、全国四十五大学の教員や学生の協力をえておこなった調査報告をまとめたものである。調査項目は左記のようなものであっ
た。 稿している。
内
容
の
概
略
は
ｌ
職
業
と
社
会
職
業
と
社
会
的
地
位
職
業
と
社
会
的
移
動
階
層
と
社
会
的
態
度
職
業
と
社
会
階
級
婦
人
の
鑿
労
働
市
場
と
職
業
選
択
人びとの階級差と社会観や生活態度とのあいだに、どのような関連がみられるか。
人
び
と
は
生
涯
に
そ
の
職
業
や
所
層
階
級
を
ど
の
て
い
ど
変
え
る
か
。
各家族の世代間の社会的移動はどうか。
都
市
や
農
民
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
階
層
に
分
類
で
き
る
か
。
た
と
え
ば
、
上
、
中
の
上
、
中
の
下
、
下
の
上
、
下
の
下
の
よ
う
に
。
社
会
的
階
層
は
、
か
れ
ら
の
職
業
と
収
入
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
。
人びと自身は、どの階層に属していると思っているか。
国
際
緊
纒
関
係
に
作
用
す
る
社
会
的
条
件
ｌ
民
族
・
文
化
・
階
級
等
の
役
割
を
あ
き
ら
か
に
し
、
下
巻
に
お
い
て
は
、
そ
の
究
寛
序
説
第
二
章
調
査
方
法
第
三
章
職
業
の
格
付
け
第
四
章
社
会
的
成
層
第
五
章
社
会
的
移
動
第
六
章
(14）１３３
社会学伝来琴
会
遺
制
説
（
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
１
）
第
四
章
』
ス
ン
）
第
二
章
階
級
意
志
説
ｌ
で
あ
る
。
編者らがこの辞典を編もうとしたのは、諸外国や国内でこれまで刊行された社会学辞典の欠点を補い、今後における社会学の一層の発展の出発
点となるための礎石とするためであったようだ。百十六名の執筆者が各項目の記事をかいている。
ひ
ろ
し
あ
Ｓ
お
鈴木広、田野沢昭夫共訳『世代・競争』（昭和調・４）は、カール・マンハィムの初期の重要論文一一篇［旨い。８－§ａｓの§③§（Ｃ蔦菖『］の患とロ忌
国員③ミミ偏烏「【冒寿ミ恩颪冒。§鳥烏いの亀豊悪苫．」①巴（「諸世代の問題」と「精神的領域における競争」）を反訳したものである。かれの第一の
論文「諸世代の問題」は、知識を存在的に制約する一要素として”世代〃をとりあげ、その社会学的な意味をあきらかにしたり、さらにその内部
論
〃
と
し
て
発
展
し
て
き
た
（
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
う
け
た
。
こ
ろ
も
昭
和
の
こ
の
蹟
ｌ
日
本
は
封
建
的
残
津
を
取
り
の
ぞ
き
つ
つ
民
主
化
が
篝
全
鬮
的
に
大
衆
社
会
へ
あ
ゆ
み
つ
つ
あ
っ
た
．
わ
が
鬮
は
大
衆
社
会
の
衣
を
身
に
つ
け
つ
つ
、
機
械
畔
代
へ
と
鰯
進
し
て
い
っ
た
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
‐
大
衆
社
会
繍
の
課
題
Ⅱ
大
衆
社
会
の
成
立
Ⅷ
大
衆
社
壼
諭
の
霜
Ⅳ
官
僚
制
の
問
題
Ｖ
権
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
以
下
省
略
１
１
で
あ
る
。
福武直、日高六郎他編『社会学辞典』（昭和調・４）は、戦後の社会学の展開を知ることができる、また一般の人びとにも利用できるものを目
ざして編まれたものである。戦前のわが国における社会学の地位は、いまとは比べものにならぬほど低いものであった。社会学は〃市民社会の理
論
〃
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
戦
前
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
社
会
学
は
そ
の
正
当
な
る
存
在
理
由
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
認
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
研
究
も
神
戸
大
学
教
授
・
西
村
勝
彦
の
「
大
衆
社
会
論
』
（
昭
和
、
う。〃大衆社会“とはなにか。それは十九世紀の社今
だん書きとめておいたものをまとめたものだという。
社
会
学
は
、
わ
が
国
の
一
部
の
官
立
・
私
立
の
学
校
で
細
々
と
講
義
と
研
究
を
つ
づ
け
て
い
た
が
、
戦
後
は
注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
り
、
日
を
経
る
に
つ
れ
て
、
迅
的
な
発展をとげるようになり、アメリカについで他の国々をひきはなすまでになった。日本社会学は、戦前のような観念的論議を脱して、現実社会の
分析から出発する経験科学の道をあゆんでいる（「はしがき」）。
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
曲
悲
劇
の
世
界
史
第
一
篇
鬮
際
緊
張
の
社
会
学
説
第
一
章
民
族
意
志
説
第
二
章
国
家
本
質
説
（
ゾ
ム
バ
ル
ト
）
第
三
章
社
遺
制
説
（
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
１
）
第
四
章
社
会
型
相
説
（
ニ
ャ
リ
ン
グ
）
）
第
二
篇
国
際
緊
張
の
経
済
学
説
第
一
章
経
済
追
求
説
（
カ
ー
バ
ァ
ー
及
び
ロ
ビ
ン
『大衆社会論』（昭和調・３）は、著者によると、大衆社会の輪廓のみを明らかにした序説的な研究にすぎないとい
そ
れ
は
十
九
世
紀
の
社
会
形
態
と
区
別
し
て
、
い
ま
の
社
会
の
こ
と
を
い
う
ら
し
い
。
本
書
は
、
大
衆
社
会
と
取
り
く
む
な
か
で
、
ふ
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ス
ケ
ッ
チ
素描であるし」いう。
内
容
の
概
略
は
ｌ
流
一
章
社
会
学
の
領
域
と
方
法
第
二
蕊
社
会
文
化
及
び
文
明
第
三
章
種
族
と
環
境
第
四
章
社
会
生
滴
の
心
理
学
的
基
礎
第
五
章
社
会
の
発
展
第
六
章
社
会
階
級
と
経
済
組
織
第
七
章
精
神
発
達
の
諸
様
相
第
八
章
結
論
訳
者
あ
と
が
き
１
１
で
あ
る
。
福武直の『社会調査』（昭和鍋・５）は、社会調査の意義をあきらかにし、その全面にわたって体系的な説明をくわえた概説瀞であるという。
戦後、社会調査が盛んにおこなわれ、それに関係した書物も少なからず公刊されたのであるが、社会調査のすべてを概説した書物は、わが国では
きわめて乏しかったという。本書は、その空隙を埋めるために書かれたのである。
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
序
章
社
会
科
学
の
方
法
第
二
章
社
会
調
査
の
計
画
第
三
章
現
地
調
査
の
技
術
第
四
章
調
査
結
果
の
処
理
ｌ
で
あ
る
．
本
田
喜
代
拾
の
『
社
会
学
入
門
ｌ
史
的
唯
物
論
に
よ
る
基
礎
づ
け
』
（
昭
和
鍋
・
５
）
は
、
前
年
の
夏
に
愛
知
労
働
学
校
で
お
こ
な
っ
た
“
社
会
学
蕊
の
鑿
が
母
体
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
、
史
的
唯
物
論
の
原
理
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
〃
社
会
学
の
体
系
“
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
企
て
て
き
た
が
、
本
書
は
そ
の
単
な
る
クの、◎（ざ一員二．］忠一を反訳したものである。が、
初版（昭和釦・９）に手を入れた改訳版である。
認識“だという。
を再分析し、それまでの世代の考察をいっそう深めたものである。第二の論文「精神的領域における競争」では、知識を存在的に制約する別の現
象として”競争“をとりあげ、その一般的な社会学的な意味を解明したものである（「序文二。
阿
關
吉
男
編
「
マ
ン
ハ
ィ
ム
墨
（
昭
和
調
・
’
）
は
没
後
十
一
年
に
な
る
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
社
会
学
的
業
織
ｌ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
歴
史
主
義
諭
政
治
学
論
保
守
主
義
諭
世
代
論
ｌ
な
ど
を
各
研
究
者
が
分
担
執
筆
し
た
も
の
を
編
ん
で
一
衝
と
し
た
も
の
で
あ
る
さ
さ
ぺ
た
け
と
し
神戸女学院大学教授・雀部猛利の『社△室調査の技法』（昭和鋼・５）は、社会調査に関心をもつ人びとのために、社会調査の技術の概要、調査
方法の問題点を取りあつめたものという。社会調査の方法のなかには、数字を配列することによって、科学的な自己満足におちいっている者もい
るという。著者によると、社会調査とは、”認識の技術”なのである。それは社会をよりよいものにするための実践的な要請にもとづく”科学的
それゆえそこには常に問題意識が、確立されていなければならぬという。
川崎恵璋訳『ギンスバーグ社会学』（昭和銅・５）は、わが国において原書のまま流布したというイギリスの社会学者ｌモリス・ギンズバー
の、◎（ざ量巴．］ｃ望を反訳したものである。が、訳者は第五版（弓の函・曰のご己ぐの『⑪ご『」ご国「亘『ＦＣ且目）を底本に用いた。本書は、先に刊行した
(16）１３１
社会学伝来琴
樺俊雄の「現代の社会』（昭和銅・６）は、〃社会学の入門書“といった出版社の要望に応えて執筆されたものである。本書は、現代学としての
角度から、社会学を展開しようとしたものであり、社会学の諸問題を現代社会の究明という焦点にしぼって説明しようとしたものという。
社
会
諸
科
学
の
研
究
が
目
ざ
す
も
の
は
、
現
代
社
会
の
究
明
で
あ
り
、
こ
と
に
社
会
学
は
、
現
代
社
会
の
綜
合
的
な
把
握
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
序
説
第
二
章
近
代
社
会
の
成
立
第
三
章
市
民
社
会
第
四
章
社
会
集
団
第
五
章
か
ら
第
七
鴬
ま
で
基
礎
的
派
生
的
非
組
欝
集
団
第
八
章
近
代
社
会
と
文
化
第
九
章
社
会
の
構
造
補
遺
大
衆
社
会
ｌ
で
あ
る
．
樺俊雄訳編『知識社会学』（昭和詔・６）は、「イデオロギーとユートピア」「政治的知識の伝達」（マンハイム）、「指導者」（シェーラー）、一イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の
社
会
学
と
社
会
学
の
知
性
」
（
フ
ォ
ガ
ラ
ン
）
、
「
知
識
と
社
会
一
（
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
）
な
ど
、
一
九
三
○
年
代
以
前
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ガ
ラ
ン
と
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
二
つ
の
論
文
は
、
沼
義
昭
が
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
知識社会学の研究がはじまったのは、戦前の一九三○年代であり、それが活発化したのは戦後である。が、そのような気迎に応える充分な資料
が乏しいので、このような訳書を刊行する気持になったようである。
尾
高
邦
雄
の
『
現
代
の
社
会
学
」
（
昭
和
調
・
７
）
の
土
台
と
な
っ
た
も
の
は
、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
来
、
東
大
文
学
部
で
お
こ
な
っ
た
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
著
者
は
そ
こ
か
ら
草
稿
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
手
を
加
え
て
成
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
は
、
最
近
二
十
年
間
の
世
界
の
社
会
学
の
大
き
な
動
向
と
そ
こ
に
含
ま
れる問題点をできるだけやさしく、正確に説いたものであり、その諸動向を概観した書物はまだないようである。
著
者
に
よ
る
と
、
現
在
（
昭
和
三
十
年
代
初
期
）
の
日
本
社
会
学
は
す
ば
ら
し
い
興
隆
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
社
会
学
を
専
門
と
す
る
学
者
は
三
○
○
名
以
上
お
り、大学における社会学教育も充実にむかい、研究論文等の産出もアメリカについで世界第二位に位置するまでになったという。
い
－
つ
。
菊池綾子、村川隆共著『二○世紀アメリカ社会学史』（昭和調・６）は、先年刊行した「二○世紀アメリカ社会学の展望』（一古堂謝店、昭和
釦。、）を書艶のすすめによって改題し、改版重刷したものである。中味の叙述を若干あらため、版元（現代文芸社）に旧版を手渡しただけだと
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
学
陸
生
産
様
式
の
発
展
第
七
章
社
会
発
自
第
十
二
章
宗
教
と
芸
術
１
１
で
あ
る
。
社
会
学
と
は
何
か
第
二
章
社
会
学
の
歴
史
的
意
義
第
三
章
と
第
四
章
制
度
日
口
第
五
章
経
済
的
社
会
構
成
体
第
六
章
社
会
発
展
の
諸
段
階
第
八
章
と
第
九
章
上
部
構
造
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
円
ロ
第
十
章
婚
姻
と
家
族
第
十
一
章
国
家
と
民
族
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政の動きなどについて論じられている。
ジョルジュ・ギュルヴィッチ、ウィルバート・エリス・ムーア共編『二十世紀の社会学１』（昭和鍋。、）は、左記のような社会学者の論文
六
篇
を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
第
一
章
序
説
第
二
章
主
寶
傾
向
の
概
観
第
三
章
鬮
際
的
統
一
ｌ
鬮
際
化
の
傾
向
第
四
章
戦
線
の
拡
大
Ｉ
統
合
化
の
傾
向
第
五
箪
多
塵
な
籍
ｌ
多
様
化
の
傾
向
第
六
章
現
実
へ
の
関
与
－
実
用
化
の
傾
向
第
七
章
科
学
と
し
て
の
社
会
学
１
１
精
密
化
の
傾
向
第
八
章
理
論
の
再
建
ｌ
体
系
化
の
傾
向
第
九
章
研
究
課
題
に
お
け
る
新
傾
向
ｌ
で
あ
る
．
近畿大学講師・三室玄道の『社会学』（昭和調・８）は、著者が大学においておこなった社会学講義と先に大学出版部から社会学概論などを基
。
そ
う
礎
に
、
随
慧
を
あ
ら
た
に
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
．
本
誓
は
い
わ
ば
社
会
学
概
論
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
学
の
概
念
第
二
章
社
会
学
の
歴
史
的
背
景
第
三
章
初
期
の
社
会
学
第
四
章
社
会
学
の
種
類
第
五
章
人
間
論
と
社
会
本
質
論
第
六
章
社
会
講
成
論
と
社
会
形
態
論
Ｉ
で
あ
る
．
く
さ
な
ぎ
ま
さ
お
山本新、信太正一二、草薙正夫共訳『文化社会学』（昭和調・皿）は、アルフレート・ウェーバーの文化社会学の基本原理、問題意識、全構造と
綱
目
な
ど
を
知
る
う
え
で
手
ご
ろ
な
論
文
三
篇
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
訳
者
序
第
一
章
社
這
程
・
文
化
過
穰
・
文
化
運
動
第
二
章
歴
史
の
内
的
構
造
論
と
し
て
の
歴
史
「
文
化
社
会
学
第
三
章
異
説
と
の
対
決
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
村落社会研究会編『戦後農村の変貌』（昭和調。、）は、本会の年報第五輯にあたり、農村の戦後の変貌について種々の角度から農村問題をと
りあげたものである。十四名の執筆者が寄稿している。東北、東京近郊村、愛知における農村の変貌や家族、北陸の定置網漁村、戦後における農
社会的因果関係と社会変動．．…・マッキーヴァー（大道安次》
集団の社会誌学……………・・・…ウィルソン
（富田富士》
社会組織と制度…・…・………・…ズナニエッキ（馬場明男雫
社
会
心
理
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ウ
ヅ
ダ
ー
ド
（
佐
藤
智
雄
『
イギリス社会学…：・・………：…ラムネイ
（難波文吉、
ドイツ社会学…・…凸・・・…………ザモロン
（樺俊雄訳）
（大道安次郎訳）
（富田富士雄訳）
（馬場明男訳）
（佐藤智雄訳）
（難波文吉、溝口靖夫訳）
(18）１２９
社会学伝来考
井伊玄太郎の「文歸
概
略
は
ｌ
序
文
序
》
論
繕
諭
ｌ
で
あ
る
．
富田嘉郎、橋爪貞処
代
社
会
ｌ
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
‐
都
市
社
会
の
形
窒
論
Ⅱ
都
市
社
会
の
鱗
造
鶉
Ⅲ
剛
市
地
域
総
造
の
実
態
Ⅵ
都
市
化
の
理
論
Ⅶ
都
会
人
の
（
「
ス
ナ
リ
テ
ィ
と
都
市
化
の
実
態
Ⅷ
都
市
社
会
の
計
画
理
論
Ⅸ
梛
市
社
会
計
画
調
査
の
枠
組
ｌ
で
あ
る
．
西
村
勝
彦
の
「
現
代
社
会
学
入
門
』
（
昭
和
別
・
４
）
は
、
多
年
教
養
の
社
会
学
を
講
義
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
現
代
社
会
学
の
重
要
問
題
を
、
こ
れ
か
ら
社
会
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
び
と
の
た
め
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
社
会
学
の
概
論
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
問
題
を
摂
取
し
つ
つ
、
み
ず
か
ら
考
え
て
き
た
点
な
ど
内
容
の
概
略
は
１
１
序
第
一
章
序
説
第
二
章
産
業
に
お
け
る
人
間
関
係
第
三
章
労
務
管
理
の
革
新
第
四
章
産
業
社
会
学
の
発
展
第
五
章
産
業
社
会
学
の
研
究
方
針
第
六
章
人
間
関
係
と
職
場
士
気
第
七
章
労
露
台
に
お
け
る
人
間
関
係
ｌ
で
あ
る
．
産
業
社
会
学
は
、
新
し
く
お
こ
っ
た
科
学
で
あ
る
た
め
、
ま
だ
十
分
に
整
備
さ
れ
た
体
系
を
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
理
論
や
定
説
も
す
ぐ
な
く
、
い
ま
の
段
階
で
は
、
す
で
に
確
立
さ
れ
た
知
識
体
系
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。
産
業
社
会
学
は
、
む
し
ろ
新
し
い
も
の
の
見
方
、
新
し
い
研
究
方
針
で
あ
る
と
い
う
。
磯
村
英
一
の
「
都
市
社
会
学
研
究
』
（
昭
和
鈍
・
２
）
は
、
都
市
を
”
地
域
集
団
“
と
し
て
捉
え
、
そ
の
形
成
・
構
造
・
機
能
の
理
論
と
実
態
と
を
比
較
検
討
す
る
と
共
に
、
市
民
の
性
格
が
都
市
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
る
か
。
ま
た
都
市
の
社
会
計
画
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
か
を
述
べ
た
も
の
と
い
社
会
学
に
関
す
る
講
義
の
速
記
録
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
”
産
業
社
会
学
“
は
、
第
二
次
大
戦
後
急
に
発
達
し
た
新
興
科
学
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
科
学
は
、
企
業
や
労
働
組
合
の
人
間
関
係
、
労
働
管
理
な
ど
の
分
析
な
ど
を
使
命
と
す
る
も
の
と
い
う
。
尾
高
邦
雄
の
『
産
業
社
会
学
』
（
昭
和
調
。
Ⅱ
）
は
、
著
者
が
昭
和
三
十
年
（
’
九
五
五
）
年
以
来
、
東
京
労
働
大
学
で
お
こ
な
っ
て
き
た
産
業
を
平
易
に
著
わ
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
社
章
論
『
』つ。
橋爪貞雄共著「現代における人間と社会』（昭和型・４）は、社会学・社会心理学・教育社会学における新しいタイプの概論書とし
「文明社会学』（昭和拠・４）は、社会学または社会科学の方法と理論に関する歴史的研究を取りあつかったものである。内容の
序
論
第
一
編
社
会
学
の
方
法
と
理
論
と
の
批
判
的
研
究
第
二
編
社
会
理
論
と
そ
れ
に
対
応
す
る
社
会
第
三
編
社
会
理
論
と
し
て
の
文
明
Ⅱ
個
人
と
社
会
Ⅲ
社
会
集
団
Ⅳ
社
会
の
構
造
Ｖ
社
会
体
制
Ⅵ
文
化
と
社
会
Ⅶ
社
会
の
変
動
Ⅷ
現
128（19）
加田哲二、高須裕三共著『社会学・社会政策付」（昭和拠・５）は、体系的な〃社会学と社会政策“の一箸を目ざしたものという。そのため加
田
が
刊
行
し
た
書
物
を
改
訂
し
、
高
須
の
社
会
政
策
に
関
す
る
論
文
を
加
え
た
と
い
う
。
加
田
の
社
会
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
は
基
本
社
会
学
と
い
う
べ
き
も
の
と
い
う
。
社
会
を
人
間
生
活
体
の
全
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
点
は
近
代
社
会
の
解
明
に
あ
る
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
第
一
部
社
会
学
第
一
繍
序
論
第
二
篇
基
本
社
会
の
理
論
第
三
繭
近
代
民
族
的
鑑
本
社
会
第
二
部
社
会
政
策
学
第
一
厳
社
会
史
の
展
開
と
社
会
政
策
・
社
会
保
障
第
二
章
大
衆
社
会
と
社
会
政
策
・
社
会
保
障
以
下
省
略
－
－
で
あ
る
。
大道安次郎の小著『マッキーヴァー』（昭和訓・６）は、学者・思想家・人間としての側面から、アメリカの著名な社会学者マッキーヴァー
二
八
八
二
～
一
九
七
○
）
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
若
き
日
に
新
明
正
道
や
高
田
保
馬
よ
り
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
の
名
を
聞
き
、
昭
和
二
十
四
年
（
’
九
四
九
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
一
年
間
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
研
究
室
で
個
人
指
導
を
う
け
る
と
い
っ
た
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
は
、
理
論
社
会
学
の
体
系
的
な
書
を
著
わ
し
た
こ
と
で
つ
と
に
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
パ
リ
セ
ー
ズ
の
森
で
、
静
か
な
晩
年
を
す
ご
し
て
い
た
と
い
う
。
新
明
正
道
編
『
基
礎
社
会
学
』
（
昭
和
弘
・
５
）
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
学
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
初
学
者
に
、
社
会
学
の
基
礎
知
識
を
あ
た
え
る
目
的
を
も
っ
て
編
ま
れ
たものという。執筆者の多くは、東北大学文学部社会学科の出身者であり、大方は大学その他の講埋に立って社会学を教えている人びとという。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
学
の
学
問
的
性
質
第
二
章
人
間
社
会
第
三
章
社
会
的
行
為
お
よ
び
社
会
関
係
第
四
章
社
会
集
団
第
五
章
集
団
の
諸
形
態
第
六
章
全
体
社
会
第
恒
章
全
体
社
会
ｌ
そ
の
秩
序
と
変
動
鮫
さ
ら
に
社
会
学
の
研
究
を
す
す
め
る
た
め
に
ｌ
で
あ
る
．
清水幾太郎の『社会学入門』（昭和型・６）は、これから社会学の門をくぐろうとするずぶのしろうとのために、道案内のつもりで書いたもの
過
程
社
会
関
係
と
集
団
情
況
第
三
一
大
衆
社
会
以
下
省
略
１
１
で
あ
る
。
第
三
章
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ア
ー
第
四
章
満水幾太Ｅ
ても役に立つ嘗物だという（「はしがき」）。
社
会
が
い
か
に
生
み
だ
さ
れ
、
発
達
し
、
固
定
化
し
て
ゆ
く
の
か
。
人
間
が
つ
く
っ
た
社
会
は
、
い
か
に
人
間
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
の
か
．
こ
の
過
程
と
表
裏
を
な
し
て
、
人
闘
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
ｌ
本
譲
は
こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
薔
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
行
動
に
お
け
る
人
間
と
環
境
と
の
相
互
作
用
第
二
章
人
闘
と
人
關
と
の
相
互
作
用
社
会
ダ
「
と
フ
ォ
ロ
ア
ー
第
四
章
社
会
構
造
へ
の
形
態
化
ｌ
地
位
と
階
層
第
五
章
現
代
人
と
そ
の
社
会
的
背
景
Ｉ
(20）１２７
福武直の「日本村落の社会構造』（昭和拠・９）は、旧著『日本農村の社会的性格』（東大協同組合出版部、昭和別。ｌ）の再刊である。東京大
学
出
版
会
の
す
す
め
に
よ
り
、
旧
著
の
誤
り
を
直
し
た
り
、
そ
の
後
の
補
充
調
査
な
ど
を
収
録
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
渡
欧
の
た
め
改
訂
の
時
間
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
か
ん
じ
内藤莞爾の小著『レヴィーブリュール」（昭和拠・Ⅱ）は、有斐閣の一「人と業績シリーズ」の第十一一冊目にあたる。レヴィーブリュール（一八
五七～一九三九、フランスの哲学者・社会学者）は、はじめ哲学史家として出発したが、のちにコントやデュルケームの影響のもとに社会学へと
考来
傾
い
て
い
っ
た
．
本
書
は
、
そ
の
人
と
薯
述
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
（
全
六
十
九
頁
）
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
‐
そ
の
生
涯
と
著
作
、
哲
学
者
と
し
て
の
し
伝鐸ヴィ「プリュールⅢ社会学者としてのレヴィープリュールⅣ批判と自己批判ｌである．
社
東京教育大学助教授。安田三郎の『社会調査ハンドブック』（昭和銅・２）は、社会調査に関する必要な知識をできるだけ集録し、じっさい社
ｌ
で
あ
る
．
である。やさしく書いてあり、好書である。ひとは一つの学問の門をくぐることによって、新たなる人生の門をくぐるといえる。内容の概略は
ｌ
は
し
が
き
第
一
童
社
会
学
の
本
質
第
二
篇
社
会
学
と
杜
会
思
想
第
三
章
家
族
第
四
簾
社
会
学
小
史
第
六
章
社
会
と
偶
人
第
七
章
大
衆
著
者
は
、
東
大
文
学
部
社
会
学
科
に
入
学
し
た
と
た
ん
、
戸
田
上
何
も
わ
か
ら
な
い
が
、
何
か
著
者
を
失
望
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
が
一
存在であり、以後その学説を独習することに打ちこんだ。
新明博士還暦記念論文集刊行会編『社会学の問題と方）
稿をもって一書としたものである。
喜
多
野
清
「
岡
田
謙
共
編
『
家
Ｉ
喜
多
野
潤
一
、
岡
田
斐
編
「
家
ｌ
そ
の
構
造
分
析
』
（
昭
和
劉
・
６
｝
は
同
祷
究
の
先
達
・
有
賀
喜
左
術
門
の
還
暦
を
祝
賀
し
て
；
蓼
と
呼
ば
れ
る
わ
が
国
の
家
族
形
態
の
問
題
を
中
心
と
し
て
編
ま
れ
た
研
究
論
文
集
で
あ
る
。
十
五
名
の
執
筆
者
が
寄
稿
し
て
い
る
。
川辺喜三郎の『家族と社会』（昭和別・７）は、人間生活の実体を家族生活の基礎から解剖し、社会諸科学のたちばから広く相関的に研究した
も
の
で
あ
る
。
大
学
や
専
門
学
校
の
教
科
醤
、
参
考
書
あ
る
い
は
一
般
的
読
物
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
第
一
篇
社
会
学
の
基
本
的
概
念
第
二
篇
性
の
自
然
的
社
会
的
性
質
第
三
篇
楽
し
き
悩
ま
し
き
青
春
期
の
性
問
題
第
四
篇
恋
愛
・
結
婚
・
家
庭
第
五
篇
家
庭
と
道
徳
と
教
育
問
題
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
東
大
文
学
部
社
会
学
科
に
入
学
し
た
と
た
ん
、
戸
田
貞
三
の
〃
開
講
の
辞
〃
に
つ
ま
ず
い
た
と
い
う
。
戸
田
は
学
生
に
何
を
語
っ
た
の
か
、
い
ま
と
な
っ
て
は
な
い
が
、
何
か
著
者
を
失
望
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
社
会
学
の
〃
退
屈
な
灰
色
〃
か
ら
著
者
が
立
ち
な
お
れ
た
の
は
、
コ
ン
ト
の
『社会学の問題と方法』（昭和別・６）は、還暦の祝いとして、門下生と全国の社会学界の有志ら十八名の寄
126（21）
杉山忠平訳『知識社会学』（昭和弱・５）は、チェコスロヴァキアに生まれ、マンチェスター大学で講師として教鞭をとるウェルナー。スター
ク（一九○九～？、経済思想史、社会思想史家、一九三九年イギリスに亡命）の『青いＣａ・｝Ｐ巴ミズミミ⑮烏、．宛Ｃ昌一の骨の陣云の、自宅昌一・ＰＣ己冒
］
・
愚
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
本
議
は
知
議
会
学
の
歴
史
の
く
わ
し
い
研
究
の
た
め
の
道
を
準
鮒
す
る
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
ｌ
知
識
社
会
学
の
た
め
の
一
つ
の
“
序
説
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
１
日
木
版
へ
の
ま
え
が
き
ま
え
が
き
第
一
議
目
標
の
設
定
第
二
章
知
識
社
会
学
の
先
行
者
第
三
章
知
鑿
会
学
の
本
質
第
四
章
知
識
社
会
学
の
艤
果
訳
者
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
秋
元
律
夫
の
『
現
代
ド
イ
ツ
社
会
学
研
究
ｌ
戦
後
に
お
け
る
霞
（
昭
和
鑪
・
５
）
は
．
著
者
が
昭
和
二
十
八
年
（
’
九
五
三
）
以
来
卓
大
大
学
院
で
ド
イ
ツ
社
会
学
を
ま
な
び
は
じ
め
て
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
の
機
会
に
発
表
し
た
緒
論
文
を
ま
と
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ドイツにおいては、ナチの台頭により、同国のいっさいの社会科学は窒息させられ、社会学に至っては一九一一一一一一年、三四年（昭和八、九年）を
境
と
し
て
、
し
だ
い
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
著
名
な
社
会
学
者
ら
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
亡
命
し
た
た
め
に
、
ド
イ
ツ
本
国
は
が
ら
ん
ど
う
に
な
り
、
社
会
学
の
発
展
は阻害された。しかし、戦後十数年をへたこんにち、亡命先から帰国した学者や新進の学徒をえて、ドイツ社会学はふたたび活動しはじめた。
わが国の社会学の輸入元であったドイツの社会学は、哲学的もしくは観念的であったとされるが、社会学はなによりも”現在学“でなければな
ら
ぬ
、
と
い
っ
た
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
流
の
考
え
方
や
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
影
響
も
あ
っ
て
、
社
会
調
査
や
実
証
研
究
を
重
視
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
も
日
社
も
同
文
館
か
ら
勁
草
書
房
に
か
わ
っ
た
。
馬場明男の『社会学概論』（昭和弱・４）は、著者の旧著『社会学新講』（時潮社、昭和釦・４）の改訂版である。旧版を刊行して五ヵ年経過し
たが、この間に世界の情勢は急速に変化したという。それに対応するため、社会学は間断なく新しい問題意識をもたねばならず、旧著に手を入れ
て成ったのが、この概論書である。
会
調
査
を
お
こ
な
っ
た
り
、
鑿
し
た
り
す
る
人
び
と
の
た
め
に
、
座
右
の
便
覧
愛
用
の
必
携
と
な
る
よ
う
に
編
ん
だ
も
の
と
い
う
．
内
容
の
鱈
は
１
１
社
会
調
査
概
説
Ⅱ
社
会
調
査
文
献
解
題
Ⅲ
統
計
解
説
Ⅳ
調
査
単
位
Ｖ
基
礎
的
調
査
項
目
Ⅵ
質
問
文
例
Ⅷ
尺
度
の
作
り
方
Ｘ
計
算
法
Ⅲ
数
表
社会学の研究はつねに動いている。研究の進歩に応じて、古くなった内容は、新しいものと差し替える必要が生じる。・
樺俊雄、阿閉吉男共編『社会学概論』（昭和弱・４）は、旧著『社会学通論』（同文館、昭和妬・５）を全面的に加筆訂正したものという。出版
泗
用
譜
解
説
及
び
索
引
ｌ
で
あ
る
。
(22）１２５
社会学伝来琴
本とおなじように連合国側によって占領され、さまざまの施策をうけた。やがてアメリカ文化の流入やアメリカ社会学が漸次流入するようになる
と
、
ド
イ
ツ
社
会
学
は
、
社
会
調
査
や
事
例
研
究
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
特
別
な
社
会
的
事
情
が
あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
政
府
や
州
庁
が
、
戦
後
の
復
興
計
画をたて、政策を実行に移すためにも、社会調査は不可欠だったのである。調査を必要とした項目は、つぎのようなものだった。
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
三
蘂
哲
学
と
社
会
学
の
問
題
第
二
章
社
会
学
史
の
問
題
そ
の
一
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
現
況
と
展
望
そ
の
ニ
フ
ラ
ン
ス
村
落
共
同
体
研
究
の
動
向
第
三
章
社
会
学
の
対
象
と
方
法
の
問
題
第
四
章
社
会
構
造
の
問
題
第
五
章
社
会
変
動
の
問
題
第
六
章
歴
史
学
と
社
会
学
の
問
題
後
記
内
容
の
蕊
は
’
第
一
議
戦
後
ド
イ
ツ
社
会
学
の
問
題
状
況
（
序
文
に
か
え
て
）
第
二
戴
関
係
学
の
腱
Ⅷ
第
三
蕊
体
系
的
社
会
壷
諭
の
再
検
討
第
四
章
艫
史
Ｉ
文
化
社
会
学
の
展
開
第
五
蘆
壽
研
究
の
霧
向
む
す
び
あ
と
が
き
Ｉ
で
あ
る
．
・広島大学助教授・野口隆の『多元弁證法と社会学』（昭和調・５）は、『社会学評論」『ソシオロジ』などに発表した論文五篇より構成されてい
ある。る。 戦後
の
ド
イ
ツ
社
会
学
の
大
き
な
流
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
と
結
合
し
た
経
験
的
実
証
研
究
と
文
化
社
会
学
の
伝
統
に
た
つ
学
派
と
の
相
剋
と
に
色
分
け
で
き
そ
う
で
甲南大学教授・井森陸平の『社会学原論』（昭和弱・７）は、数年前までに逐次執筆したものをまとめたものである。著者は戦後、名古屋・金
である。
東
独
脱
出
者
流
入
に
よ
る
地
域
社
会
の
変
貌
脱
出
者
の
新
居
住
地
に
お
け
る
社
会
的
、
政
治
的
生
活
へ
の
参
加
親
族
関
係
の
解
体
と
再
建
就
業
問
題
等
々
。
戦
争
と
敗
戦
が
お
よ
ぼ
し
た
家
族
へ
の
影
響
現
代
に
お
け
る
ド
イ
ツ
家
族
の
変
動
ベ
ル
リ
ン
家
族
の
現
在
の
問
題
124（23）
内
容
の
概
略
は
１
１
序
説
第
一
章
社
会
集
団
第
二
章
家
族
第
三
章
村
落
と
都
市
第
四
章
職
業
集
団
第
五
章
非
組
織
集
団
第
六
章
階
級
と
階
層
第
七
章
社
会
蕊
第
八
章
社
会
的
行
為
型
式
第
九
章
文
化
繍
遮
Ｉ
で
あ
る
．
頁
、-－
．
考
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
文
第
一
章
社
会
学
の
概
念
第
一
一
章
社
会
の
概
念
第
三
章
社
会
過
程
第
四
章
社
会
体
第
五
章
社
会
の
型
第
六
章
群
集
第
七
章
世
論
第
八
章
階
級
第
九
章
社
会
変
動
第
十
章
人
格
と
文
化
ｌ
で
あ
る
・
武田良三編「今日の社会学』（昭和弱・皿）は、日本の社会学徒の限からみた国際および国内の社会学の現状と問題点についてまとめたもので
あ
る
．
六
名
の
執
筆
者
が
各
章
を
分
担
し
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
今
日
の
社
彙
の
立
場
｛
バ
ー
ソ
ン
ズ
の
社
会
体
系
論
に
関
連
し
て
）
第
二
章
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
（
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
を
中
心
に
）
第
三
章
戦
後
の
ド
イ
ツ
社
会
学
第
四
章
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
過
去
と
現
在
第
五
章
都
市
社
会
学
の
現
況
と
課
題
第
六
章
わ
が
国
農
村
社
会
学
の
動
向
と
課
題
－
１
で
あ
る
。
日高六郎の『現代イデオロギー』（昭和妬。ｕ）は、著者が戦後の十五年間にわたって書きためた論文や評論の一部をまとめて一書としたもの
で
あ
る
。
と
く
に
敗
戦
直
後
の
社
会
的
、
思
想
的
状
況
と
そ
の
こ
ろ
の
著
者
の
考
え
と
の
関
連
な
ど
を
か
い
た
も
の
で
あ
る
。
四
十
篇
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
由
利
啓
の
「
生
活
の
論
理
』
（
昭
和
妬
・
１
）
は
、
も
っ
と
も
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
生
活
を
考
察
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
著
者
い
わ
く
。
わ
た
し
は
た
だ
自
分
の
生
活
を
考
察
す
る
生
活
者
で
あ
る
．
平
凡
な
生
活
そ
の
も
の
が
実
践
で
あ
る
、
と
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
編
生
活
第
二
編
生
産
第
三
編
占
有
ｌ
で
あ
る
．
桜井圧太郎の小著『社会学講義案・一（昭和鉛・４）は、横組み本（、頁）である。本書は大学の教科書として執筆されたものであろう。社会と
は
な
に
か
。
人
間
の
共
同
生
活
、
集
団
生
活
が
社
会
で
あ
る
と
い
う
。
す
る
と
社
会
学
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
人
間
の
共
同
生
活
、
集
団
生
活
を
研
究
す
る
科
学
で
あ
る
と
わすものである。
沢・岐阜その他の大学で概説的な社会学を講じたといい、この間の講義ノートや邦文献をもとに著わしたものが本書であるようだ。著者は若いこ
ろに学んだドイツの形式社会学に依然考え方を支配されているといい、それに最近のアメリカ社会学が、加わったという。著者が本書において意
図するところは、批判や新説を提示するのではなく、既存の研究理論の叙述にあるという。それは創見とはいえなくとも、著者の考えの特色を表
人
間
は
社
会
生
活
を
営
む
に
あ
た
っ
て
、
つ
ね
に
社
会
集
団
を
構
成
し
、
そ
の
な
か
で
生
活
す
る
。
人
間
は
集
団
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
（
七
(24）１２３
社会学伝来考
磯村英一、佐藤文男他訳「都市生活その社会学』（昭和妬．、）は、Ｔ・Ｌ・スミスとＣ・Ａ・マクマハンの共著ご臥員昌廻＆早守§缶鳶》
・薑勺…と：ご望を反訳したものである．本書は、欧米の都市についての正統な社壷諭をえらんだものである．内容の概略はｌⅢ
序
論
Ⅱ
都
市
の
本
性
と
発
達
Ⅲ
社
会
形
態
学
Ⅳ
基
本
的
な
社
会
制
度
ｌ
で
あ
る
．
慶応義塾大学助教授・矢崎武夫の『日本都市の発展過程』（昭和諏・３）は、封建都市から近代都市が生まれ、産業革命を通じて都市が発展し
て
ゆ
く
過
程
を
か
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
三
年
半
に
わ
た
っ
て
シ
カ
ゴ
大
学
で
都
市
社
会
学
を
ま
な
ん
で
帰
国
し
、
日
本
都
市
の
研
究
に
米
国
都
市
社
会
構
造
理
論
や
人
間
生
態
学
的
な
手
法
を
用
い
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
都
市
社
会
学
は
、
日
本
の
現
実
に
密
着
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
痛
感
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
外
国
の
社
会
構
造
理
論
を
も
っ
て
し
て
日
本
都
市
を
研
究
し
て
も
、
妥
当
性
を
欠
く
点
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
Ｉ
ま
え
が
き
序
説
都
市
社
会
の
変
動
に
関
す
る
地
域
社
会
学
的
翼
方
法
第
一
章
日
本
に
お
け
る
原
始
生
活
様
式
の
変
化
と
政
治
都
市
の
萌
芽
第
二
章
律
令
体
制
下
の
都
市
第
三
章
と
第
四
章
中
世
前
期
、
後
期
の
都
市
第
五
章
近
世
封
建
都
市
第
六
章
江
戸
の
地
域
構
造
と
社
会
構
造
第
七
章
封
建
都
市
の
解
体
・
変
化
過
程
第
八
章
明
治
維
新
と
近
代
都
市
の
萌
芽
第
九
章
産
業
蕊
命
と
近
代
都
市
の
発
達
結
び
ｌ
で
あ
る
．
わ
し
や
ま
じ
よ
う
Ｕ
鷲
山
丈
司
の
『
社
会
学
の
篝
理
論
ｌ
社
会
文
化
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
Ｉ
（
下
〉
』
（
昭
和
鋤
・
３
）
は
、
ピ
ィ
テ
ィ
リ
ム
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ソ
ローキン（一八八九～一九六八、アメリカの社会学者、ハーバード大学社会学部長）のの。§蜜Ｑミミロミ、§§具一宮里§のぎ豊忌ロミ
ニ薑圏］・葛の第一、第一「第三部ｌすなわち曇の四分の一ｌを反訳したものである．上巻は前年三月に刊行された．ソローキンぱう
萱
ｌ
で
あ
る
．
野口隆の『ギュルヴィッチ社会学の研究』（昭和拓・４）は、フランスの社会学者・法学者ジョルジュ・ギュルヴィッチ二八九四～一九六五、
ロ
シ
ア
生
ま
れ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
、
プ
ラ
ハ
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
の
ち
、
一
九
二
八
年
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
、
パ
リ
大
学
教
授
）
の
難
解
な
社
会
学
体
系
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
１
１
序
説
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
チ
社
会
学
の
量
成
立
、
構
成
蕊
ｌ
で
あ
る
．
現在の社会学は、内容もじつに多岐にわたり、かつ専門化し、それぞれの部門を形成している。
米山桂三編『現代社会学」（昭和調・皿）は、社会学を志す学生のために、現代社会を分析し把握するために必要な理論・概念・方法を説こう
と
し
た
も
の
で
あ
ｑ
｜
種
の
入
門
書
で
あ
る
．
十
二
名
の
執
筆
者
が
各
章
を
担
当
し
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
学
の
性
格
第
二
章
社
章
の
問
題
と
方
法
第
三
章
家
族
・
村
落
・
都
市
第
四
章
産
業
お
よ
び
労
働
第
五
章
社
会
階
級
第
六
章
大
衆
社
会
第
七
章
民
族
と
国
家
第
八
章
社
会
調
122（25）
青井和夫、綿貫譲治、大橋幸共著『集団・組織・リーダーシップ』（昭和師・６）は、培風館の〃社会心理学シリーズ〃のうちの一冊であるが、
内容的には社会学系の書物である。本書は、「小集団の構造と機能」「組織構造と組織分析」「リーダーシップ」（人を上手に使う方法の意）の三編
から構成されている。
ブ
ー
ム
英語にＣＣＣミといつ
る
０ 日本社会学会編集委員会編『現代社会学入門』（昭和諏・５）は、大学の教獲課程の社会学テキストとして刊行されたものであり、十三名の執
筆者が寄稿している。新しくある学問を学ぶとき、なんのために、なにを対象とし、どんな方法でおこなえばよいのか、とまどいを感じるのがふ
つ
う
で
あ
る
。
が
、
本
書
は
社
会
学
を
は
じ
め
て
ま
な
ぶ
者
の
た
め
の
手
引
き
と
す
る
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
説
Ｉ
個
人
と
集
団
Ⅱ
集
団
Ⅲ
社
会
Ⅳ
社
会
意
識
Ｖ
現
代
社
会
の
動
向
Ⅵ
社
会
学
の
歴
史
と
課
題
－
－
で
あ
る
。
樺
蓬
の
『
現
代
社
会
学
Ｉ
現
代
の
状
況
と
ま
く
昭
和
諏
・
一
・
一
は
、
新
た
に
執
筆
し
た
論
文
一
篇
と
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
論
文
囚
篇
と
を
も
と
に
一
瞥
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
い
ま
の
社
会
学
は
混
迷
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
社
会
調
査
や
理
論
研
究
に
数
多
の
業
績
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
でよいといった情況でないという。現代社会学のむかうべき方向とはなにか。それをいま定める時期であるという。本欝を作った動機も、そうい
週
的
世
界
の
櫛
遭
ｌ
で
あ
る
．
本番は、社会学の知識を助長するために、過去や現在の社会生活や歴史的諸事件を理解する一助となるために響かれたものである。何よりも三
十年にも及ぶ社会学の研究のなかから吸収した”社会文化的諸現象“や〃パーソナリティ“の理論を集大成したものという。
内
容
の
概
略
は
ｌ
日
本
版
へ
の
序
文
訳
者
序
文
序
文
第
一
部
社
会
学
・
そ
の
目
的
方
法
及
び
発
達
第
二
部
構
造
社
会
学
第
三
部
社
会
と
い
う
醤
インランドに近いロシアの農村の出身である。》
キー革命政府の閣僚になったが、かれの方針は莚
となり、一九三○年ハーヴァード大学に移った。
っ
た
考
え
か
ら
出
て
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
》
った語があるが、 社会
概
念
の
史
的
展
關
（
ド
イ
ツ
社
会
学
史
研
究
）
現
代
学
と
し
て
の
社
会
学
社
会
法
則
大
衆
社
会
新
聞
と
興
諭
ｌ
で
あ
出
身
で
あ
る
。
苦
学
し
て
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
大
学
を
出
る
と
、
私
講
師
を
へ
て
母
校
の
教
授
と
な
っ
た
。
二
月
革
命
後
、
ケ
レ
ン
ス
か
れ
の
方
針
は
政
府
に
容
れ
ら
れ
ず
、
逮
捕
投
獄
さ
れ
、
の
ち
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
、
一
九
二
四
年
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
の
社
会
学
教
授
こ
れ
は
〃
に
わ
か
景
気
“
と
か
〃
急
に
は
や
り
出
す
こ
と
“
の
意
で
あ
る
。
学
問
に
も
服
装
と
お
な
じ
よ
う
に
流
行
が
あ
る
と
(26）１２１
社会学伝来琴
露
農
村
文
化
と
腱
民
意
識
ｌ
で
あ
る
．
矢
崎
武
夫
の
『
日
本
都
市
の
社
会
理
論
』
前
著
に
お
い
て
抽
象
的
、
概
括
的
に
の
べ
一
“
日
本
都
市
祉
会
学
の
実
証
的
翼
の
歴
史
は
あ
さ
い
う
え
に
研
究
数
も
少
な
い
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
学
に
お
け
る
都
市
梁
の
動
向
第
二
章
従
来
の
都
市
社
会
学
理
論
の
若
干
の
問
題
第
三
章
新
た
な
都
市
理
論
構
成
の
基
礎
問
題
結
語
－
－
で
あ
る
。
ひ
ろ
あ
き
か
ん
ぷ
ん
東
京
都
立
大
話
教
授
・
糞
弘
融
の
「
壷
集
団
の
臘
遣
ｌ
親
分
乾
分
集
団
鑿
」
（
昭
墾
・
３
－
は
、
親
分
と
乾
分
（
子
分
）
の
総
合
を
基
本
的
な
連
艤
繍
と
して構成される諸集団ならびにその人間関係について研究したユニークな書物である。中心となる研究対象は、”やくざ“と呼ばれる社会的集団
また同人の著書「日本農村社会論」（昭和銘・１）は、教科書的な役割も果しうる、日本の農村社会についての概説書である。わが国の農村社
会
の
全
貌
と
全
体
に
わ
た
る
問
題
点
を
概
観
し
よ
う
と
い
っ
た
意
図
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
鱈
は
ｌ
は
し
が
誉
第
一
章
日
本
の
腱
業
と
磯
村
第
二
蕊
家
族
生
活
と
親
族
第
三
章
村
落
社
会
の
構
造
第
四
章
磯
村
の
政
治
鑿
第
五
そ
う
と
し
た
と
い
う
。
る。である。各個的な分析の対象となるのは、
い
い
敗
戦
直
後
か
ら
の
流
行
と
い
え
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
．
ｌ
哲
学
ブ
ー
ム
マ
ル
ク
ス
経
済
学
ブ
ー
ム
社
会
学
ブ
ー
ム
歴
史
的
ブ
ー
ム
執
筆
者
が
表
題
に
あ
る
よ
う
な
研
究
成
果
を
発
表
し
た
の
は
、
〃
組
織
論
ブ
ー
ム
〃
に
の
っ
て
の
こ
と
か
。
雲
直
訳
『
変
革
期
に
お
け
る
人
間
と
社
会
ｌ
現
代
社
会
鑿
の
研
究
」
（
昭
和
ｗ
・
８
）
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
七
月
に
刊
行
し
た
初
版
の
再
刊
で
あ
経
営
学
ブ
ー
ム
組
織
論
ブ
ー
ム
。
な
ど
で
あ
り
、
犯
罪
社
会
学
上
の
問
題
Ｉ
犯
罪
行
動
お
よ
び
犯
罪
鬘
め
ぐ
る
竺
菫
件
の
分
析
と
目
的
ｌ
か
ら
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
．
て
白
や
博
徒
集
団
的
屋
（
や
’
し
）
集
団
愚
連
隊
・
非
行
集
団
土
建
暴
力
団
港
湾
暴
力
団
炭
坑
暴
力
団
壮
士
・
院
外
暴
力
団
そ
の
他
の
集
団
『日本都市の社会理論』（昭和鉛・１）は、先に刊行した『日本都市の発展過程』（弘文堂、昭和ｗ・３）の続篇でもある。本書では、
畑象的、概括的にのべた部分を、事実分析に役立つように具体的にし、日本都市理論の構築の基礎になる、都市に関する諸理論を示
120（27）
著
者
に
と
っ
て
の
社
会
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
社
会
学
と
は
、
社
会
に
お
け
る
人
間
の
行
動
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
間
の
行
動
は
、
規
則
的、反復的な型式をしめすという。また人間は、社会的動物として、独立した被造物ではないという（五八頁）。
たものである。
谷田部文吉、池田秀男共訳『体系社会学－－社会研究入門』（昭和銘。４）は、カール・マンハィムのご蔦ミミ胃ｍミミ輿§旨き＆ミミざ（言
い言ｓこいミミ・宛○昌一の后の俸宍の媚目で昌一・ＰＣ＆Ｃ二ｓ巴を反訳したものである。カール。マンハィムは、一九一一一一一一年ヒトラーに追われたとき、第
一次追放リストに名がのっていた他の学者と同様、ただちに世界各地の大学から招かれたという。
か
れ
は
亡
命
先
に
ロ
ン
ド
ン
を
え
ら
び
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
篝
学
院
や
戦
争
中
あ
る
学
科
課
程
で
お
こ
な
っ
た
一
通
の
講
義
１
，
体
系
社
会
学
～
社
会
鱗
摸
そ
の
他
Ｉ
を
も
と
に
．
本
薔
は
編
ま
れ
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
編
者
序
第
一
部
人
胤
と
そ
の
心
的
素
護
第
二
部
も
っ
と
も
一
次
的
な
社
会
過
糧
第
三
部
社
会
統
合
第
四
部
社
会
的
蜜
定
性
と
社
会
変
動
訳
者
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
が
ず
よ
し
岩手大学教授・野村一義の『社会学概説』（昭和犯・４）は、社会学の入門書として、初心者のためにやさしく、要領よく、書いたものという。
本
書
に
お
い
て
、
社
会
の
本
質
と
し
て
社
会
関
係
を
重
視
し
、
方
法
と
し
て
は
心
理
学
的
な
考
え
に
立
脚
し
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
と
個
人
第
二
章
社
会
集
団
第
三
章
社
会
過
程
第
四
章
社
会
形
象
第
五
章
社
会
鑿
ｌ
で
あ
る
．
鈴
木
真
一
の
『
現
代
の
ア
メ
リ
カ
社
薑
（
昭
和
調
：
。
）
は
先
に
刊
行
し
た
も
の
の
再
版
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
篇
社
会
学
の
現
代
的
傾
向
第
二
篇
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
基
本
概
念
第
三
篇
特
殊
問
題
ｌ
で
あ
る
．
著
者
は
第
一
篇
に
お
い
て
薪
社
会
勤
学
“
の
傾
向
に
か
な
り
の
部
分
を
さ
き
第
二
篇
はいわば本書の基軸をなしているが、たんに概念の羅列と説明にとどまっていないという。第三篇は、アメリカ社会学の最近の特殊研究
を紹介し
究
第
三
章
’
動
ｌ
で
あ
る
．
ご
し
申
け
い
東洋大学教授・呉主恵の『東洋社会学』（昭和銘・４）は、東洋社会の特質を社会学的に解明Ｉしていこうとする視点に立脚した書物である。講
義
を
聴
く
学
生
の
要
望
が
あ
っ
て
、
社
会
学
の
教
科
書
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
－
－
－
－
目
序
第
一
章
社
会
学
の
概
念
第
二
章
社
会
学
の
研
究
第
三
章
人
間
関
係
第
四
章
社
会
の
本
質
第
五
章
社
会
集
団
第
六
章
社
会
と
文
化
第
七
章
社
会
行
動
第
八
章
社
会
体
制
第
九
章
社
会
変
内
容
の
概
略
は
１
１
序
論
第
一
楠
博
徒
・
的
屋
集
団
第
二
篇
土
建
・
港
湾
・
炭
鉱
等
に
お
け
る
親
分
乾
分
関
係
第
三
篇
壮
士
・
院
外
団
・
右
翼
第
四
篇
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
と
集
団
性
格
－
－
で
あ
る
。
(28）１１９
社会学伝来琴
と
の
う
え
神
奈
川
大
学
教
授
・
渡
警
太
郎
訳
『
経
済
と
社
会
ｌ
産
業
社
会
学
序
説
』
（
昭
和
調
・
９
）
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
ウ
’
ル
バ
ー
ト
．
Ｅ
・
ム
ー
ア
の
烏〕８ミミビロミの。§唇・宛呂二目】霞。色の①旨、。ｚの急ぐ。『六．」①閉を反訳したものである。本書は経済と社会とのあいだの諸関連について分析したもので
あ
る
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
‐
ｌ
序
文
第
一
章
社
会
制
度
的
経
済
学
の
発
展
第
二
章
経
済
理
論
と
社
会
規
範
第
三
章
経
済
理
論
と
経
済
組
織
第
四
章
経
済
と
社
会
第
五
章
社
会
変
動
の
解
明
第
六
章
生
計
と
生
活
訳
者
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
え
し
よ
う
川崎恵璋編「社会学』（昭和犯・９）は、新制大学の一般教養課程で社会学をまなぶ学生のための入門書であると同時に、専門的研究書と－して、
著
さ
れ
た
も
の
か
。
編
者
の
ほ
か
二
名
の
合
著
で
あ
る
。
本
書
は
現
代
社
会
に
ひ
そ
む
問
題
の
所
在
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
基
礎
的
な
究
明
に
つ
と
め
た
も
の
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
議
社
会
学
の
性
格
鏑
二
章
個
人
・
社
会
・
文
化
第
三
章
築
団
の
諺
態
第
四
章
文
化
の
諸
形
態
第
五
章
全
体
社
会
第
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、
上
下
の
区
別
が
ど
の
よ
』
２
究領域であったが、本書はそこにメスを入れたものである。
福
武
直
編
『
現
代
人
の
社
会
学
ｌ
社
会
学
新
事
興
現
代
社
会
と
そ
こ
に
生
き
る
人
び
と
を
、
社
会
学
的
観
内
容
の
概
略
は
ｌ
新
し
い
社
会
学
入
門
（
序
に
錨
う
つ
り
か
わ
り
）
五
前
進
す
る
社
会
ｌ
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
誉
序
論
第
級構造の静態的、動態的考察１１である。
や
す
お
慶応義塾大学助教授・横山寧夫の「社会体制の科学としての社会学』（昭和弘・６）は、旧版『社会学』（慶応通信、昭和詔・皿）の内容の一部
を
改
訂
し
、
倍
ち
か
い
増
補
を
お
こ
な
い
、
表
題
の
し
め
す
方
向
に
叙
述
の
体
裁
を
と
と
の
え
た
も
の
と
い
う
。
本
書
は
社
会
学
講
義
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
のか。 神戸
大
学
助
教
授
・
向
井
利
昌
の
『
階
級
構
造
の
基
礎
理
論
』
（
昭
和
兜
・
５
）
は
、
人
間
社
会
に
お
け
る
〃
階
級
“
ま
た
は
〃
階
級
構
造
“
を
理
論
的
に
分
析
し
た
も
で
あ
る
。
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
、
上
下
の
区
別
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
変
動
を
し
め
す
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
由
来
社
会
学
の
研
内
容
の
概
略
は
ｌ
緒
一
一
篝
序
章
蕊
六
章
社
会
体
制
ｌ
で
あ
る
．
『現代人の社会学ｌ社会学新事典』（昭墾・５）は、社会学の入門書として、同時にまた事蝋〈として編まれたものである．本書は、
砦
」
に
生
き
る
人
び
と
を
、
社
会
学
的
観
点
か
ら
多
角
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
五
十
五
名
が
寄
稿
し
て
い
る
。
噸
は
ｌ
新
し
い
社
会
学
入
門
（
序
に
か
え
て
）
’
社
会
的
人
闘
二
い
ろ
い
ろ
な
社
会
三
全
体
社
会
の
し
く
み
四
現
代
の
社
会
（
社
会
の
方
法
論
的
序
説
第
一
章
社
会
学
論
第
二
章
社
会
関
係
第
三
章
組
織
集
団
第
四
章
未
組
織
集
団
第
五
章
文
化
第
一
章
か
ら
第
二
章
階
級
構
造
の
基
本
的
分
析
、
諸
形
態
第
三
章
階
級
構
造
と
社
会
関
係
第
四
章
か
ら
第
五
章
階
118（29）
平
等
と
い
う
観
念
六
結
語
ｌ
で
あ
る
．
神戸大学教授・西村勝彦の『現代の人間と社会』（昭和詔・胆）は、著者が社会学に専心するまえにもっていた社会諸科学についての知識と、
社
会
学
を
し
て
社
会
科
学
の
基
礎
理
論
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
野
望
に
か
り
た
て
ら
れ
て
な
っ
た
も
の
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
誉
問
題
提
起
第
一
章
現
代
社
会
の
諸
問
題
第
二
章
現
代
に
お
け
る
人
間
第
三
鴬
現
代
社
会
の
構
造
と
機
鰭
ｌ
で
あ
る
．
よ
し
く
梶
徳島大学教授・富野敬邦の『社会の探究』（昭和羽・２）は、もともと一般教養の社会学教科書として執筆されたものであり、従来の概説書の
空
虚
さ
や
空
隙
を
み
た
す
こ
と
に
努
力
を
傾
け
た
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
〃
社
会
学
通
論
“
や
〃
概
説
書
“
の
大
半
は
、
斯
学
の
入
門
者
に
と
っ
て
難
解
で
あ
る
ば
か
り
か
無
味
乾
燥
で
あ
り
、
魅
力
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
学
生
の
興
味
や
関
心
を
ひ
き
つ
け
、
社
会
学
の
道
に
ひ
っ
ぱ
り
込
かれらはただの逃避に誘われるだけであった。
受
講
生
の
目
的
は
、
た
だ
単
位
を
と
る
だ
け
で
あ
》
著者は新制大学の講壇に立って十余年、いろいろな社会学概説書を教材に用いて講義してきたが、どうも学生がついてきてくれなかったという。
そ
れ
ら
の
教
科
書
の
多
く
は
、
章
別
に
問
題
霄
を
羅
列
し
、
ｌ
社
会
関
係
・
集
団
・
文
化
・
社
会
変
動
と
い
っ
た
よ
う
に
、
解
釈
を
主
に
説
い
た
も
の
が
多
い
と
い
う
．
帥
の
ち
そこに横たわっていたのは、血の通っていない、死せる学説であった。生命の躍動のない学説や理論を聞かされても、学生の心に何も訴えないし、
む
ほ
ど
の
魅
力
に
と
ぼ
し
か
っ
た
。
六
章
現
代
社
会
の
動
向
ｌ
で
あ
る
・
樺
俊
蒙
『
社
会
学
批
判
ｌ
社
会
学
の
基
本
問
題
と
し
て
の
自
由
と
平
等
」
（
昭
和
調
・
辺
〉
瞳
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
護
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ラ
ン
ッ
フ
ー
ト
の
辱《黛烏、ｍ局員（喧駁、鼠冒（菖員の宣・冨菖巳ｍｓｇ昌臆ｇご蔦ミミの周菖信計・『の【一潟ご・コヮ目の穴の『伜旨ヨワーｇ］①＄を反訳したものである。著
者
の
考
え
に
よ
る
と
、
社
会
学
の
問
題
性
の
出
て
く
る
根
源
の
問
題
と
し
て
ｌ
自
由
と
平
等
の
問
題
を
取
り
あ
げ
る
べ
き
と
い
う
．
訳
者
は
本
書
を
戦
前
か
ら
知
っ
て
お
り
、
啓
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
戦
後
社
会
学
の
発
展
が
曲
り
か
ど
に
き
て
い
る
こ
ん
に
ち
、
こ
の
訳
書
が
そ
う
い
う
機
会
に
読
ま
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
書
著
者
の
序
邦
訳
書
へ
の
序
一
今
日
の
社
会
学
の
研
究
状
況
ニ
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
問
い
の
傾
向
を
そ
れ
自
身
の
離
反
か
ら
護
る
こ
と
三
テ
ー
マ
上
の
事
実
的
連
関
と
マ
ル
ク
ス
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
そ
の
方
法
的
な
把
握
四
ロ
ー
レ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ィ
ン
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
自
由
、
平
等
、
人
格
の
問
題
連
関
の
名
称
と
し
て
の
「
社
会
」
五
考
え
ら
れ
る
社
会
的
問
題
性
の
前
提
と
し
て
の
自
由
と
た
だ
単
位
を
と
る
だ
け
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
質
疑
応
答
を
の
ぞ
ま
な
い
。
さ
ら
に
自
か
ら
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
し
て
み
よ
う
と
い
っ
た
、
(30）１１７
社会学伝来考
積極的意欲を示さない。講義する者は、高い壁ごしに、学生に語りかけているだけである。その声は聴く者の耳にただうつるにひびくだけである。
著者が概説書をよんで不満におもえたのは、抽象的説明が多く、具体的事例の引用がとぼしいことであった。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
論
（
愛
と
自
由
と
平
和
の
原
理
）
本
論
（
人
間
と
社
会
の
探
究
）
Ｉ
社
会
学
の
動
向
Ⅱ
社
会
の
起
源
Ⅲ
人
間
と
社
会
Ⅳ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
Ｖ
家
族
の
発
達
Ⅵ
社
会
関
係
の
推
移
以
下
省
略
１
１
で
あ
る
。
神戸大学教授・西村勝彦の小著亘般教養の社会学』（昭和調・３）は、社会学の〃水先案内人〃のつもりでまとめたものという。こんにちで
は
、
看
護
学
院
に
お
い
て
も
、
社
会
学
が
教
科
と
し
て
厚
生
省
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
一
般
市
民
も
現
代
に
つ
い
て
の
関
心
が
し
だ
い
に
つ
よ
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
執
筆
し
た
の
が
本
書
だ
と
い
う
。
著
者
に
よ
る
と
、
戦
後
十
数
年
た
っ
て
よ
う
や
く
、
わ
が
国
の
社
会
学
も
地
に
つ
い
て
き
た
と
い
う
。
社
会
調
査
が
流
行
し
だ
し
た
が
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
感
化
過
剰
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
一
つ
に
は
、
都
市
や
農
村
を
中
心
と
し
て
、
大
規
模
な
調
査
が
、
隣
接
科
学
者
と
の
共
同
作
業
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
。
労
働
者
や
ホ
ワイトカラーや農民などの意識や態度調査もすすめられ、わが国の実態がしだいにはあくされてきたことなどが理由として挙げられる。
内
容
の
概
略
は
１
１
社
会
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
Ⅱ
人
闘
と
社
会
Ⅲ
社
会
の
集
団
Ⅳ
護
村
落
都
市
Ｖ
組
織
と
り
「
ダ
ー
シ
ッ
プ
Ⅵ
階
級
と
階
層
Ⅷ
世
論
投
票
行
動
政
治
的
関
心
Ⅷ
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
薑
ン
と
文
化
Ⅸ
社
会
の
変
動
Ｘ
社
会
学
の
歴
史
と
展
望
ｌ
で
あ
る
．
ひ
ろ
あ
き
東
京
都
立
大
学
教
授
・
岩
井
弘
融
の
『
犯
罪
社
〈
云
学
』
（
昭
和
調
・
７
）
は
、
斯
学
に
関
す
る
一
種
の
試
験
的
な
概
説
書
で
あ
る
と
い
う
。
著
者
は
多
年
、
当
該
題
目
を
諸
大
学
に
お
い
て
講
じ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
受
講
生
か
ら
適
当
な
参
考
書
の
有
無
を
聞
か
れ
る
た
び
に
当
惑
し
た
と
い
う
。
犯
罪
社
会
学
に
関
す
る
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
著
書
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
教
え
る
側
に
も
、
ま
た
教
わ
る
側
に
と
っ
て
も
ひ
じ
ょ
う
に
不
便
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
したがって無きにまさるとの気持から、本書を執筆するに至ったという。〃犯罪社会学“は、犯罪と社会との相関関係を経験科学的に研
究する
学問とのことである。これはヨーロッパに起源をもち、十九世紀末にイタリア、フランス、ドイツ、オランダ、イギリス、ポルトガル等において
発
展
し
、
さ
ら
に
新
大
陸
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
本
格
化
し
た
。
日
本
の
ば
あ
い
、
戦
前
に
こ
の
方
面
の
研
究
に
従
事
す
る
研
究
者
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
そ
の
数
も
飛
躍
的
に
ふ
え
、
学
会
（
「
日
本
犯
罪
社
会
学
会
」
昭
和
四
十
九
年
□
九
七
四
］
設
立
）
ま
で
で
き
、
機
関
誌
『
犯
罪
社
会
学
研
究
』
を
発
行
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
内
容
の
罐
は
ｌ
ま
え
が
き
第
一
章
犯
罪
社
会
学
の
慶
關
墓
一
章
箪
論
と
諸
概
念
第
三
章
課
題
と
方
法
第
四
章
家
族
集
団
と
青
少
年
犯
罪
第
五
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馬場明男の『社会学論集１－歴史と課題」（昭和鉛。、）は、終戦から最近まで『社会学論叢』（社会学科研究室の機関誌）その他に掲載した論
文
を
採
録
し
た
も
の
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
歴
史
編
一
戦
後
十
年
社
会
学
の
現
状
と
動
向
（
’
九
四
五
～
一
九
五
五
）
ニ
ァ
メ
リ
ヵ
社
会
学
（
’
九
六
○
年
の
回
顧
と
展
望
）
三
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
と
浅
野
研
真
（
コ
ン
ト
逝
去
百
年
に
際
し
）
四
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
ジ
ン
メ
ル
（
日
本
大
学
社
会
学
科
小
史
）
五
若い学生に伝えるためであったようだ。
学
問
の
道
は
け
わ
し
く
、
ま
た
競
争
も
は
げ
し
い
と
い
う
。
学
問
を
業
と
す
る
者
は
、
｜
日
も
怠
慢
を
ゆ
る
さ
れ
な
い
は
ず
だ
が
、
中
に
は
研
究
活
動
を
投
棄
し
、
月
給
ド
ロ
ポ
ー
に
な
り
さ
が
っ
た
者
も
い
な
い
で
も
な
い
。
と
く
に
停
年
ち
か
く
に
な
る
と
、
体
力
も
精
神
力
も
な
え
、
ま
た
じ
ぶ
ん
の
能
力
の
限
界
、
こ
れ
か
ら
生
産
さ
れ
る
研究の価値についてもうすうすわかってくるので、研究をやめ、趣味や娯楽に逃避するのである。しかし、馬場はそんな生き方をしなかった。
学
者
に
と
っ
て
、
毎
日
が
文
化
的
闘
い
、
文
化
的
競
争
な
の
で
あ
る
。
か
れ
は
外
国
の
学
者
の
研
究
成
果
に
間
断
な
く
注
意
を
む
け
、
す
こ
し
で
も
よ
い
も
の
が
あ
る
と
摂
取
し
よ
う
と
し
た
。
二
○
年
間
も
海
外
の
文
献
を
渉
猟
す
る
こ
と
に
時
間
と
労
力
を
傾
け
た
の
は
、
じ
ぶ
ん
を
啓
蒙
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
豊
か
な
実
り
を
ひとりであった。その後の二○年間、かれは社会坐
その成果は、すべて活字に付され、書物となった。
私
学
の
教
員
は
何
か
と
忙
し
く
、
官
学
の
教
員
生
活
と
〃
た
研
究
条
件
に
せ
よ
、
官
学
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
〈
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
名
の
執
筆
者
が
各
章
を
分
担
し
て
い
る
。
章
非
行
集
団
第
六
章
地
域
社
会
と
犯
罪
第
七
章
社
会
階
層
と
犯
罪
第
八
章
再
犯
・
累
犯
と
社
会
的
適
応
第
九
章
組
織
犯
罪
と
反
社
会
集
団
第
十
章
ブ
リ
ズ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
小
集
団
第
十
一
章
学
校
と
少
年
非
行
・
問
題
児
第
十
二
章
地
域
社
会
の
組
織
化
ｌ
で
あ
る
．
震直編『社会学研究案内ｌ問題点と文献解説』（昭和調・９）は、社会学をまなぶときの案内誓として編まれたものである．概説的な知識
を
こ
え
て
、
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
研
究
を
志
す
人
び
と
の
手
引
き
と
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
学
生
や
研
究
者
の
座
右
の
書
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
十
内
容
の
概
略
は
ｌ
‐
社
会
学
讓
簔
Ⅱ
家
族
の
社
会
学
Ⅲ
村
落
と
都
市
Ⅳ
企
業
と
労
働
組
合
ｙ
現
代
社
会
論
ｌ
で
あ
る
．
終
戦
後
ま
も
な
く
、
日
本
大
学
社
会
学
科
の
円
谷
弘
教
授
が
学
園
を
去
っ
た
と
き
、
同
学
科
の
主
任
に
就
任
し
た
の
は
馬
場
明
男
教
授
で
あ
っ
た
。
当
時
、
専
任
は
馬
場
とりであった。その後の二○年間、かれは社会学科の充実と陣容をととのえることに精魂を傾けたばかりか、とぼしい研究時間を著述に献げた。
の成果は、すべて活字に付され、書物となった。馬場は日本大学社会学科の中興の祖でもあった。
私
学
の
教
員
は
何
か
と
忙
し
く
、
官
学
の
教
員
生
活
と
く
ら
べ
る
と
、
実
に
劣
悪
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
研
究
費
に
せ
よ
、
持
ち
こ
ま
（
担
当
時
間
数
）
せ
よ
、
ま
研
究
条
件
に
せ
よ
、
官
学
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
馬
場
に
よ
る
と
、
私
学
の
教
員
は
官
学
の
教
官
の
よ
う
に
、
研
究
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て
研
究
に
専
念
(32）１１５
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内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
‐
個
人
と
社
会
Ⅱ
現
代
に
お
け
る
集
団
の
問
題
Ⅲ
社
会
意
識
Ⅳ
現
代
社
会
の
諸
問
題
ｌ
で
あ
る
．
田辺露利の『フランス社会学成立史』（昭和仙・３）は、遺稿刊行会が公刊したものである。原稿は、九分通り完結していたらしい。
草稿の大
部
分
は
、
昭
和
二
十
四
年
二
九
四
九
）
福
付
書
店
に
よ
っ
て
組
ま
れ
た
が
、
若
干
の
補
足
部
分
と
最
終
章
が
未
完
結
の
た
め
、
日
の
目
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
内
容
は、フランス社会学の”生成の過程“を十六、七世紀にさかのぼって論じたもので、第九章で中絶している（福鎌忠怒「解説一）。
内
容
の
概
略
は
ｌ
総
論
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
黎
明
十
六
・
十
七
世
紀
の
社
会
学
思
想
第
一
鑿
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
と
法
の
精
神
第
二
鏡
ル
ソ
オ
と
社
会
契
約
第
三
章
テ
ュ
ル
ゴ
と
イ
デ
・
ド
・
プ
ロ
グ
レ
第
四
章
ケ
ネ
エ
と
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
イ
第
五
章
十
八
世
紀
社
会
主
義
理
論
第
六
章
十
八
世
紀
社
会
思
想
の
科
学
的
背
景
第
七
章
か
第
九
章
ま
で
ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ト
㈲
目
ｌ
で
あ
る
．
み
の
る
中央大学助教授・島崎稔の『日本農村社会の構造と論理』（昭和如・３）は、既発表の論文や調査報上ロ、さらに新たに執筆した論文二篇から構
成
さ
れ
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
序
章
農
村
社
会
学
の
基
本
的
課
題
第
一
章
村
落
共
同
体
論
と
磯
村
社
会
学
第
二
章
商
品
生
産
の
展
開
と
農
民
層
第
三
章
賎
民
層
分
解
と
農
業
労
働
力
第
四
章
共
同
体
秩
序
の
解
体
と
農
村
の
政
治
的
動
向
第
五
章
農
村
組
織
の
展
開
形
態
終
章
農
村
支
配
の
構
造
徴
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
代
社
会
の
特
質
や
問
題
点
を
で
き
る
だ
け
垂
ぞれの専門分野をできるだけ生かして分担執筆したという。
尾高邦雄編『技術革新と人間の問題』（昭和調。、）は、〃技術革新〃（オートメーション）が企業で働く人びとの生活や意識にあたえる影響に
ついての報告書である。研究者は数班にわかれ、労働者のもとで約二ヵ年間実態調査をおこない、まとめたのが本書である。
あ
さ
ら
こ
の
書
の
出
版
に
あ
た
っ
て
編
集
委
員
の
労
を
と
っ
た
の
は
、
北
川
隆
士
ロ
（
当
時
、
法
政
大
学
助
教
授
）
と
浜
島
朗
（
当
時
、
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
）
で
あ
る
。
九
名
の
執
筆
者
が
、
各
章
を
分
担
し
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
篝
第
一
議
技
術
革
新
と
人
間
の
問
題
第
二
辮
技
術
革
新
と
労
務
墓
第
三
鑿
日
本
の
労
務
葛
と
労
使
関
係
の
特
質
第
四
章
装
鶯
工
業
に
お
け
る
労
務
問
題
第
五
章
技
術
革
新
下
の
大
企
業
労
雲
以
下
省
略
ｌ
で
あ
る
．
立
正
大
学
社
会
学
研
究
室
編
『
現
代
の
社
会
学
』
（
昭
和
仙
・
３
）
は
、
大
学
の
一
般
教
育
課
程
の
社
会
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
代
社
会
の
特
質
や
問
題
点
を
で
き
る
だ
け
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
点
で
あ
る
。
研
究
室
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
動
員
さ
れ
、
そ
れ
民
層
第
三
章
艇
民
層
分
解
と
棚
と
論
理
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ク
ス
両
教
授
の
思
想
）
以
下
省
略
１
１
で
あ
る
。
日
大
社
会
学
科
と
円
谷
弘
博
士
六
ル
ソ
ー
生
誕
二
五
○
年
に
寄
せ
て
（
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
と
田
辺
壽
利
）
課
題
篇
一
政
治
社
会
学
の
諸
問
題
（
リ
プ
セ
ッ
ト
と
114（33）
社
会
的
行
為
第
三
章
親
和
関
係
社会統制（社会意識と社会組織）
大阪女子大学教授・阪井敏郎の『社会学の基礎理論』（昭和如・５）は、社会学的な考え方をじっくり味わうために、社会学理論（人と人との
繕
び
つ
き
方
に
つ
い
て
の
因
果
の
法
鬮
）
を
わ
か
り
や
す
く
説
く
こ
と
に
力
を
注
い
で
書
い
た
も
の
と
い
う
・
内
容
の
概
略
は
’
第
一
意
社
会
学
の
性
格
第
二
章
社
会
的
行
為
第
三
章
親
和
関
係
第
四
章
闘
争
関
係
第
五
章
上
下
関
係
第
六
章
社
会
に
つ
い
て
の
基
礎
概
念
第
七
章
社
会
集
団
の
類
型
第
八
章
章
現
代
社
会
の
病
理
ｎ
ｑ
ｌ
ｌ
で
あ
る
。
愛知学芸大学教授・林稲苗、愛知県立女子大学教授・四方寿雄編署『現代人と社会』（昭和扣・５）は、新制大学の教養課程において用いる社
会
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
．
七
名
の
執
筆
者
が
各
章
を
分
担
し
て
い
る
・
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
誉
序
蟻
社
会
学
と
は
何
か
（
そ
の
学
問
的
位
置
づ
け
）
第
一
章
現
代
の
人
間
と
社
会
第
二
章
と
第
三
章
現
代
社
会
と
集
団
日
ロ
第
四
章
と
第
五
章
現
代
社
会
と
文
化
Ｈ
ロ
第
六
章
と
第
七
み
た
む
ね
す
け
東京大学助教授・見田宗介の『現代、ロ本の精神構造』（昭和如・４）は、それぞれの時点において、一応の完結性をもって発表した試論をまと
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
テ
ー
マ
は
、
い
ま
の
歴
史
的
社
会
の
機
構
が
、
各
個
人
の
内
面
を
ど
の
よ
う
に
浸
し
て
い
る
か
。
わ
れ
わ
れ
の
創
造
力
、
愛
、
生
き
が
い
が
ど
の
よ
う
な
屈
折
を
示
し
て
い
る
か
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
戦
後
世
代
として、歴史的に規定された存在としてのわれわれは、何をなしうるかということであった（「まえがき」）。
著者の心をいつもとらえて来たものは、トータルな概念としての時代精神や民族精神ではなく、歴史的社会に生きる各個人の運命であったとい
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
第
一
部
現
代
に
お
け
る
不
拳
の
薑
型
第
二
部
現
代
日
本
の
精
神
状
況
第
三
部
社
会
心
理
学
的
分
析
の
方
法
ｌ
で
あ
る
◎ 北川隆吉編『講座現代社会学１社会学方法論』（昭和蛆・４）は、青木書店の「講座現代社会学」のうちの本巻にあたり、本書において
は、まず社会学の成立をめぐっての解釈と社会学・史的唯物論の位置づけ、社会学史がスケッチされている（第一章）。ついで”社会と個人の問
題Ｉｌその発生と歴史的意味が解明されている（第二章）。さらに〃現代における人間“の問題－－社会的人間論が取りあっかわれ（第三章）、現
代社会学の問題を１１変革と組織論の観点から検討したものという（第四章）。
内
容
の
概
略
は
ｌ
ま
え
が
き
第
一
章
社
会
学
の
方
法
（
北
川
麟
薔
）
第
二
章
「
社
会
と
個
人
」
問
題
の
発
生
（
三
瀞
囑
）
第
三
章
現
代
に
お
け
る
人
間
（
副
田
義
也
）
第
四
章
現
代
集
団
論
成
立
の
背
景
１
１
で
あ
る
。
Ｉ
で
あ
る
．
(34）１１３
社会学伝来考
い
や
す
た
鱈
し
筆谷稔、仲村祥一、居安正編『現代社会学ノートー』（昭和扣・６）は、一種の社会学入門書であろうが、従来の入門書と性格を異にしている。
編
者
代
表
・
仲
村
祥
一
に
よ
る
と
、
ふ
つ
う
社
会
学
の
入
門
書
と
い
え
ば
、
人
間
と
社
会
と
の
関
係
の
説
明
か
ら
は
じ
ま
り
、
集
団
論
に
入
り
、
近
代
社
会
の
紹
介
に
お
わ
る
も
の
が
最
も
多
い
と
い
う
。
本
書
は
、
第
一
部
方
法
と
基
礎
第
二
部
集
団
と
社
会
第
三
部
現
代
の
諸
相
と
い
う
一
一
一
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
十
二
名の専門家による、〃特殊報告〃であるという。
大
塚
久
雄
、
安
藤
英
治
そ
の
他
編
「
マ
ッ
ク
ス
・
汀
の
論
文
集
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
部
方
法
第
二
部
資
本
主
義
の
精
神
第
三
部
尾
高
邦
雄
續
武
直
編
『
二
○
世
紀
の
社
会
学
ｌ
黒
川
純
一
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
｛
昭
和
⑭
・
９
）
は
、
題
目
を
限
定
し
な
い
、
自
由
な
寄
稿
を
も
っ
て
縞
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
社
会
学
の
現
状
と
将
来
へ
の
反
省
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
な
内
容
の
論
文
集
で
あ
る
。
寄
稿
者
は
元
受
講
生
と
教
授
の
知
友
十
八
名
で
あ
る
。
ひ
ろ
し
九
州
大
学
助
教
授
・
鈴
木
広
訳
編
『
都
市
化
の
社
会
学
』
（
昭
和
扣
・
９
）
は
、
欧
米
の
都
市
社
会
学
関
係
の
論
文
十
四
篇
を
え
ら
び
、
そ
れ
を
全
国
に
ま
た
が
る
十
四
名
の
研
究
者
が
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
じ
め
仁
第
一
鮒
都
市
の
概
念
と
基
礎
視
角
第
二
篇
都
市
化
の
理
論
第
三
篇
都
市
化
の
分
析
名
の
研
究
者
が
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
じ
め
仁
礒
第
四
篇
都
市
の
社
会
構
造
第
五
篇
都
市
の
社
会
計
画
ｌ
で
あ
る
．
二家族の生活の場）を中心に取りあげたものである。内
鬮
時
代
の
家
第
五
章
先
祖
の
観
念
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
清水幾太郎の『精神の離陸』（昭和仙・、）は、著者が講読しているフランスの週刊誌「フランス・オプセルヴァトウール』（のち『ヌーヴェ
ル
・
オ
プ
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ウ
ー
ル
」
と
改
題
）
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
知
っ
た
〃
ア
フ
リ
カ
事
情
〃
の
影
響
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
と
何
の
関
係
も
な
い
文
章
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
無
思
想
時
代
の
思
想
野
党
の
思
想
的
条
件
新
し
い
歴
史
観
へ
の
出
発
模
写
と
抽
象
電
子
計
算
機
ビ
ュ
ロ
ク
ラ
シ
ー
ｌ
で
あ
る
．
富
永
健
一
の
「
社
会
変
動
の
篝
ｌ
経
済
社
彙
的
研
究
』
（
昭
和
綱
．
、
）
は
、
誓
者
が
戦
後
の
二
○
年
間
に
直
面
し
た
社
会
蓋
の
震
壼
論
化
し
よ
う
と
し
たものか。著者によると、基礎理論（行動理論、社会構造論、社会変動論からなる）の研究者として本書を書いたという。内容の概略は１１序
日本女子大学学長・有賀喜左衛門の『日本の家族』（昭和㈹・８）は、全体社会の複雑な構造や性格を理解するための一つの方便として、”家〃
家
族
の
生
活
の
場
）
を
中
心
に
取
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
現
代
の
家
第
二
章
近
代
の
家
第
三
章
古
代
の
家
第
四
章
戦
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
研
究
』
（
昭
和
扣
・
６
）
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
一
八
六
四
～
’
九
二
○
）
の
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
共
同
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
科
学
方
法
論
や
宗
教
社
章
の
視
角
か
ら
、
か
れ
の
業
績
に
迫
っ
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
鑿
は
ｌ
序
第
一
宗
教
社
会
学
Ｉ
で
あ
る
．
112（35）
さ
な
だ
な
お
し
立命館大学教授・細野武函力、真田是共著「社会学入門』（昭和虹・５）は、大学ではじめて社会学をまなぶ学生のための手引きとして執筆され
たものである。新入生の教科書にたいする強い要求に応じて、教科書を出すことにしたという。本書の半分以上は、真田是の筆になるものである。
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
章
人
闘
と
社
会
第
一
章
社
会
の
篝
構
造
第
二
章
現
代
の
社
会
ｌ
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
ざ
第
一
章
社
会
学
の
研
究
対
象
と
方
法
第
二
童
社
会
学
の
系
譜
第
三
篇
古
い
社
会
と
新
し
い
社
会
第
四
章
集
団
の
諸
形
態
第
五
章
大
衆
社
会
第
六
章
禦
団
の
統
制
第
七
章
現
代
社
会
の
ア
ナ
ー
キ
「
ｌ
で
あ
る
。
西村勝彦の『現代社会学』（昭和狐・３）は、先に刊行した『現代社会学入門』（誠信書房、昭和弘・４）と、教本的には大きな差異はなく、改
訂
増
補
版
の
よ
う
で
あ
る
。
前
著
に
お
い
て
と
り
あ
げ
え
な
か
っ
た
社
会
学
上
の
重
要
な
問
題
を
加
筆
し
、
｜
つ
の
ま
と
ま
っ
た
体
系
に
整
序
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
。
高
崎
経
済
大
学
名
誉
教
授
・
北
原
金
司
の
「
社
会
の
生
成
発
展
』
（
昭
和
似
・
４
）
は
、
主
と
し
て
大
学
の
一
般
教
育
課
程
に
お
け
る
〃
社
会
学
〃
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
四
年
□
九
五
九
］
に
文
京
書
院
か
ら
上
梓
し
た
『
綜
合
社
会
学
』
（
昭
和
弘
・
６
）
が
基
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
再
刊
す
る
に
あ
た
結
論
ｌ
で
あ
る
．
成
鴎
大
学
教
授
・
安
藤
英
治
の
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
‐
バ
ー
の
研
究
ｌ
エ
ー
ト
ス
問
題
と
し
て
の
方
法
論
研
究
』
（
昭
和
㈹
．
ｕ
）
は
講
鑿
に
発
表
し
た
概
論
文
を
も
っ
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
は
、
若
き
日
に
学
ん
だ
マ
ル
ク
ス
主
義
を
め
ぐ
る
問
題
に
端
を
発
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
そ
の
研
究
歴
は
相
当
な
が
い
。
こ
と
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
問
題
は
、
日
本
社
会
の
問
題
で
あ
り
、
何
よ
り
も
著
者
自
身
の
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
精
神
構
造
お
よ
び
歴
史
意
識
と
い
っ
た
問
題
を
、
著
者
は
“
エ
ー
ト
ス
間
震
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
説
イ
デ
ァ
ル
・
一
ア
ィ
プ
ス
と
し
て
の
労
働
価
値
説
一
か
ら
五
までマックス・ウェーバーにおける「主体」の問題、「客観性」「形式的思考」「客観的可能性」｜カリスマ社会学」の意志、補論マックス・ウ
ェ
ー
バ
ー
に
お
け
る
「
合
理
性
」
へ
の
一
断
想
附
諭
歴
史
蕊
を
め
ぐ
っ
て
あ
と
が
き
Ｉ
で
あ
ゑ
武
蔵
大
学
教
授
・
久
山
満
夫
の
『
社
会
学
要
請
』
（
昭
和
ｎ
．
３
）
は
、
大
学
に
お
け
る
一
般
教
養
課
程
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
か
い
た
も
の
と
い
う
。
本
書
に
お
い
て
は
、
多
く
の
項
目
を
羅
列
し
て
、
平
板
な
解
説
に
お
わ
る
こ
と
を
さ
け
た
と
い
う
。
著
者
が
主
眼
を
お
い
た
の
は
、
な
る
べ
く
社
会
学
的
な
も
の
の
見
方
を
学
び
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
章
資
圭
義
ｌ
社
会
主
義
の
問
題
と
社
会
変
動
の
理
論
第
二
章
経
済
体
系
と
社
会
体
系
第
三
章
産
業
化
と
社
会
変
動
第
四
章
社
会
変
動
の
窯
って、内容をかなり改変し、
四
年
二
九
五
九
］
に
書
名
も
改
め
た
と
い
う
。
(36）１１１
社会学伝来琴
お
お
や
ぶ
じ
ゅ
い
ち
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
・
大
薮
寿
一
の
『
応
用
社
会
学
』
（
昭
和
但
・
９
）
は
、
お
も
に
現
代
社
会
の
現
実
的
諸
問
題
（
団
地
、
ス
ラ
ム
、
犯
罪
な
ど
）
を
と
り
あ
つ
か
い
、
応
用
社
会
学
的
研
究
ｌ
社
会
痛
撃
綴
究
ｌ
を
あ
つ
め
た
も
の
で
あ
る
．
す
で
に
諸
雑
誌
に
発
表
し
た
論
文
を
ま
と
め
て
収
録
し
て
お
り
、
好
聾
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
慧
第
一
章
間
地
第
二
童
ス
ラ
ム
・
精
神
障
害
第
三
蕊
矯
疋
第
四
欝
鱸
賀
行
動
ｌ
で
あ
る
．
安藤英治、池宮英才他訳「音楽社会学』（昭和哩・１）は、マックス・ウェーバーのＣ忌苫ミョミミミミこぎ函員（喧堕ｓ§（ｗ量菖昌信習亘ミミ冨忌を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
芸
術
社
会
学
の
一
環
と
し
て
書
か
れ
た
独
立
の
草
稿
だ
と
い
う
（
「
凡
例
」
）
。
本
書
に
お
い
て
書
名
を
「
音
楽
社
会
学
」
と
し
、
原
書
名
は
副
題
と
し
て
示
し
た
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
凡
例
緒
論
（
テ
ー
オ
ド
ー
ル
・
ク
ロ
イ
ャ
ー
｝
音
楽
社
会
学
（
音
楽
の
墓
的
社
会
学
的
基
礎
）
解
説
本
書
は
、
従
来
の
狭
い
専
門
領
域
に
と
じ
こ
も
っ
て
著
わ
し
た
社
会
学
書
と
異
な
り
、
哲
学
、
キ
リ
ス
ト
教
、
社
会
思
想
、
資
本
主
義
、
共
産
主
義
、
民
主
主
義
、
社
会
や
文
明
の
地
理
的
・
膿
史
的
方
而
の
識
成
果
な
ど
も
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
豊
撒
に
と
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
綱
未
開
社
会
の
研
究
第
一
章
未
開
社
会
と
文
化
第
二
章
社
会
人
類
学
と
社
会
学
第
三
章
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
と
文
化
人
類
学
第
四
章
西
欧
文
明
の
起
源
に
つ
い
て
の
考
古
学
的
説
明
第
五
章
未
開
人
の
文
化
と
文
明
人
の
文
明
第
二
編
現
代
文
明
社
会
の
研
究
第
一
章
集
団
主
義
的
社
会
第
二
章
個
人
主
義
的
社
会
第
三
章
現
代
の
物
質
文
明
の
諸
特
性
第
四
章
現
代
の
西
欧
文
鯛
の
諸
特
徴
第
五
章
西
洋
文
明
と
東
洋
文
明
結
論
ｌ
で
あ
ゑ
神
一
戸
大
学
教
授
・
西
村
勝
彦
の
『
社
会
体
系
論
ｌ
現
代
社
章
の
基
本
的
課
題
』
（
昭
和
蝿
・
４
）
は
、
昭
和
三
士
一
年
（
’
九
五
七
一
四
月
に
酒
藝
店
か
ら
刊
行
早稲田大学教授・井伊玄太郎の『社会学要論』（昭和ｍ
展
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
ゆ
え
に
旧
著
や
旧
論
文
の
す
べ
て
２
学、とくにユングその他）がつけ加えられているという。
日
本
大
学
教
授
・
斉
藤
正
二
の
小
著
『
社
会
学
唖
二
段
組
み
の
タ
イ
プ
印
刷
本
で
あ
る
。
本
の
大
き
」
ら
く
、
大
学
の
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
。
論
第
四
篇
経
済
社
会
学
の
理
論
ｌ
で
あ
る
．
訳
者
後
記
Ｉ
で
あ
る
．
した書の再刊である。
玄
太
郎
の
『
社
会
学
要
論
』
（
昭
和
蛆
・
２
）
は
、
戦
後
、
大
学
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
講
義
が
基
に
な
っ
て
い
て
、
ゆ
え
に
旧
著
や
旧
論
文
の
す
べ
て
の
要
点
が
こ
こ
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
新
し
い
諸
要
素
（
文
化
人
類
学
、
『
社
会
学
概
論
」
（
昭
和
哩
・
４
）
は
、
こ
ん
に
ち
珍
本
の
部
類
に
入
る
書
物
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
が
一
冊
架
蔵
し
て
い
る
。
本の大きさは、ｍｍｘ塑皿全七七頁である。本書は、内外の述作を参考にしてまとめた印象をあたえる。おそ
た
も
の
か
．
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
織
造
理
論
の
鑑
本
的
問
題
第
二
章
社
会
行
動
の
理
論
第
三
章
近
代
社
会
少
し
ず
つ
ま
と
め
、
発
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
110（37）
樺俊雄編『史的唯物論と社会学』（昭和偲・１）は、東ドイツと日本の研究者が、〃史的唯物論と社会学“といったテーマで、それぞれ五つの論
文
を
出
し
あ
っ
て
一
冊
の
書
物
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
い
わ
ば
日
本
と
東
独
の
共
同
の
刊
行
物
で
あ
る
。
こ
の
本
を
刊
行
す
る
こ
と
の
目
的
と
意
識
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
の
研
究
を
一
歩
で
も
前
進
さ
せ
る
礎
石
と
す
る
に
あ
っ
た
。
本
書
に
は
、
左
記
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
も
の
で
あ
る
。
叙
述
は
簡
潔
か
つ
明
確
を
期
し
た
と
い
う
。
剤
章
地
域
社
会
と
組
織
体
第
二
章
社
会
と
個
人
第
三
章
度
第
八
章
社
会
変
化
第
九
章
産
業
社
会
ｌ
で
あ
る
．
著者によると、最近の社会学の動向としてとくに注目される点は、〃社会構造“にその焦点がむけられてきていることだという。現実の社会は、
きわめて急速な変化をきたし、社会危機を高めている。社会学の主要課題は、じつは歴史的現実的社会構造の科学的分析とその発展法則にあらね
ばならぬという。さいきんのアメリカ社会学界の研究方針のすう勢は、社会構造にたいする”構造機能的分析〃であるという。
橋本真、野崎治男編著『現代社会学』（昭和蛆・６）‘は、大学で用いる教材として編まれたものである。現代社会を社会学的に解明することに
中心的な目標をおいたものという（｜はしがき」）。同志社、立命館大学の教養課程で社会学の講義を担当している八名の研究者が、分担執筆して
い
る
。
内
容
の
概
略
は
’
’
第
一
章
人
間
と
社
会
第
二
章
社
会
学
の
性
格
と
研
究
法
第
三
章
家
族
と
地
域
社
会
第
四
章
階
級
・
国
家
・
民
族
第
五
章
組
織
化
第
六
蘆
大
衆
化
第
七
章
護
と
病
理
第
八
章
現
代
社
会
の
展
開
ｌ
で
あ
る
．
さ
く
た
京都大学教授・作田啓一の『恥の文化再考』（昭和⑫・９）は、既発表の論文十一篇を収録して一書としたものである。本書は評論集だという。
ぜ
ん
た
い
の
竈
は
日
本
社
会
論
と
大
衆
社
会
論
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
恥
と
孤
独
罪
と
救
艤
知
識
と
社
会
付
議
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
。
は
じ
〃恥“とはなにか。漢和・国語辞典の定義によると、それは〃はじる心“とか世間にたいして面目や名誉を失う》」とを意味している。著者によ
ると、恥は現実の、あるいは想像上の他人の注視のもとで経験されるという。かつてアメリカの女流人類学者ルース・フルトン・ベネディクト
（一八八七～’九四八）は「菊と刀』二九四六年）を出版し、西欧と日本の文化圏を特徴づけている基本的テーマについて語り、西欧は内面的な
〃罪の文化”、日本は外面的な〃恥の文化“によって貫かれている、といったが、この対照図式はだいぶ物議をかもしたようである。
き
た
き
ゅ
う
い
ら
明
治
大
学
教
授
・
北
久
一
の
『
社
会
学
基
礎
教
科
書
』
（
昭
和
娼
・
１
）
は
、
十
三
余
年
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
て
き
た
社
会
学
の
講
義
案
（
予
稿
）
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
叙
述
は
簡
潔
か
つ
明
確
を
期
し
た
と
い
う
。
社
会
学
の
基
礎
概
念
は
、
本
書
一
冊
を
よ
め
ば
お
よ
そ
得
ら
れ
る
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
１
１
序
第
一
章
地
域
社
会
と
組
織
体
第
二
章
社
会
と
個
人
第
三
章
社
会
集
団
第
四
章
群
集
と
公
衆
第
五
章
社
会
階
級
第
六
章
社
会
過
程
第
七
章
社
会
制
(38）１０９
社会学伝来考
松
島
蓬
中
野
卓
共
譽
『
日
本
社
会
甕
論
」
（
昭
和
鯛
・
５
）
は
、
概
説
書
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
日
本
社
会
の
現
実
の
姿
１
日
木
の
社
会
鑿
の
特
質
な
ど
ｌ
を
、
家
族
・
村
落
・
経
営
体
・
労
働
雲
な
ど
の
霞
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
た
書
で
あ
る
．
内
容
の
鑿
は
’
第
一
章
鬘
と
世
帯
第
二
章
家
と
基
礎
的
な
家
連
合
第
三
章
村
落
に
お
け
る
各
種
の
家
連
合
第
四
章
村
落
の
統
合
と
そ
の
再
編
第
五
章
近
代
社
会
に
お
け
る
経
営
体
第
六
章
経
営
体
の
日
本
的
特
質
第
七
章
階
級
・
労
働
組
合
の
日
本
的
特
質
補
論
社
会
学
の
歩
み
と
課
題
１
１
で
あ
る
。
杉
之
原
寿
一
編
『
現
代
批
判
の
社
会
学
』
（
昭
和
偲
・
５
）
は
、
こ
ん
に
ち
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
学
に
抗
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
適
用
し
て
、
わ
が
国
の
社
会
的
現
実
内
容
の
蕊
は
’
第
｜
章
社
会
学
の
学
問
的
繕
第
二
章
社
会
学
の
蕊
礎
概
念
第
三
章
社
会
集
団
の
理
論
第
四
章
濃
社
会
へ
の
理
論
第
五
議
撒
会
総
造
の
理
論
第
六
章
社
会
意
識
の
理
論
第
七
章
社
会
変
動
の
理
論
ｌ
で
あ
る
．
二
宮
哲
雄
、
光
川
晴
之
編
著
「
現
代
社
会
分
析
の
視
点
社
会
学
へ
の
招
待
』
（
昭
和
⑬
・
４
）
は
、
大
学
に
お
け
る
社
会
学
講
義
の
参
考
譜
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
「
社
会
学
が
創
ら
れ
て
い
る
作
業
場
へ
招
待
し
よ
う
。
こ
れ
が
本
書
が
編
ま
れ
た
意
図
で
あ
る
」
（
「
は
し
が
き
」
）
と
い
う
。
執
筆
に
さ
い
し
て
平
易
を
心
が
け
、
難
解
な
表
現
を
さ
け
た
と
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
Ｉ
社
会
過
穏
Ⅱ
産
業
・
技
術
Ⅲ
階
級
・
支
配
Ⅳ
護
社
会
Ｖ
襄
・
鑿
Ⅵ
社
会
調
査
Ｉ
静
岡
大
学
助
教
授
・
八
木
正
の
『
社
会
学
の
理
論
』
（
昭
和
妃
・
４
）
は
、
社
会
学
概
論
と
し
て
目
論
ま
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
類
書
と
異
な
る
若
干
の
特
色
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。
本
書
は
、
社
会
学
理
論
ぜ
ん
た
い
の
特
質
を
解
明
し
た
も
の
か
。
原
典
そ
の
も
の
に
語
ら
せ
、
そ
れ
に
若
干
の
批
判
的
見
解
を
く
わ
え
た
も
である。
のか。
マ
ル
ク
ス
主
義
と
ド
イ
ツ
社
会
学
…
…
…
…
樺
俊
雄
社
会
学
理
論
と
具
体
的
事
実
調
査
…
…
…
…
…
…
…
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
し
ん
ご
科学・技術革命の理論…………・・・……芝田進午
社
会
学
と
経
験
主
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ハ
イ
デ
ン
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
空
想
的
社
会
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
…
…
…
田
中
清
助
階
級
の
状
態
』
と
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
の
…
…
…
フ
ォ
ル
ス
ト
・
ウ
ル
リ
ヒ
基
礎
づ
け
唯
物
論
と
社
会
心
理
…
…
…
：
。
…
…
…
…
…
古
在
由
重
社
会
主
義
的
労
働
の
社
会
学
の
た
め
の
覚
え
書
…
…
ラ
イ
ナ
ー
・
テ
ィ
ー
ル
青少年問題の社会学的研究における成果……ヴアルタ１．フリードリヒ
日本における俸給生活者の状態・・・・・・・・・松成義衝
と
問
題
に
つ
い
て
108（39）
会
学
の
動
向
Ⅳ
社
会
学
と
社
会
調
査
ｌ
で
あ
る
．
大
道
安
次
郎
の
『
日
本
社
会
学
の
形
成
九
人
の
開
一
社会学の発展は、急速であるという。それゆえ、社会学を学んだり、研究する者は、みずから努力することを強いられる。かつて学校で教えら
れた社会学は、もはや時代おくれである。一年かかって、コントがどう、スペンサーがどう、テンニースのゲマインシャフトとゲゼルシャフトが
どうのということだけを講義していた社会学は、もはや石器時代の社会学だという。
いま大学で社会学を学んでいる者は、社会学にたいするじぶんの関心や期待が満たされているだろうか。教育体制そのものも、現代社会学の多
様
な
研
究
分
野
を
カ
バ
ー
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
’
現
代
社
会
学
の
方
法
と
理
論
Ⅱ
社
会
学
の
諸
分
野
Ⅲ
現
代
社
その生い立ちと学説を論じたものである。すなわち、
術にたいして関心や期待や要求を高めているからである。
内
容
の
概
略
は
－
－
序
第
一
部
社
会
科
学
に
お
け
る
場
の
理
論
と
現
代
社
会
学
第
二
部
近
代
史
的
背
景
か
ら
現
代
社
会
の
諸
問
題
へ
ｌ
で
あ
る
．
じ
ょ
う
じ
は
る
お
綿貫譲治、松原治男共編『社会学研究入門』（昭和姻・６）は、社会学にたいする外からの関心や期待や要求に応えるために、また大学や大学
院で社会学をまなんでいる人びと、隣接分野の研究者のために刊行されたものである。十二名の研究者が各章を分担執筆している。
社
会
学
は
、
日
本
に
お
い
て
、
こ
こ
二
○
年
ほ
ど
の
間
に
ひ
じ
ょ
う
に
発
展
し
、
こ
れ
か
ら
も
確
実
に
発
展
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。
社
会
学
に
た
い
し
て
外
か
ら
の
関
心
や
期
待
や
要
求
が
ひ
じ
ょ
う
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
わ
け
は
、
高
度
産
業
社
会
と
し
て
の
い
ま
の
日
本
社
会
の
特
性
が
、
的
確
な
社
会
認
識
や
高
度
の
社
会
技
を
分
杭
解
明
す
る
こ
と
に
力
点
を
瞳
い
た
霧
で
あ
る
。
十
名
の
執
筆
者
が
、
薑
を
分
担
し
て
い
る
。
内
容
の
概
略
は
’
第
一
章
社
会
諄
究
の
蜜
と
鑿
第
二
章
現
代
の
社
会
と
階
級
第
三
章
と
第
四
章
現
代
日
本
の
労
働
者
、
農
漁
民
、
都
市
自
営
業
者
第
五
章
現
代
日
本
の
都
市
と
農
村
第
六
章
現
代
日
本
の
虚
偽
意
識
と
文
化
第
七
章
現
代
日
本
の
社
会
体
制
第
八
章
社
会
変
動
と
社
会
変
革
１
１
で
あ
る
。
め
ぐ
り
ま
さ
た
み
大阪経済大学篝・巡政鳧の『場の哲学と現代社会学ｌ哲学・教育学から社会学へ」（昭和姻・６）は、昭和三士年（’九五六）に刊行し
た『デューイ研究・以後』と称せられるべきものという。著者はジョン・デューイ（一八五九～一九五二、アメリカの哲学・教育学者）の哲学や
教育学をまなぶことから研究生活に入り、ついで社会学に足をふみ入れ、そこから更に社会科学全般を基礎づける根本理論に関心が移っていった
よ》っである。
九
人
の
開
拓
者
た
ち
』
（
昭
和
偲
・
６
）
は
、
わ
が
国
の
社
会
学
の
発
展
に
尽
し
た
代
表
的
な
社
会
学
者
九
名
を
と
り
あ
げ
、
(40）１０７
社会学伝来考
安
藤
喜
久
雄
、
中
本
博
通
他
著
「
社
会
学
講
義
』
（
昭
和
“
。
ｕ
）
は
、
大
学
の
社
会
学
が
高
等
学
校
の
〃
社
会
科
“
と
断
絶
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
校
の
学
習
成
果
と
の
つ
な
が
り
を
配
慮
し
つ
つ
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
．
本
書
は
、
八
名
の
執
筆
者
か
ら
成
る
合
著
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
Ｉ
第
一
章
社
会
学
と
は
何
か
第
二
章
社
会
学
・
社
会
理
想
の
展
開
第
三
章
社
会
関
係
の
基
礎
第
四
章
集
団
と
社
会
第
五
章
文
化
と
社
会
第
六
章
現
代
社
会
の
分
析
視
角
第
七
章
個
人
と
ある。 田中
清
助
訳
『
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
学
第
三
分
冊
（
社
会
調
査
の
諸
問
題
）
』
（
昭
和
蛆
・
９
）
は
、
ゲ
・
ヴ
ェ
・
オ
シ
ー
ポ
フ
編
の
大
冊
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に第一分冊（方法論）、第二分冊（階級・労働）が昭和四十二年（一九六七）秋に刊行されている。原書は二巻であるが、邦訳では一一一分冊にした
という。本書は、ソ連邦における社会学研究を総括し、広範囲にわたる領域を鳥撤したものである。
三崎敦、千原英之進共著『社会学概論』（昭和“・４）は、社会学の〃生きた入門書〃として刊行されたものである。が、昭和一一一十一一一年（一九
か
が
り
ぴ
五
八
）
四
月
に
発
行
さ
れ
た
『
社
会
学
新
講
』
（
篝
火
書
院
）
の
改
訂
版
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
鑿
第
一
章
人
間
と
社
会
第
二
鑿
社
会
集
団
第
三
鬘
家
族
第
四
章
近
代
社
会
第
五
章
国
際
社
会
第
六
章
大
衆
社
会
第
七
章
世
論
第
八
章
社
会
学
略
史
ｌ
で
あ
る
。
こ
う
け
ん
関東学院大学教授・佐々木交賢編『社会学の基礎』（昭和“・ＦＤ）は、一般むけの概説書と専門書の中間をいくものか。本書は、社会学の基礎
的
な
問
題
の
ほ
と
ん
ど
を
取
り
あ
げ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
も
単
な
る
入
門
書
、
解
説
書
で
は
な
い
と
い
い
、
各
執
筆
者
が
日
ご
ろ
抱
い
て
い
る
研
究
上
の
問
題
な
ど
も
も
り込まれている、とある（「はしがき」）。十名の研究者が各章を分担している。
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
章
第
一
章
個
人
と
社
会
第
二
章
社
会
の
徽
造
第
三
章
文
化
と
社
会
第
四
蘆
社
会
変
動
第
五
章
現
代
社
会
の
鋤
向
ｌ
で
帆
足
万
里
二
七
七
八
～
’
八
五
二
）
加
藤
弘
之
（
一
八
三
六
～
’
九
一
六
）
建
部
遮
吾
二
八
七
一
～
一
九
四
五
）
米
田
圧
太
郎
（
一
八
七
三
～
一
九
四
五
）
高
田
保
馬
（
一
八
八
三
～
一
九
七
二
）
西
周
二
八
二
八
～
’
八
九
七
）
外
山
正
一
二
八
四
八
～
一
九
○
○
）
遠
藤
隆
吉
二
八
七
四
～
’
九
四
六
）
戸
田
貞
三
（
一
八
八
七
～
一
九
五
五
）
106（41）
ス
社
会
学
の
現
状
と
展
望
第
二
章
フ
ラ
ン
五
編
社
会
変
動
の
問
題
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
し
ゅ
ん
大阪大学助教授・井上俊の『死にがいの一
鈴
木
幸
寿
編
『
社
会
学
史
』
（
昭
和
⑪
・
１
）
は
、
従
来
の
社
会
学
史
が
と
っ
た
〃
通
史
的
〃
な
か
た
ち
を
と
ら
ず
、
問
題
史
的
ま
た
は
専
門
分
野
ご
と
の
構
成
を
と
っ
た
書
物
で
あ
る
．
十
四
名
の
執
筆
者
が
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
項
目
（
章
）
を
担
当
し
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
部
社
会
学
論
第
一
章
社
会
学
史
へ
の
要
請
第
二
章
社
会
学
の
成
立
と
展
開
第
三
章
近
代
社
会
学
第
四
章
社
会
学
の
分
化
と
統
合
第
五
章
現
代
社
会
学
第
六
章
地
域
社
会
学
農
村
社
会
学
都
市
社
会
学
第
七
章
家
族
社
会
学
第
八
章
産
業
社
会
学
第
九
章
文
化
社
会
学
第
十
章
社
会
意
識
と
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
「
シ
ョ
ン
ー
で
あ
る
．
た
が
し
野
口
隆
の
『
一
般
社
会
学
の
諸
問
題
』
（
昭
和
灯
・
４
）
は
、
一
般
社
会
学
の
基
本
的
問
題
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
ほ
ぼ
含
ん
で
お
り
、
一
般
社
会
学
と
し
て
の
一
応
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
．
本
醤
の
特
徴
を
一
口
で
い
う
こ
と
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
第
一
編
社
会
学
史
の
問
題
第
一
章
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
現
状
と
展
望
第
二
章
フ
ラ
ン
ス
村
落
共
同
研
究
の
動
向
第
二
編
社
会
学
の
対
象
と
方
法
の
問
題
第
三
編
社
会
類
型
と
社
会
榊
造
の
問
題
第
四
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
会
学
の
発
展
ｌ
で
あ
る
．
慶応義塾大学教授・横山寧夫の『社会学史概説』（昭和妬・９）は、十九世紀における綜合社会学の成立や、ドイツ・フランス・アメリカ・日
本
に
つ
い
て
の
社
会
学
発
達
史
の
概
略
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
い
か
な
る
科
学
と
い
え
ど
も
、
い
ま
の
理
論
状
況
を
正
し
く
理
解
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
ま
ま
で
に
つ
み
重
ね
ら
れ
た
学
説
の
歴
史
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
第
一
章
社
会
学
前
史
第
二
章
初
期
綜
合
社
会
学
の
成
立
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
社
大
衆
化
・
疎
外
・
ア
ノ
ミ
ー
終
章
ｌ
で
あ
る
．
早稲田大学教授・牧野巽の『社会的教育論」（昭和妬・６）は、”教育”を社会現象の一種とみる、いわゆる教育社会学に関する論著である。内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
部
教
育
社
会
学
の
性
格
第
二
部
地
域
社
会
教
育
論
第
三
部
学
校
教
育
論
あ
と
が
き
ｌ
で
あ
る
．
す
さ
と
早稲田大学教授・寿里茂の『現代の社会学』（昭和妬・６）は、社会学の入門書への一つの試みとして響かれたものという。筆を起して一二年の
歳
月
を
へ
て
よ
う
や
く
脱
稿
し
た
と
い
う
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
序
章
第
一
章
基
本
的
概
念
第
二
章
社
会
的
性
格
榊
造
第
三
章
第
一
次
集
団
の
世
界
第
四
章
社
会
の
近
代
化
第
五
章
階
層
・
階
級
・
社
会
的
移
動
第
六
章
と
第
七
章
現
代
社
会
の
諸
階
層
㈹
口
第
八
章
組
織
の
時
代
第
九
章
社
会
第
八
章
社
会
学
と
社
会
科
教
育
Ｉ
で
あ
る
。
『死にがいの喪失』
（昭和蛆・４）は、おりおりに諸雑誌に発表してきた評論やエッセイをまとめ一書としたもので
(42）１０５
社会学伝来考
せ
ら
て
る
し
ろ
う
東北大学教授・世良晃志郎の『法社会学」（昭和⑲・９）は、マックス・ウェーバーの一惠蔓愚舂ミョミミロ屡昌旨吝ミョ』⑦「ミミゴ葛（骨ミミ罵言員§
の局ミ信忌｛旨津の》『のご苞｛の『｛の少昌眉の》ウの⑫。『雲くＣご」ｃ冨目Ｃ匹乏一員六⑦一日目Ｐの（巨一①［］目⑪彊一）の》」臼』》頃乏の｜【⑦『弓の一一》【昌一［⑦一円（の．］臣‐］屋）自二昏已（⑦一言
（
：
召
白
璽
）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
『
経
済
と
社
会
」
第
二
部
第
一
章
と
第
七
章
の
す
べ
て
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
’
第
二
部
経
済
と
社
会
的
・
諸
秩
序
お
よ
び
諸
力
第
一
章
経
済
と
社
会
的
諸
秩
序
第
七
章
法
社
会
学
ｌ
で
あ
る
．
橘
本
真
、
野
崎
治
男
共
編
『
現
代
社
会
学
改
訂
版
』
（
昭
和
訓
・
４
）
は
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
六
月
に
刊
行
し
た
『
現
代
社
会
学
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
の
増
補
改
訂
版
で
あ
る
。
現
代
社
会
が
い
ち
じ
る
し
く
変
化
発
展
し
、
社
会
学
の
研
究
に
も
新
し
い
考
え
が
出
て
き
た
た
め
に
、
全
面
的
に
内
容
を
改
変
す
る
必
要
が
生
じ
論
制
度
形
成
と
社
会
計
画
付
論
ｌ
で
あ
る
．
日
本
大
学
教
授
・
馬
場
明
男
の
『
増
訂
社
会
）
補
改
訂
版
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
今
回
は
誤
一
内
容
の
概
略
は
ｌ
序
論
（
人
間
・
家
族
・
社
会
）
Ｉ
家
族
と
は
何
か
２
作
業
仮
説
と
し
て
の
概
念
規
定
の
試
み
３
家
族
に
お
け
る
経
済
と
性
Ⅱ
家
族
変
動
の
諸
側
面
Ⅲ
家
族
の
国
際
比
較
Ⅳ
家
族
の
未
来
像
Ｖ
文
献
研
究
ｌ
で
あ
る
．
た
け
し
稲
上
毅
の
『
現
代
社
会
学
と
歴
史
意
識
」
（
昭
和
蛆
。
ｕ
）
は
、
こ
の
一
二
ヵ
年
の
う
ち
に
諸
雑
誌
に
発
表
し
て
き
た
論
文
を
中
心
に
一
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
著
者
が
長
年
研
究
し
て
た
く
わ
え
た
深
い
知
識
と
犀
利
な
考
察
の
結
品
で
あ
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
第
一
部
方
法
意
鰄
と
歴
史
愈
鰄
第
一
蟻
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
歴
史
意
識
第
二
章
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
「
理
念
型
」
批
判
第
二
部
社
会
計
画
（
制
度
形
成
論
）
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
媒
介
原
理
」
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
う
。
あ
る
。
い
ず
れ
も
社
会
学
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
る
。
内
容
の
概
略
あ
そ
び
Ⅲ
愛
と
性
Ⅳ
大
衆
文
化
と
大
衆
社
会
ｌ
で
あ
る
．
たという。
》つ。 青
井
和
夫
、
増
田
光
吉
共
編
『
家
族
変
動
の
社
会
学
』
（
昭
和
姐
・
６
）
は
、
第
三
回
〃
家
族
社
会
学
セ
ミ
ナ
ー
“
（
昭
和
四
十
五
年
〔
一
九
七
○
〕
、
大
津
で
開
催
、
テ
ーマは「家族の国際比較のために」）と第四回同セミナー（昭和四十六年〔一九七一〕、八王寺で開催、テーマは「社会変動と家族」）の研究成果
訂
社
会
学
概
論
」
（
昭
和
⑲
・
３
）
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
四
月
、
時
潮
社
か
ら
出
版
し
た
『
社
会
学
概
論
」
の
増
今
回
は
誤
字
を
修
正
し
、
最
近
の
研
究
「
参
加
の
社
会
学
」
（
大
道
安
次
郎
博
士
の
記
念
論
文
集
に
寄
せ
た
も
の
）
を
加
え
た
と
い
内
容
の
概
略
は
１
１
１
若
者
「
死
に
が
い
」
の
喪
失
若
者
た
ち
の
反
エ
タ
テ
ィ
ス
ム
離
脱
の
文
化
Ⅱ
104（43）
戦
後
六
十
余
年
の
あ
い
だ
に
刊
行
さ
れ
た
社
会
科
学
の
文
献
は
、
相
当
な
数
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
か
ら
同
五
十
年
代
初
頭
ま
で
の
あ
い
だ
に
出
版
さ
れ
た
社
会
科
学
（１）
書は約七○○冊である。とくに社会学書にかぎってい』えば、戦後、社会学が急にもてはやされ、小学校から大学まで社会科または社会学が設けら
れるようになると、適当な参考書や教科書にたいする需要が急に高まった。
出
版
社
は
、
一
時
の
急
に
応
ぜ
ん
と
、
社
会
学
に
つ
な
が
り
の
あ
る
著
者
や
そ
れ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
者
に
ま
で
声
を
か
け
、
と
き
に
か
れ
ら
を
せ
き
立
て
て
、
「
…
…
要綱」、「……発端」、「……新論」、「……の根本問題」、「……ノート」、「……新講」、「……講話」、「……講義」、「……概論」、「……課題」、「……の
展開」、「……批判」、「：…・入門」、「……構想」、「……大意」、「……通論」、「・・・…概説」、「……基礎」、「……構造」、といったようなタイトルをも
Ⅲ
護
生
活
の
諸
相
Ⅳ
社
会
学
と
社
会
計
画
ｌ
で
あ
る
．
ま
こ
と
徳
永
恂
編
箸
『
現
代
哲
学
選
書
９
社
会
の
哲
学
』
（
昭
和
釦
・
９
）
は
、
哲
学
の
う
ち
で
〃
社
会
“
が
ど
う
問
題
に
さ
れ
、
あ
る
い
は
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
を
問
う
た
書
物
の
よ
う
だ
．
十
一
名
の
哲
学
の
専
門
家
が
、
各
章
を
分
担
執
筆
し
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
第
一
部
古
代
第
一
章
ポ
リ
ス
的
存
在
と
し
て
の
人
間
第
二
部
近
世
第
二
章
清
教
徒
革
命
と
ホ
ッ
ブ
ズ
第
三
章
デ
カ
ル
ト
と
大
陸
合
理
論
第
四
章
パ
ス
カ
ル
と
一
八
世
紀
第
三
部
近
代
第
五
章
ド
イ
ツ
観
念
論
の
社
会
哲
学
第
六
章
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
お
け
る
「
私
」
と
「
汝
」
第
四
部
近
代
か
ら
現
代
へ
第
七
章
若
き
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
思
想
と
現
実
第
八
章
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
市
民
社
会
の
文
化
の
批
判
第
九
章
現
象
学
に
お
け
る
相
互
主
観
性
の
理
論
第
十
章
サ
ル
ト
ル
の
集
団
論
第
十
一
章
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
と
現
代
思
想
Ｉ
で
あ
る
．
長谷川輝夫訳『社会学別語』（昭和別・４）は、ジャン・ゴルファン］①目の。屋二（生没年不詳）箸を反訳したものである。著者は五○語をもって、
社会学をめぐる諸問題についてできるだけ、完全な概念をあたえることに努めたという。本書は、いうなれば、社会学に関する主要な事項、たと
えば”階級〃〃革命〃〃家族〃〃価値“〃機能〃〃個人“〃集団〃といった字句を説明している。これは辞書であり、読み物でもある。
関清秀編著『基礎社会学家族・人ロ・地域生活の諸相』（昭和釦・４）は、社会学の基本的課題である個人と社会の問題や家族・地域社会・
人
口
の
三
者
を
取
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
．
六
名
の
研
究
者
が
分
担
執
筆
し
て
い
る
．
内
容
の
概
略
は
ｌ
は
し
が
き
‐
個
人
と
社
会
Ⅱ
家
族
生
活
の
諸
相
戦
後
の
社
会
科
学
系
文
献
の
刊
行
状
況
(44）１０３
社会学伝来考
急
な
需
要
に
応
じ
た
著
書
の
す
べ
て
が
書
き
下
ろ
し
の
新
版
で
は
な
く
、
旧
著
の
改
訂
版
や
復
刻
版
も
す
ぐ
な
か
ら
ず
み
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
年
代
初
頭
ま
で
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
つ
づ
く
が
、
そ
の
後
は
、
単
著
ま
た
は
研
究
者
仲
間
、
学
会
中
心
に
編
ま
れ
た
概
説
書
・
入
門
書
・
教
科
書
。
｜
般
教
養
書
な
ど
の
出
版
物
の
刊
行
が
つ
づ
く
。
ま
た
海
外
社
会
学
ｌ
た
と
え
ば
、
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ル
・
ボ
ン
、
モ
ー
ガ
ン
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
（
し
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
ィ
ム
、
Ａ
・
キ
ュ
ヴ
ィ
リ
エ
、
テ
ン
ニ
ー
ス
、
Ｈ
・
オ
ー
ダ
ム
、
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
、
レ
ー
モ
ン
・
ア
ロ
ン
、
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
、
Ｗ
・
ス
タ
ー
ク
、
Ｓ
・
ラ
ン
ッ
フ
ー
ト
等
の
著
作
が
翻
訳
さ
れ
た
。
（２）
れ
に
反
抗
す
る
気
力
や
実
力
を
も
つ
日
本
人
は
い
な
か
っ
た
。
空
襲
に
よ
り
、
日
本
国
内
の
主
要
な
都
市
は
焦
土
と
化
し
、
多
く
の
何
の
罪
も
な
い
国
民
の
家
屋
と
財
産
と
命
は
、
仮
借
な
く
う
ば
わ
れ
た
。
軍
国
主
義
の
治
政
下
、
い
つ
ば
ん
国
民
は
、
自
由
主
義
的
な
発
想
や
批
判
は
ゆ
る
さ
れ
ず
、
天
皇
が
統
治
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
国
家
に
ひ
た
す
ら
忠
誠
を
つ
く
す
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
天
皇
制
絶
対
主
義
の
も
と
で
は
、
研
究
の
自
由
は
な
く
、
な
ん
で
も
発
表
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
だ
れ
も
が
法
に
抵
触
す
る
こ
と
を
怖
れ
、
統
制
の
わ
く
内
で
ひ
っ
そ
り
と
研
究
活
動
を
お
こ
な
い
、
不
徹
底
な
研
究
態
度
を
と
り
つ
づ
け
た
。
だ
れ
も
が
国
策
に
順
応
し
て
生
き
て
ゆ
く
し
か
な
く
、
そ
れ
に
批
判
の
眼
を
む
け
た
り
、
批
判
の
こ
と
ば
を
発
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
れ
も
が
口
を
つ
ぐ
み
、
微
温
的
な
環
境
の
中
で
静
か
に
く
ら
す
し
か
な
か
っ
た
。
と
く
に
戦
前
の
わ
が
国
の
社
会
科
学
研
究
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
た
も
の
は
、
絶
対
主
義
的
天
皇
制
と
治
安
維
持
法
で
あ
り
、
す
べ
て
の
科
学
的
思
考
と
発
表
は
天
皇
制
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
に
差
し
か
か
る
と
中
止
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
考
え
を
深
め
、
研
究
を
発
表
し
て
も
法
に
ふ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
学
者
は
考
え
る
こ
と
を
や
め
たへ
ｏ３
－げ
つ出版物を刊行した。
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
は
、
天
皇
の
名
に
お
い
て
、
無
謀
な
大
東
亜
（
太
平
洋
）
戦
争
を
は
じ
め
、
こ
の
み
ぞ
う
の
大
戦
を
三
年
八
ヵ
月
戦
っ
た
結
果
、
〃
敗
戦
“
と
い
った冷厳な事実とむきあった。開戦時、日本国民は「目かくししたままで断崖のうえから戦争の淵につきおとされた」。恥しいことに、当時、こ
総
観
昭
和
後
期
（
終
戦
か
ら
平
成
期
ま
で
）
の
日
本
社
会
学
界
。
天
皇
を
中
心
と
す
る
軍
国
主
義
体
制
は
、
昭
和
二
十
年
二
九
四
五
）
八
月
十
五
日
の
終
戦
と
と
も
に
く
ず
れ
だ
し
、
わ
が
国
は
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
が
押
し
つ
け
る
民
主
＊
1
Ｊ１０２（45）
わ
が
鬮
の
大
学
教
育
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月
ｌ
新
制
大
学
の
発
足
と
と
も
に
大
き
く
姿
を
変
え
る
の
で
あ
る
・
大
学
や
短
期
大
学
の
数
や
学
生
数
は
そ
の
後
飛
躍
的
に
ふ
え
て
ゆ
く
。
新
し
い
制
度
の
も
と
で
、
社
会
学
は
教
科
と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
れ
を
教
え
る
教
師
も
講
座
も
大
幅
に
ふ
え
て
ゆ
く
。
社
会
学
を
専
門
と
（５）
する学者は、戦後十年ほどのあいだに一二○○名以上にまでふくれあがる。ちなみに、終戦の年（昭和卯）の東京帝大と日本大学、立正大学の各社
会
学
科
の
担
当
教
員
数
・
学
生
定
員
・
学
生
総
数
を
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
わ
が
国
の
社
会
学
は
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
と
深
い
交
渉
を
も
つ
に
い
た
り
、
徐
々
に
そ
の
相
貌
を
変
え
て
ゆ
く
。
わ
が
国
の
社
会
学
徒
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
注
意
を
むけるようになり、やがてその導入に力を注ぐようになる。戦後の日本社会は、大きな変容をとげ、研究者のテーマや学会活動もじつに多様化、
専門分化するのである。戦後社会学の顕著な傾向は、個人研究に代わって〃共同研究〃が盛んになったことである。ともあれ研究や教育活動の中
心
は
、
何
ん
と
い
っ
て
も
大
学
で
あ
る
。
●ようになった。
主義体制へと移行してゆくのだが、戦前のわが国の旧社会学は、敗戦を機に面目を一新するのである。しかし、旧制度のわが国の社会学は、日本
の再建に有効適切な助言をあたえるどころか、新国家の建設にたいしても、いささかの貢献もしなかったのである。
（４）
敗戦を機にわが国の社会学の地位と研究環境は、一変する。戦前、社△呑学は文学部哲学科の一分科にすぎなかったが、全国の官公私立の各大学
において独立的一講座としての地位をあたえられた。従来、世間の社会学にたいする観方は、危険な学問、赤化思想をひろめ、革命を助長するも
のであった。が、民主革命が進行してゆくにつれて、世間の認識にも変化がみられるようになり、やがて社会の脚光を浴びるようになった。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
旧
制
度
の
こ
ろ
の
修
身
・
公
民
科
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
〃
社
会
科
“
が
誕
生
し
、
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
に
い
た
る
ま
で
教
え
ら
れ
る
（日本大学社会学科）
教員……二
（東京帝大社会学科）
教員…・・・四
学
生
総
数
…
…
八
六
（昭和焔～昭和卯までの間入学したもの）
学
生
定
員
…
…
？
学
生
定
員
…
…
六
○
(46）１０１
社会学伝来考
また旧制から新制に移行する昭和二十三年二九四八）度と同二十四年（一九四九）一月の官立と私立大学の社会学の講義担当者名と講義題目
をしるすと、つぎのようになる。
（立正大学社会学科）
教員……一
学
生
総
数
…
…
一
二
（昭和肥～昭和卯までの間に入学したもの）
学
生
総
数
…
…
一
八
八
（昭和Ⅳ～昭和卯までの間に入学したもの）
東
京
文
理
科
大
学
京
都
大
学
東
京
大
学
北
海
道
大
学
大
学
名
雪 学
生
定
員
…
…
？
教教講講助助教助教
教教教
授授師師授授授授授
担 注・『文部省第七十三年報ｌ昭和二十年度』より。
鈴
木
柴
太
郎
関
清
秀
林
恵
海
尾
高
邦
雄
福
武
直
黒
川
純
一
有
賀
喜
左
衡
門
岡
田
謙
臼
井
二
尚
昭
和
二
十
三
年
二
九
四
八
）
度
講
義
一
覧
氏 当
名 者
社
会
学
概
論
・
祖
国
と
民
族
・
社
会
学
演
習
社
会
学
概
論
・
社
会
学
演
習
・
村
落
の
研
究
社
会
調
査
と
社
会
設
計
社
会
学
概
論
・
社
会
学
演
習
・
農
地
相
統
制
と
人
口
移
動
社
会
学
史
・
社
会
学
演
習
社
会
学
研
究
法
・
社
会
学
演
習
集
団
社
会
学
社
会
学
演
習
識
義
題
目
100（47）
､）
関
西
学
院
大
学
高
野
山
大
学
関
西
大
学
同
志
社
大
学
慶
応
義
塾
大
学
日
本
大
学
早
稲
田
大
学
大
正
大
学
立
正
大
学
九
州
大
学
広
島
文
理
科
大
学
教教教教教教教教
授授授授授授授授
教教教教教
授授授授授
教
授
喜
多
野
清
一
講
師
秋
葉
隆
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
教
授
久
保
田
正
文
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
講
師
樫
原
信
岩
崎
卯
大
道
安
次
郎
馬
場
明
男
竹
中
勝
男
奥
井
復
太
郎
渡
利
彌
生
新
館
正
国
米
山
桂
松
田
治
一
郎
川
又
昇
武
田
良
三
星
野
英
俊
長
谷
川
良
作
中
井
虎
姫
岡
動
社
会
学
概
論
・
社
会
思
想
・
宗
教
社
会
学
社
会
学
概
論
・
社
会
学
史
・
社
会
学
演
習
社
会
学
・
社
会
学
特
殊
研
究
（
法
学
部
）
社会学（経済学部）
社
会
学
概
論
・
教
育
社
会
学
（
文
学
部
）
社
会
学
研
究
社
会
学
研
究
社
会
学
・
社
会
学
史
・
社
会
学
研
究
・
社
会
学
演
習
社
会
学
各
論
社
会
学
概
論
社
会
学
概
論
・
社
会
学
史
・
社
会
問
題
・
社
会
事
業
・
統
計
学
農
村
社
会
学
・
統
計
演
習
・
社
会
学
演
習
社
会
学
演
習
社
会
学
概
論
家
族
の
理
論
社
会
学
の
諸
問
題
(48）９９
社会学伝来考
電
気
通
信
大
学
東
京
水
産
大
学
東
京
学
芸
大
学
東
京
教
育
大
学
東
京
大
学
秋
田
大
学
東
北
学
院
大
学
福
島
大
学
茨
城
大
学
北
海
道
大
学
大
学
名
■｜職名。教調講助講教教助助助教教教助教教助講助教教 教 教授師師授師授授授授授授授授授授授授師授授
担
鈴
木
柴
太
郎
関
清
秀
高
橋
長
蔵
家
坂
和
之
す
す
む
伊
藤
迪
伊
豆
山
善
太
郎
古
田
仁
林
恵
海
黒
川
純
一
牧
野
巽
尾
高
邦
雄
福
武
直
日
高
六
郎
岡
田
謙
有
賀
喜
左
衝
門
中
野
卓
清
水
義
弘
木
原
健
太
郎
天
沢
不
二
郎
安
西
文
夫
氏 当 昭
和
二
十
四
年
二
九
四
九
）
度
講
義
一
覧
者名
社
会
学
概
論
・
村
落
の
研
究
社会設計・○○ヨョ目どの研究
社
会
学
概
論
社
会
学
概
論
社
会
科
学
概
論
社会学（教育学部）
社会学（文理学部）
社
会
学
概
論
・
人
口
社
会
学
・
社
会
学
演
習
社
会
学
概
論
中
国
家
族
の
研
究
社
会
学
史
・
産
業
に
於
け
る
人
間
の
問
題
・
社
会
学
演
習
社
会
調
査
の
方
法
・
社
会
学
演
習
社
会
意
識
社
会
学
概
論
・
社
会
学
演
習
・
教
育
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
学
概
論
・
社
会
学
演
習
社
会
学
概
論
社
会
学
概
論
社
会
学
社
会
学
講
義
題
目
9８（49）
神
戸
大
学
京
都
大
学
富
山
大
学
金
沢
大
学
新
潟
大
学
愛
知
大
学
岐
阜
大
学
名
古
屋
エ
業
大
学
愛
知
学
芸
大
学
山
梨
大
学
静
岡
大
学
名
古
屋
大
学
横
浜
国
立
大
学
市
立
横
浜
大
学
重
大
学
教教講教識
授授師授師
助
教
授
助
教
授
教諭識教
授師師授
助
教
授
教
授 教教教教
授授授授
助
教
授
教
授
教
授
助
教
授
助
教
授
石
瀬
秀
治
森
正
夫
臼
井
二
尚
姫
岡
勤
ゆ
Ｇ
お
北
野
熊
喜
男
大
西
正
美
佐
藤
元
璽
後
藤
和
夫
秋
葉
隆
井
森
陸
平
藤
野
渉
玉
井
茂
佐
藤
輝
美
阿
部
政
太
郎
富
田
嘉
郎
り
ゅ
う
ど
う
宮
田
菱
道
い
な
え
林
稻
苗
阿
閉
吉
男
本
田
害
代
治
日
高
昂
早
瀬
利
雄
伊
藤
泰
司
八
木
助
市
社会学概論・民族研究・社会学の諸問題
社
会
学
概
論
社
会
学
史
社
会
学
概
論
社
会
科
学
近
代
社
会
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
思
想
史
社
会
学
概
論
農
村
社
会
研
究
社
会
学
概
論
・
文
化
と
人
格
社
会
学
概
論
社
会
学
社
会
学
概
論
家
族
の
類
型
社
会
学
社
会
学
社
会
政
策
経
済
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
学
演
習
・
社
会
思
想
史
(50）９７
社会学伝来考
早
稲
田
大
学
宮
崎
大
学
鹿
児
島
大
学
徳
島
大
学
九
州
大
学
愛
媛
大
学
鳥
取
大
学
山
ロ
大
学
和
歌
山
大
学
広
島
大
学
識教教教 教授 助教教識教教識講調教教教教教助助教
授授授師授授liiIi師Ｔ師授授授授授授授授'１ 授授授
鈴渡ノ 武 松田
治
一
郎
五
百
旗
頑
健
治
郎
内
藤
莞
爾
山
本
登
中
丼
虎
一
中
野
清
一
大
谷
義
夫
上
田
一
雄
潮
見
実
横
沢
格
蔵
上
甲
正
繁
爾
野
敬
邦
喜
多
野
洲
一
古
野
澗
人
徳
永
新
太
郎
近
藤
啓
一
大
山
彦
一
青
沼
吉
松
田
良
三
又
昇
利
彌
生
木
二
郎
社会学概論。社会学史・社会学方法論・民族心理学・
社
会
学
研
究
・
指
導
演
習
文
化
社
会
学
・
社
会
学
研
究
社
会
調
査
・
社
会
問
題
社
会
学
研
究
社
会
学
社
会
学
特
殊
講
義
社
会
学
社
会
学
概
論
・
社
会
学
滅
習
宗
教
社
会
学
社
会
学
淡
習
社
会
学
概
論
・
社
会
学
演
習
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
学
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
思
想
史
9６（51）
慶
応
義
塾
大
学
東
京
経
済
大
学
成
躍
大
学
東
京
理
科
大
学
法
政
大
学
立
正
大
学
明
治
大
学
立
教
大
学
東
洋
大
学
日
本
大
学
教教教教講講講
授授授授師師師
助
教
授
教
授
教
授
助
教
授
講
師
教
授
助
教
授
助
教
授
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
講講識教
師師師授
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
教
授
教
授
佐
原
六
郎
奥
井
復
太
郎
米
山
桂
新
館
正
国
佐
々
木
昌
義
佐
々
木
専
松
本
金
次
郎
松
浦
孝
作
松
島
静
雄
泉
靖
一
斎
田
隆
久
保
田
正
文
横
山
定
雄
Ｐ
中
島
龍
太
郎
も
と
や
田
代
元
彌
斎
藤
正
桜
井
圧
太
郎
深
田
馬
場
明
男
磯
村
英
米
林
富
男
郎 弘
社
会
学
社
会
学
社
会
心
理
学
社
会
学
概
論
・
社
会
学
史
・
教
育
社
会
学
社
会
学
社
会
学
社
会
学
教
育
社
会
学
社
会
学
・
教
育
社
会
学
社
会
学
概
論
・
社
会
問
題
社
会
学
社
会
学
社
会
政
策
・
労
務
管
理
演
習
社
会
施
設
概
論
・
社
会
事
業
史
・
社
会
事
業
演
習
社
会
調
査
・
社
会
思
想
史
・
労
務
管
理
演
習
・
文
化
事
業
社
会
学
特
殊
・
社
会
問
題
・
社
会
事
業
社
会
思
想
史
社
会
史
・
社
会
教
育
・
社
会
学
演
習
社
会
思
想
史
社
会
学
概
論
・
社
会
学
史
・
社
会
学
演
習
都
市
社
会
学
・
家
族
結
合
の
問
題
・
社
会
学
概
論
ア
ダ
ム
ス
ミ
ス
社
会
学
概
論
・
日
本
農
村
社
会
学
・
道
徳
情
操
論
文
化
理
論
「日本農村社会の構造」｜，社会学演習」「文化人類学」
(52）９５
社会学伝来考
専
修
大
学
大
正
大
学
中央労働学園大学
中
央
大
学
上
智
大
学
国
学
院
大
学
紅
陵
大
学
学
習
院
大
学
明
治
学
院
大
学
講講講教教
師師師授授
教
授
教
師
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
助
教
授
講教講講教教教教教教教
師授師師授授授授授授授
助
教
授
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
勺の富『エの国つ詞の．］
斎
藤
和
一
樺
俊
雄
高
橘
梵
仙
赤
坂
静
也
桜
井
圧
太
郎
氷
井
亨
天
沢
不
二
郎
清
水
幾
太
郎
渡
辺
洋
吉
田
久
じ
ゆ
い
つ
北
岡
講
逸
重
田
信
雄
安
藤
国
雄
長
谷
川
良
信
星
野
俊
英
馬
場
四
郎
加
藤
虎
太
山
室
周
平
岡
崎
文
規
社
会
調
査
社
会
学
・
社
会
調
査
実
習
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
思
想
社
会
科
学
概
論
社
会
学
・
社
会
史
社
会
学
社
会
学
社会学
社
会
学
教
育
社
会
学
・
社
会
学
特
講
社
会
学
史
・
社
会
事
業
史
社
会
学
史
・
社
会
心
理
学
社
会
事
業
概
論
・
社
会
運
動
史
社
会
学
概
論
・
社
会
学
演
習
社
会
学
・
社
会
史
社
会
学
社
会
政
策
社
会
科
学
概
論
・
社
会
調
査
・
社
会
事
業
概
論
。
社
会
思
想
史
人
口
問
題
社
会
学
史
9４（53）
花
園
大
学
大
谷
大
学
龍
谷
大
学
神
奈
川
大
学
南
山
大
学
高
野
山
大
学
京
都
学
芸
大
学
同
志
社
大
学
青
山
学
院
大
学
教
授
教
授 教教講助教教教教教助教教講助教
授授師授授授授授授授授授師授授
助教授一池田義祐
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
講
師
一
早
崎
八
洲
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
榊
原
厳
春
木
猛
山
田
操
の
い
し
□
と
し
え
野
一
色
利
衛
樫
原
信
一白ん
い
ち
山
村
董
一
竹
中
勝
男
島
田
啓
一
郎
８
く
Ｕ
伊
藤
規
矩
治
江
藤
則
義
和
田
洋
一
青
井
厚
橋
本
真
Ｕ
よ
う
Ｕ
棚
瀬
褒
爾
た
か
え
前
田
鷹
術
の
り
お
稻
岡
順
雄
市
川
白
弦
社
会
学
概
論
社
会
学
説
史
社
会
学
概
論
・
社
会
学
史
・
社
会
政
策
近
代
社
会
知
識
と
そ
の
生
活
・
近
代
社
会
の
構
造
社
会
学
概
論
・
社
会
福
祉
論
・
社
会
政
策
社
会
思
想
史
・
協
同
組
合
論
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
社
会
学
史
・
教
育
社
会
学
社
会
調
査
・
社
会
学
概
論
新
聞
学
特
識
社
会
倫
理
学
・
社
会
学
概
論
社
会
心
理
学
宗
教
社
会
学
社
会
存
在
論
の
基
本
問
題
農
村
社
会
学
・
社
会
学
演
習
社
会
学
概
論
・
社
会
福
祉
原
理
・
社
会
思
想
史
・
社
会
学
演
習
社
会
学
概
論
社
会
思
想
史
社
会
学
概
論
・
社
会
学
史
・
社
会
心
理
学
・
社
会
教
育
学
・
諸
社
会
学
社
会
調
査
新
聞
学
・
社
会
事
業
・
協
同
組
合
論
社
会
科
学
概
論
問
題
(54）９３
社会学伝来考
にまでふくれるのである。
（６）
昭和二十八年（一九五一一一）当時、四年制大学は二二六校であり、そのうち大学院をおく大学は四五校であった。昭和一一十年代から平成にかけて
社会学を専攻した学生数の推移については明らかにできないが、昭和四十六年（一九七一）当時、院生をのぞく社会学専攻の学生数は、三万八七
国
立
…
…
九
九
校
公
立
…
…
七
二
校
私立…・・・『
にまでふえる。とくに私立大学の急増ぶりは顕著であり、
国
立
…
…
三
万
八
六
八
七
人
公
立
…
…
三
七
九
九
人
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
が
約
四
十
年
後
の
平
成
十
二
年
に
な
る
と
、
国
立
…
…
六
八
校
公
立
…
…
一
八
校
私
立
…
…
九
二
校
であった。それが約四十年後の平成十二年（二○○○）になると、
国
立
…
…
九
九
校
公
立
…
…
七
二
校
私
立
…
…
四
七
八
校
に
ま
で
ふ
え
る
。
と
く
に
私
立
大
学
の
急
増
ぶ
り
は
顕
著
で
あ
り
、
四
十
年
前
の
約
五
倍
で
あ
る
。
大
学
・
短
期
大
学
の
学
生
数
は
、
昭
和
二
十
四
年
当
時
、
国
立
…
…
三
万
八
六
八
七
人
公
立
…
…
三
七
九
九
人
私
立
…
…
八
万
四
三
八
二
人
計
一
二
万
六
八
六
八
人
。
国
立
…
…
六
二
万
四
○
八
二
人
公立．．…・一○万七一九八人
私
立
…
…
二
百
八
七
四
三
人
計二百七四万二一一一人。
こ
の
よ
う
に
社
会
学
を
教
え
る
わ
が
国
の
国
公
立
・
私
立
大
学
の
数
は
、
終
戦
後
数
年
に
し
て
急
速
に
ふ
え
る
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
二
九
四
九
）
の
大
学
数
は
、
九
州
工
業
大
学
福
岡
学
芸
大
学
関
西
大
学
関
西
学
院
大
学
講教講教 講師
教
授
教
授
教
授
助
教
授
他
に
兼
任
講
師
に
よ
る
講
義
師授師授
田金竹岩 小笠
原
秀
実
大
道
安
次
郎
金
沢
実
岩
崎
卯
一
河
野
稔
中苗)
勝恭堂
重博：徹厳
社
会
の
構
造
・
近
代
社
会
の
成
立
其
他
社
会
学
総
論
・
文
化
社
会
学
其
他
社
会
学
・
社
会
の
構
造
及
近
世
社
会
思
潮
其
他
社
会
学
社
会
学
社
会
学
概
論
社
会
政
策
社
会
科
学
概
論
9２（55）
号所収、三八頁を参照）。
こ
ん
に
ち
で
は
約
三
、
四
○
○
名
を
超
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
川
合
隆
男
、
前
掲
書
、
四
○
六
～
四
○
七
頁
を
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
会
員
が
徐
々
に
増
加
し
た
に
は
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
新
制
大
学
の
発
足
に
と
も
な
い
、
教
養
課
程
の
社
会
学
の
担
当
者
が
ふ
え
た
こ
と
。
第
二
に
高
度
経
済
成
長
期
に
大
学
の
創
設
等
が
お
こ
な
わ
れ
、
社
会
学
部
や
そ
れ
に
類
し
た
も
の
が
つ
く
ら
れ
、
社
会
学
の
専
門
教
員
が
ふ
え
た
こ
と
。
第
三
に
大
学
院
教
育
の
普
及
に
と
も
な
い
、
社
会
学
を
専
門
と
す
る
人
間
が
ふ
え
た
こ
と
に
よ
る
（
富
永
健
一
「
戦
後
日
本
社
会
学
の
発
展
と
そ
の
問
題
」
『
社
会
学
史
研
究
』
第
一
五
日本社会学の展開』三九四～一一一九九頁を参照）。
｜
方
、
社
会
学
の
研
究
を
目
的
と
し
た
学
者
の
数
１
学
会
員
に
つ
い
て
の
べ
て
み
よ
う
．
大
東
亜
戦
争
が
脛
本社会学会の会員は、五五○名であった。その後の会員の推移をしるすと、つぎのようになる。
一一一人であった。それが約一一一十年後の平成十二年（一一○○○）になると、約四倍の一三万八○一人にまでふくれ上るのである。（川合隆男箸『近代
社
会
学
会
会
員
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
。
０
昭和末期の日本社会学会会員のおもなる専攻分野をしめすと、左記のようになる。昭和六十三年（一九八八）七月の時点での会員数は、二一六
昭和五十四年（’九七九）………．．…・’七一四名
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
…
：
：
…
…
：
…
一
九
三
一
名
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
…
…
…
…
…
…
…
二
四
五
○
名
昭和一一一十二年（一九五七）……………八七○名
昭和四十年（一九六五）・・・……………約一○○○名
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
…
…
…
…
…
一
、
一
一
九
名
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
…
…
…
…
…
一
、
三
○
○
名
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
…
…
…
…
…
五
五
○
名
（７）
昭和二十七年（一九五一一）………・…：八一一七名
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
…
…
…
…
…
八
七
○
名
大
東
亜
戦
争
が
は
じ
ま
る
二
年
前
の
昭
和
十
四
年
（一九三九）当時の日
(56）９１
社会学伝来考
○名である。
十一十二十三
十
四
十五十六
十七十八十九二十二十一
二十二
九八七六五四三二
腱漁山村・地域社会…………………・…：……三五一一一名
家族………・…・………………………・…………三四五名
一
般
理
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
二
四
名
社会福祉・社会保障・医療・………………・・…三二四名
社会変動論……………………・…・……・………’一一一一四名
社
会
心
理
・
社
会
意
識
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
○
八
名
社
会
哲
学
・
社
会
思
想
・
社
会
学
史
…
…
…
…
…
…
二
九
四
名
経
営
・
産
業
・
労
働
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
○
名
文化・宗教・道徳・……………・……・…………二四八名
教育……………………………………・・………・二一一一二名
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
情
報
・
シ
ン
ボ
ル
…
…
…
二
一
一
三
名
都
市
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
’
二
一
二
名
比
較
社
会
・
地
域
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
三
名
社会集団・組織論…………・………・……・……一六○名
社
会
史
・
民
族
・
生
活
史
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
一
五
九
名
階
級
・
階
層
・
社
会
移
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
二
名
社
会
学
研
究
法
・
調
査
法
・
測
定
法
…
…
…
…
…
…
’
三
一
名
政
治
・
国
際
関
係
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
一
二
六
名
社
会
変
動
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
一
名
性
・
世
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
○
一
名
生
活
櫛
造
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
九
四
名
計画・開発…………・……………・……・…………八六名
9０（57）
ある。以下、人気が高かった順に並べる。
昭
和
三
十
五
年
二
九
六
○
）
か
ら
同
三
十
▲
また研究テーマの上位一○位を占めたのは、左記の通りである。このデータは昭和三十五年代から同五十年代（一九六○～一九七九）のもので
十九八七六五四三二 二十
三
二十四
二十五
二十六
二十七
二十八
二
十
九農漁山村・地域社会……………………二一一一八名
一般理論……・………・・…………………一九二名
都市…………・…．．………………………一七九名
家族…………・…………・…………・・・…・’五六名
階級・階層・社会移動…………………一○二名
社会哲学・社会思想・社会学史・……・・…七三名
社会変動・…………・・………………………六○名
政治……………・…・・………………………五九名
集団・組織・………………：……：………・五六名
国際関係・地域研究・…・………・…………一一五名
社会運動・集合行動………・…・……………・……八五名
差別問題…・…・…………………………………・…六二名
知識・科学…………………………………・…・…・五七名
経済…………………………・・………………・……四五名
人口………………………・・・………………………三八名
余暇・スポーツ………………・…………………：三八名
法律……：……………・……………………・……・・二八名
注
・
川
合
隆
男
の
前
掲
書
、
四
○
九
頁
を
参
照
し
、
並
べ
変
え
た
も
の
。
か
ら
同
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
。
(58）８９
社会学伝来考
昭和四十年（一九六五）から同四十四年（一九六九）。
昭和四十五年（一九七○）から同四十九年二九七四）。
九
政
治
七
階
級
・
階
層
・
社
会
移
動
十
国
際
関
係
・
地
域
研
究
八
社
会
変
動
一、
ニノ 五都
市
四
集
団
・
組
織
七
政
治
六
集
団
・
組
織
五 四都
市 農漁
山
村
・
地
域
社
会
社
会
哲
学
・
社
会
思
想
・
社
会
学
史
家
族農漁
山
村
・
地
域
社
会
社
会
哲
学
・
社
会
思
想
・
社
会
学
史
家
族 股
理
論
般
理
論
九
九
名
五
九
名
○
八
名
七
七
名
二
四
名
一三名
四
一
名
五
七
名
三
六
名
八
三
名
九
名 九八
名名
九
名 四八
名名
六
名
8８（59）
こ
の
よ
う
に
わ
が
園
の
学
会
員
が
関
心
を
よ
せ
、
研
究
業
績
を
あ
げ
て
い
る
人
気
の
分
野
の
う
ち
、
上
位
を
占
め
る
も
の
は
ｌ
農
漁
山
村
・
地
域
社
会
、
家
族
、
一
般
理
論
社
会
哲
学
・
社
会
思
想
・
社
会
学
史
、
都
市
ｌ
な
ど
で
あ
る
．
そ
の
他
産
業
・
労
働
教
育
文
化
・
宗
教
、
社
会
意
識
・
社
会
心
理
社
会
問
題
・
社
会
福
祉、コミュニケーション・情報・シンボルなどがこれらにつづくテーマである。
社
会
学
関
係
の
研
究
団
体
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
か
ら
同
五
十
四
年
二
九
七
九
）
。
十九八七六五四三二 十九八
社会哲学・社会思想・社会学史・…・・…四七○名
農漁山村・地域社会・……・……・……：．一一一八四名
家族……・…………………………・……・一一一二八名
都市……………………・・……・…………一一一一四名
一般理論……………………・・・…・・・……二九一一一名
集団・組織・・……………・…・…：・・・……一五○名
国際関係・地域研究………………：：：’三一一一名
政治……………………………・…・……・’’一一八名
階級・階層・社会移動…・・…・……．：…’二一名
社
会
変
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
名
国
際
関
係
・
地
域
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
○
名
階級・階層・社会移動……………………八四名
社会変動………，！………………………・四七名
(60）８７
社会学伝来考
社
会
学
系
統
の
学
術
研
究
団
体
は
、
戦
後
著
し
い
誕
生
を
み
せ
た
が
、
そ
の
数
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
七
月
の
時
点
で
三
十
五
団
体
あ
る
。
い
ま
は
こ
の
数
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
創
設
の
古
い
順
に
例
挙
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
〔研究団体名〕
日
本
社
会
学
会
（西趨）
西日本社会学今云
九
学
会
連
合
部
落
問
題
研
究
所
日
本
教
育
社
会
学
会
関
西
社
会
学
会
東
北
社
会
学
研
究
会
日
本
新
聞
学
会
北
海
道
社
会
学
会
関
東
社
会
学
会
東
北
社
会
学
会
日
本
都
市
学
会
村
落
社
会
研
究
会
日
本
社
会
福
祉
学
会
家
族
問
題
研
究
会
日
本
老
年
社
会
科
学
会
日
本
基
督
教
社
会
福
祉
学
会
日
本
社
会
学
史
学
会
岡
山
部
落
問
題
調
査
研
究
会
〔創設年〕
（大正十二年。一九二一一一）
（昭和二十一年・’九四六）
（昭和二十二年。一九四七）
（昭和二十三年。一九四八）
（昭和二十四年。一九四九）
（昭和二十五年・’九五○）
（昭和二十五年・’九五○）
（昭和二十六年・’九五一）
（
昭
和
二
十
六
年
。
一
九
五
二
（昭和二十七年。一九五二）
（昭和二十八年。一九五三）
（昭和二十八年・一九五三）
（昭和二十八年・’九五三）
（昭和二十九年・’九五四）
（昭和三十年。一九五五）
（昭和三十四年。一九五九）
（昭和三十五年・’九六○）
（昭和三十五年・一九六○）
（昭和三十六年・’九六一）
〔会員数〕
一九四八名
一五六名
参
加
学
会
九
六
九
名
七
一
○
名
三
一
四
名
一○八名
六
八
○
名
九
三
名
学
生
一
一
名
三
一
四
名
一
七
九
名
五
九
○
名
三
四
六
名
一四三六名
二
八
八
名
五
八
九
名
二
九
五
名
７．
二一○○名
〔定期刊行物〕
『社会学評論』
『西日本社会学会ニュース』
『人類科学』
『部落社会研究』
『教育社会学研究』
『学会ニュース』
『社会学研究』
『新聞学評論』
『北海道社会学会報』
『学会ニュース』
『社会学年報』
『年報』
『村落社会研究』
『社会福祉学』
『家族研究年報』
『老年社会科学』
『基督教社会福祉学研究』
『社会学史研究』
『部落問題』
8６（61）
戦況が悪化するなかで「日本社会学会」は、第十八回大会（昭和肥。、）を京城で開催したのをさいごに、戦時中は大会をひらくことはなかっ
た．が、敗戦の翌年ｌ昭和二十一年五月二十六日（且、東京帝国大学山上会議所（山上御殿）を会場として、第十九回大会が挙行された．こ
の
と
き
の
研
究
報
告
会
の
テ
ー
マ
は
、
｜
日
本
社
会
の
封
建
性
」
で
あ
っ
た
。
地
域
社
会
学
会
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
日
本
出
版
学
会
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
日
本
生
活
学
会
日
仏
社
会
学
会
保
健
・
医
療
社
会
学
研
究
会
日
本
犯
罪
社
会
学
会
む
ら
研
究
会
日
本
女
性
学
会
日
本
都
市
社
会
学
会
比
較
家
族
史
学
会
比
較
文
明
学
会
日
本
開
放
社
会
学
会
生
活
経
済
学
会
医
療
経
済
研
究
会
（昭和三十九年。一九六四）
二一一一二名
『地域社会学会年報』
（昭和四十一年・’九六六）
一
九
六
名
『日本仏教社会福祉学会年報』
（昭和四十四年。一九六九）
二
七
四
名
『出版研究』
（昭和四十五年。一九七○）
二
○
○
名
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
（昭和四十七年。一九七二）
六
六
八
名
『生活学』
（昭和四十九年。一九七四）
二
二
名
７．
（昭和四十九年。一九七四）
’四○名
『保健医療社会学年報』
（昭和四十九年。一九七四）
三
七
○
名
『犯罪社会学研究』
（昭和五十年。一九七五）
七
五
名
『むら研究会年報』
（昭和五十四年。一九七九）
一
四
三
名
『日本女性学会ニュース』
（昭和五十七年・’九八二）
’五七名
『日本都市社会学年報』
（昭和五十七年・’九八二）
二一一一一名
『会報比較家族史』
（昭和五十八年・’九八三）
四
○
二
名
『比較文明』
（昭和六十年。一九八五）
一○二名
７．
（昭和六十年。一九八五）
五
○
九
名
『学会会報』
（昭和六十年。一九八五）
四
七
八
名
『医療経済研究会会報』
注・川合隆男の前掲轡、四一三頁および『全国学術団体総監（昭和侭）』を参照して再編したもの。
＊
(62）８５
社会学伝来考
終戦後の混乱期、折からの極度の交通難と食糧難を考えて、来会者はきわめて少数にとどまることが懸念されたが、予想に反して大勢の来会を
みたのである。
朝
の
部
は
、
午
前
十
一
時
半
に
半
か
ら
ひ
ら
か
れ
、
つ
ぎ
の
三
名
四家族・…・・…橋浦泰雄
このときの日程は、わずか一日であったが、午前八時半よりひとり三十分の持ち時間で、つぎのようなテーマで研究発表がおこなわれた。
三
宗
教
…
…
…
東
京
帝
国
大
学
小
口
偉
一
二
政
治
…
…
…
桜
井
圧
太
郎
五農村・・…・…有賀喜左衛門
会
員
の
大
会
参
加
者
…
…
…
四
七
名
う
ち
研
究
報
告
者
…
…
…
…
…
六
名
東大社会学科学生．．…・…一二名
一般傍聴者……………約五○名
計
約
二
○
名
。
道
徳
…
…
…
東
京
帝
国
大
学
尾
高
邦
雄
注
・
民
族
宗
教
の
色
彩
が
濃
い
、
日
本
宗
教
の
特
色
な
ど
を
の
べ
た
も
の
。
午
前
十
一
時
半
に
お
わ
り
、
別
室
に
て
大
会
参
加
会
員
の
饗
食
が
あ
り
、
め
い
め
い
持
参
し
た
手
弁
当
を
ひ
ろ
げ
て
懇
談
し
た
。
午
後
の
部
は
、
午
後
一
時
れ
、
つ
ぎ
の
三
名
が
研
究
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
注
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
国
民
生
活
を
拘
束
し
て
い
た
封
建
道
徳
の
体
系
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
。
注
・
わ
が
国
の
家
族
制
度
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
も
の
。
注
・
鎌
倉
期
の
武
家
政
治
の
開
設
よ
り
、
近
世
的
封
建
制
の
解
体
に
い
た
る
歴
史
を
の
べ
た
も
の
。
8４（63）
改めてアメリカ社会学の存在が注目されるようになった。
敗戦のあとに来る課題は、日本の復興ｌ日本の再建である．社会学徒の間では、社会学を”再建の学”とみなす者も現れるようになった．戦
争によって途絶していた海外の学界の情報や学術雑誌がわが国に入ってくるようになり、とくに来日するアメリカの社会学者との接触もあって、
ま
た
数
多
く
の
会
員
を
擁
す
る
「
日
本
社
会
学
会
」
は
、
颪
八
九
三
年
創
立
、
本
部
は
オ
ス
ロ
）
と
交
流
を
ふ
か
め
て
ゆ
く
。
終
戦
後
の
学
会
の
動
向
に
つ
い
て
の
資
料
は
乏
し
い
が
、
昭
｛
つぎの通りである。
注・農村の過剰人口が及ぼす影響についてのべたもの。
午
前
、
午
後
の
報
告
に
た
い
し
て
熱
心
な
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
、
と
き
ど
き
質
問
者
よ
り
報
告
者
に
辛
ら
つ
な
批
判
が
あ
り
、
ま
た
報
告
者
は
と
き
に
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
答
弁
し
た
．
来
会
者
は
、
民
主
主
義
時
代
の
明
る
い
一
言
論
の
自
由
を
た
の
し
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
．
午
後
四
時
半
ｌ
ｌ
Ｐ
田
貞
三
会
長
の
閉
会
の
辞
を
も
つ
て、日本社会学会第十九回大会は完了した。
い
ぶ
ん
か
い
東
京
帝
国
大
学
の
「
社
会
学
会
」
は
、
十
日
加
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
、
文
学
部
以
文
会
室
に
お
い
て
「
研
究
会
」
を
開
催
し
た
。
め
ん
で
ん
一
緬
甸
（
ビ
ル
マ
）
及
仏
印
の
民
情
に
つ
い
て
．
…
…
…
：
…
…
本
学
会
理
事
小
山
隆
二
都
市
に
於
け
る
商
家
同
族
団
の
一
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
帝
大
助
手
横
山
定
雄
十二月七日（土）、午後一時より東京帝大山上会議所において、つぎの研究発表がおこなわれた。
一新田開発村に於ける社会構成…………・……・……・…本学会理事
喜多野清一
昭
和
二
十
一
年
二
九
四
六
）
六
労
働
…
…
…
東
京
帝
国
大
学
松
島
静
雄
注
・
名
主
と
小
作
人
の
日
本
的
な
存
在
の
し
か
た
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
。
昭
和
二
十
一
年
「国際社会学連合」（一九五○年創立、本部はパリ）や国際学会である「国際社会学協会」二
（一九四六）十月から昭和四十二年（一九六七）までの学会や各研究会の活動は、
(64）８３
社会学伝来琴
「
日
本
社
会
学
会
」
第
二
十
回
大
会
は
、
十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
両
日
、
東
京
帝
大
文
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
当
時
、
交
通
も
宿
泊
も
食
樋
も
不
自
由
な
ときであったが、会員六十一名、非会員六十四名、特別講演者（非会員）五名が参会した。とくに第二日目は、新制「社会科」が取りあげられ、
ま
た
午
後
に
は
ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
学
者
に
よ
る
特
別
講
演
も
お
こ
な
わ
れ
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
第
一
日
昭
和
二
十
二
年
二
九
四
七
）
二月二十一一一日（土）、午後一時より東京帝大山上会議所において、つぎの研究発表がおこなわれた。
一
最
近
に
於
け
る
労
働
者
の
生
活
状
態
…
…
…
…
：
。
…
・
・
・
…
…
労
働
科
学
研
究
所
藤
本
武
（８）
五
月
七
日
（
水
）
午
後
一
一
時
半
よ
り
、
東
京
帝
大
山
上
会
議
所
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
アメリカ社会学最近の傾向：…………・・……・……………・馬場明男
体
験
と
し
て
の
社
会
…………………．．……・……上田一雄
ｌ
社
会
本
質
論
へ
の
一
試
論
国
際
社
会
と
世
界
社
会
・
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
新
館
正
国
農村調査に於ける質問紙法と面接法………：・・……・……・甲田和衛
中
国
の
農
村
と
日
本
の
腱
村
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
福
武
直
ウオルター・ヴイリァムスに就て…・・・…………・…・……・一一一崎教
市民社会の問題・・……………………………………・………武田良一一一
二
国
土
計
画
に
就
い
て
。
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
：
…
…
…
…
内
務
省
調
査
官
関
清
秀
商家に於ける親類と同族…………・・…・・・……・………東京帝大院生
中
野
卓
8２（65）
十一月三日ｌ午前九時から午後五時まで、山口経済専門学校において、第三回「西部社会学会」が開催され、左記の研究報告がおこなわれた．
特
別
講
演
第
二
日
新
制
社
会
科
に
関
す
る
特
別
研
究
マックス・ウェーバーに於ける社会と歴史……・・……・…九州帝大
人類生態学の概念……………………・…．．…………………九州帝大
社会学現実化への道…………………………………………山口経専
フランス感覚論とイデオロギー論…・………………．．……山口経専
輿論調査に於ける社会心理学的諸次元………：……・……民間情報教育部輿論および社会研究課長四円すの『【勺四ｍ⑫ヨ
ァメリヵに於ける応用人類学：………・・・…・………………ハーバード大学講師」ｏ言Ｃ・勺の一いの｜
ウ
エ
ン
ツ
ア
戦時に於ける中国社会学の発展……・……・・・・：。…………・呉文藻（本人出席せず、岩村忍が草稿を代読した）
社会科の教課構成に就て………：………………・…………勝田守一
社会科教育の基底………：…………………・…。：…・・・……海後宗臣
社会科教育の課題…・……………………………・…：：……戸田貞一――
米国の経済的発展と社会科教育……………………………佐々木徹郎
社会力に就て……………・…………………：………………大道安次郎
万
成
博
宮
崎
平
造
上
田
一
雄
坂
田
太
郎
、
(66）８１
社会学伝来考
早稲田大学「社会学会」は、十一月十五日（土）’十二時半より、文学部七十二番教室において開催された．開会の辞のあと、左記のような
研究発表がおこなわれた。
「西部社会学会」は、第一回目の大会を昭和二十一年（一九四六）十一月二十四日、九州帝国大学法文学部において、第二回目の大会を翌二十
ロ
ー年（一九四七）六月二十二日同所において開催した。
村に就いて………………………………………：・・……：…
岡方と浦方………．：…………・…………………・………・…九州帝大
社会意識の概念……・……・……・…・・…………・……………広島高師
ハロルド・ラスキーに就いて………・…・・…………………熊本語専
社会類型としての家族…・・・………………………・・：：……長崎経専
社会生活と学問……・…………：………：………：……：…福岡文化学園
ト
ン
サ
ン
レ
東床礼（朝鮮の古い民族習慣）………・…・…・…：：：…・・・九州帝大
文
化
の
伝
承
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
〃
経済社会学の本質…・・……・・：．…………………………・・…早大院生
現代社会に於けるソリダリテの問題…・…・・・・・……………早大院生
尾崎・ゾルゲ事件の動機について…………………・……・・世界評論社
終戦後の婦人思想の動き：………………・…………………民間情報部
学校と社会の相剋：……・……：…………・………：・・・・……早大高師部
（題未定）…………・・・…………・…………：……：：．……・愛知大学
社会事業論……・…・・・・・…………・…………：．：……………社会党政調会
や
す
し
福
永
安
祥
水
野
恒
夫
近
藤
達
夫
白
よ
う
ぶ
ち
柵
淵
多
摩
子
赤
堀
孝
川
越
淳
二
山
田
正
夫 やす
じ
岸川八雲竜治
中
村
正
夫
中井虎一つぎ
お
岩
崎
継
生
徳
永
新
大
郎
よ
し
と
城
義
臣
秋
葉
隆
蔵
内
数
大
8０（67）
終
戦
以
来
、
各
方
面
か
ら
そ
の
設
立
が
望
ま
れ
て
い
た
「
日
本
法
社
会
学
会
」
は
、
同
年
十
二
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
帝
大
法
学
部
第
二
十
二
番
教
室
に
お
い
て
、
創立総会と第一回講演会を開催した。当日、会員および傍聴人百余名があつまった。つぎのような講演（調査報告）がおこなわれた。
昭
和
二
十
三
年
二
九
四
八
）
三月二十日（土）、午後一時半より日本大学法文学部においてつぎの研究報告がおこなわれた。
昭
和
二
十
二
年
度
臨
時
国
勢
調
査
………・……・…………・統計局
に於ける就業状態の調べについて
抽出調査の新方式について………．．…………………・……東洋大学
東
北
漁
業
家
族
に
関
す
る
小
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
北
帝
大
三重縣安乗村の漁民の家族構造について…………………東京帝大
農民組合運動の動向…………………・・・……・…．．…………全国農民組合
現代アメリカ社会人類学の諸問題…・・………・……………第二早高
現
代
学
生
の
思
想
動
向
………・……・…・……早稲田大学
ｌ
と
く
に
そ
の
政
治
的
関
心
に
つ
い
て
社会の優越……………・…………………：…………………早稲田大学
市民精神論……………………・…………………：…………早稲田大学
東欧の新国家形態について…．．…………・…………………世界画報社
（題未定）……………・…………………………・…………・読売新聞社
終戦後の「アジア的生産様式」論争…：・・…．…・…………日本香料協会
の
動
向
中
川
善
之
助
た
け
よ
し
川
島
武
宜
中
山
照
夫ひさ
し
豊
田
尚
佐
野
正
友
鈴
木
二
郎
伊
藤
安
二
川
又
昇
武
田
良
三
木
村
享
雨
宮
庸
蔵
佐
藤
清
二
(68）７９
社会学伝来考
研究報告が終了してから懇親会と総会が催された。
「日本社会学会」第二十一回大会は、六月五日、六日の両日京都において開催された。会場は当番校である同志社大学と京都帝国大学である。
今回発表は、「社会理論」と「特殊研究」の二部にわかれた。大会第一一日目の午後には、戸田貞一一一と臼井二尚の公開講演会がおこなわれた。
「
西
部
社
会
学
会
」
は
、
第
四
回
大
会
を
五
月
八
日
、
九
日
の
両
日
、
熊
本
師
範
学
校
女
子
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
第
一
日
目
に
は
、
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
に
か
け
て
、
会
員
中
井
虎
一
、
徳
永
新
太
郎
、
城
義
臣
ら
一
一
一
名
に
よ
る
公
開
講
演
会
が
催
さ
れ
た
。
聴
衆
は
八
百
名
。
第
二
日
目
に
は
、
左
記
の
研
究
報
告
（
午
後
一
時
～
三
時）がおこなわれた。
第
一
日
六
月
五
日
土
曜於
同
志
社
大
学
神
学
館
午
前
開
会
の
辞
農
村
社
会
に
於
け
る
統
一
性
の
再
検
討
．…………………：・・…・中村正夫（福岡）
（事例研究）
専門学校生徒父兄の職業・……………・…・……・………・…・近沢敬一（宮崎）
Ｍ・ウェーバーと歴史社会学…………………・・…・………万成博（福岡）
ウォードの道徳説に就いて…・………：．…・…………・……中井虎一（広島）
教育に於ける社会関係の問題…・………・…………………・蔵内数太（福岡）
社会科学に於ける理論・歴史・政策…・……・…・…・…・…・上田一雄（山口）
郷土制度の構造と機能…・…・………………・…・・……・……徳永新太郎（長崎）
社会学に於ける民族の問題…・……・・・・．：…………・………秋葉隆（福岡）
日
本
社
会
学
会
会
長
戸
田
貞
三
7８（69）
午
後
社
会
理
論
の
部
のＣ＆Ｃ］Ｃ四目ロロ〔の国目Ｈの・・………………………………・…同志社大学
社会学と民俗学…：……………………・…・……………：…東京都
民族学に於ける個人の再評価………………………………第二早高
と
精
神
病
理
学
と
の
結
合
結合の背後にあるもの………………・…・………………：：横浜経専
以
上
で
午
前
の
部
が
お
わ
る
と
、
昼
食
会
と
な
り
、
終
っ
て
記
念
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
安
南
の
村
落
ｌ
特
に
そ
の
方
位
決
定
に
つ
い
て
：
…
…
…
…
龍
谷
大
学
農村社会学の対象について…・…………：：……………・…大谷大学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡
崎
高
師
宗教的村落変遷の一列．……・……・………・……………・・・…富山高校
農
村
文
化
の
一
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
八
高
校
特
殊
研
究
の
部
社会学と地理学との交渉について…………………………東京帝大理学部
社会学に於ける「コミューニティ」の問題…・…………・・横浜経専
社会学的分類について……：：……………………・…・……東京女高師
知識の社会的拘束と反映：…………………………・………
（社会理論の部）
井
森
陸
平
鈴
木
宗
憲
池
田
義
祐
森
文
吾
阿
部
政
太
郎
小
堀
厳
早
瀬
利
雄
清
水
義
弘
小
松
堅
太
郎
句・罰・の、凹皀［
志
村
義
雄
鈴
木
二
郎
中野精一
(70）７７
社会学伝来考
午
前
社
会
理
論
の
部
未定…………………………………・………：：……………・日本大学
自然科学としての社会学…………：：：：…：……．．………日本大学
政治的無関心の現象について……・・・………………………仙台市
道徳社会学の問題…・・…・…………・……………………．．…兵庫縣立工専
道徳に於ける封建性の問題…：：：：：……………・……・…長崎経専
第
二
日
六
月
六
日
日
曜於京
都
帝
国
大
学
文
学
部
第
七
、
八
教
室
未
定
特
殊
研
究
の
部
特
殊
研
究
の
部
と
ひ
社会の大きさと都鄙（都市といなか）の分界…・…．．……人口問題研究所
く
が
か
つ
な
ん
陸褐南の「日本新聞」について……・…・………………・…東京帝大
イ
ス
ラ
エ
ル
古
代
法
と
日
本
古
代
法
の
……：……：：……同志社大学
比
較
研
究
ｌ
法
源
の
問
題
を
中
心
と
せ
る
家父長制家族の本質について…………………・・………・…京都帝大
レクリエーション運動の在り方：………・……．．…・………渋谷区長
市民的結合の問題………・……………：……・……………：早稲田大学
シ
ュ
パ
ン
の
全
体
主
義
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
京
都
帝
大
●◆
斎
藤
正
二
馬
場
明
男
新
明
正
道
長
谷
川
寅
雄
徳
永
新
太
郎
た
て
み
の
る
館
稔
三
崎
敦
熊
谷
開
作
姫
岡
動
磯村英一
武
田
良
三
臼
井
二
尚
高
田
保
馬
7６（71）
「西部社会学会」の第十回大会は、五月三十一日、六月一日の両日、岡山大学教育学部で開催された。
「関西社会学会」の第三回大会は、六月二十八日、一一十九日の両日、徳島大学学芸学部において開催された。関西社会学会会員五十五名のほか
地
元
徳
島
の
社
会
学
会
会
員
お
よ
び
多
数
の
一
般
傍
聴
人
が
参
加
し
た
。
以
上
で
研
究
発
表
が
お
わ
り
、
午
後
は
京
都
帝
大
の
会
議
室
に
お
い
て
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
懇
談
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
つ
い
で
午
後
二
時
半
か
ら
、
同
大
学
の
法
経
０
第
四
教
室
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
公
開
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
第
一
日
六
月
二
十
八
日
土
曜
開
会
の
辞
関
大
総
長
一
日
本
社
会
の
封
建
的
性
格
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
京
大
教
授
一
一
家
族
形
態
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
・
…
・
本
会
会
長
閉
会
の
辞
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ル
．…・・………・……：大阪市役所
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
労働者利益分配制度について。……・・・………………・……・大阪市役所
濁
逸
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
の
賃
金
理
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
分
経
専
教
護
と
社
会
保
障
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
志
社
大
学
農地相続法の形態について．………：………：……・………東京帝大
閉
会
の
辞
岩崎卯一
臼
井
二
尚
戸
田
貞
三
小
松
堅
太
郎
池
川
清
中
野
正
直
赤
羽
豊
次
郎
竹
中
勝
男
林
恵
海
臼
井
二
尚
(72）７５
社会学伝来考
第
二
室
第
一
室
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
開
会
の
辞
臼
井
二
尚
未定・…………………：：…………………・………………広島大学
移民母村の構造・：・………・…………………・………………立教大学
芸北山村の農地改革………………………・・…………・……広島大学
飛
騨
の
同
姓
聚
落
の
実
態
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
■
０
０
■
、
■
●
■
●
Ｂ
ｌ
特
に
そ
の
封
鎖
性
等
質
性
に
つ
い
て
琵琶湖沖島の通婚関係…………：…・……………・・…・……大阪女子大学
封鎖的漁村に於ける社会統制………………・…………・…・大阪学芸大学
文
化
圏
の
再
考
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
龍
谷
大
学
技術と社会…・………・……………・…・…・・…………………姫路工業大学
社会問題の社会学的概念について…………。：……………南山大学
コンミュニテー概念の整理…………・・…・…………………大阪学芸大学
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
…………・…・…・大阪市立大学
の
概
念
に
つ
い
て
社会変動と道徳の諸問題・……………………・・……………同志社大学
法律社会学考………………・・・・………・…・・……：…………岐阜薬科大学
一
漁
村
の
家
族
的
性
格
ｌ琵琶湖に於ける漁村をモデルケ「スとして………京都女子大学藤田義憲
於
徳
島
大
学
学
芸
学
部
八
木
佐
市
中
島
龍
太
郎
上
田
一
雄
小
原
力
光
川
晴
之
土
田
英
雄
さ
わ
の
ぼ
り
ざ
篭
の
り
沢
登
定
教
長
谷
川
寅
雄
山
根
常
男
横山亮一
大
橋
燕
青
井
厚じょ
う
じ
棚
瀬
襲
爾
7４（73）
一一一四五一ハセ
第
三
室 一一一一一四五一ハセ
第
二
室
第
一
室
午
後
の
部
二
時
～
四
時
）
一宗教的人間の定型………………………・…………・…・龍谷大学
二
宗
教
改
革
期
に
お
け
る
西
南
ド
イ
ツ
社
会
…
…
…
…
．
：
…
…
徳
島
大
学
三
近
代
初
期
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
阪
女
子
大
学
二
播州三木に於ける金物工業労働力の構成……………関西学院大学・
公
営
企
業
に
お
け
る
京
都
交
通
労働組合と神戸交通労働組合の比較………………神戸市役所
徳
島
郷
土
社
会
の
研
究
に
つ
い
て
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
社会学に於ける実験的方法について……・……・…・…和歌山大学
面接調査における調査員バイアスに就いて．……・・…大阪大学
農村社会福祉の問題……：：……………・・……………立教大学
原
爆
孤
児
の
類
型
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
広
島
大
学
子供集団の形成と解消Ｉ教育社会学の歩み！…す。…
教育社会学に於ける歴史的方法……．．……………・…徳島大学
デューイにおける個人と社会…………………………徳島大学
ズ
ナ
ニ
エ
ヅ
キ
の
社
会
学
の
立
場
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同
志
社
大
学
「福祉社会学の構想」方法論を中心として．、……・…・神戸女学院大学
「社会」の実存学的把握の試み………………………岐阜大学
社会構造の把握の一一つの方向…………・…．：…・・……大阪市立大学
む
ね
あ
き
ら
鈴木一不憲
富
木
健
輔
阪
井
敏
郎
も
と
し
ろ
う
定
平
元
四
良
藤
田
正
雄らんす
い
笠
井
藍
水
西
田
春
彦
領
家
穣
田
中
直
彦
横
山
定
雄
中野清一
ま
ず
だ
桝
田
登
粟
津
龍
智
平
木
正
直
橋
本
真
さ
き
ぺ
た
け
と
し
雀
部
猛
利
松
野
達
雄
安
西
文
夫
(74）７３
社会学伝来考
牟泣
|咳ざ
町：
う
鳴
門
市
六
月
二
十
九
日
（
日
）
徳
島
市
六
月
二
十
八
日
（
土
）
蔵内数太の閉会の辞のあと、会員懇親会（午後四時～六時）がおこなわれた。なお大会の両日、つぎの都市や町で公開講演会が開催された。
戦後の社会心理・・…………・…………………………………………………………蔵内数太
社
会
学
と
経
済
学
と
の
交
渉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
田
保
馬
福祉に於ける社会と経済・…・……………………………………………‐…………竹中勝男
未定………………………………………………………………：…………………・森戸辰男
社会的流動………………………………・………………………………’：：………林恵海
流
行
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
臼
井
二
尚
五
マ
ス
・
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
近
代
社
会
…
…
…
…
…
…
神
戸
大
学
六
人
間
苦
と
社
会
苦
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
徳
島
大
学
七
愛
国
心
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
京
都
大
学
四
近
代
社
会
と
ア
ノ
ミ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
関
西
学
院
大
学
岡
本
千
秋
西
村
勝
彦
富
野
敬
邦
臼
井
二
尚
7２（75）
ま
た
新
た
に
「
関
東
社
会
学
会
」
が
発
足
し
、
九
月
二
十
七
日
日
本
大
学
法
文
学
部
に
お
い
て
創
立
総
会
と
記
念
講
演
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
日
本
社
会
学
会
」
第
二
十
五
回
大
会
は
、
十
月
二
十
五
日
（
土
）
、
二
十
六
日
（
日
）
の
両
日
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
東
京
教
育
大
学
と
東
京
大
学
で
あ
る。今回の発表は「基礎理論」と「特殊研究」の二部にわかれた。
第
一
日
十
月
二
十
五
日
土
曜於
午
前
開
会
の
辞
基
礎
理
論
の
部
池
田
町
実
態
調
査
の
問
題
（
そ
の
一
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
統
計
数
理
研
究
所
人
間
生
態
学
の
現
状
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
慶
応
義
塾
大
学
心理学的社会関係えの疑問……・…・…・・…・………・………大阪学芸大学
行為の社会性について…・……・……………………・………高野山大学
社会階級の後天的原因に対する一考察…………・………：麗沢短期大学
当
面
す
る
家
族
問
題
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
。
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
山
隆
日本文化の重層性について……・………………・・…・……………………………：大道安次郎
日本の人口問題・…：………………………………………．．…・……………………中野精一
東
京
教
育
大
学
文
学
部
教
室常
務
理
事
林
恵
海
西
平
重
喜
矢
崎
武
夫
横山亮一
中
野
三
郎
甲
良
茂
雄
(76）７１
社会学伝来考
特
殊
研
究
の
部
人
口
関
西
衛
星
都
市
の
性
格
特
殊
研
究
の
部
漁
村
特
殊
研
究
の
部
文
化
お
よ
び
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
漁
村
家
族
の
研
究
…・・………………・…大阪市立大学
ｌ
半
農
半
漁
型
漁
村
に
於
け
る
家
族
ｌ
外海村と内海村ｌ渥美半島の場合Ｉ…・・・・……・・…・・…・愛知大学
末
子
相
続
よ
り
長
子
相
続
へ
ｌ
湊
部
落
実
態
調
査
ｌ
…
…
…
：
鹿
児
島
大
学
通婚圏調査における問題点…………・・……………………・広島大学
。…・・・…・・…｜鮒棚社》
天
草
一
漁
村
の
研
究
ｌ
特
に
漁
携
と
集
団
構
成
の
関
係
に
つ
い
て
ｌ
漁
村
社
会
の
体
制
．．…・…早稲田大学
ｌ
伊
豆
半
島
西
海
岸
に
お
け
る
漁
民
部
落
の
二
つ
の
型
Ｉ
北海道漁村調査の諸問題…………：………・…………：．…北海道学芸大学
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
一
考
察
…
…
…
：
。
…
…
日
本
大
学
意見形成の媒体について：……………．．…・…・……………中央大学
社会的障壁……………：………………・・……・……・………福岡商科大学
新聞紙の指導性について………・…………・……………・…東京大学
文化模倣の社会心理………・………・…・……：…・……．．…・早稲田大学
医師の世襲について……………．．……・……………………南山大学
『
社
会
分
化
』
に
関
す
る
一
課
題
……・………・……・神戸大学
ｌ
ジ
ン
メ
ル
の
諸
説
を
中
心
と
し
て
ｌ
個人。社会及び社会制度…………・・………………………・日本大学
ｌ豊中市調査報告ｌ……・……：…早稲田大学
川
崎
恵
琉
中
垣
昌
美
一州細鰕壱
近
江
哲
男
大
橋
蕪
秋
葉
隆
大山彦一
八
木
佐
市 いなら
飯
野
稲
城
芥川集一
佐
藤
智
雄
今崎秀一
三
崎
教
伊
藤
安
二
小
関
藤
一
郎
向
井
利
昌
馬
場
明
男
7０（77）
特
殊
研
究
の
部
農
村
ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
村
落
共
同
体
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
外
国
語
大
学
北海道農村社会構造の素描……………………・……：……北海道学芸大学
天
龍
峡
谷
に
お
け
る
一
山
村
の
社
会
構
造
・
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
愛
知
学
芸
大
学
開
拓
部
落
の
実
態
ｌ
渥
美
半
島
の
場
合
１
．
．
…
・
…
………………愛知大学
午
前
の
部
の
発
表
が
お
わ
っ
た
の
ち
昼
食
と
な
っ
た
。
つ
づ
い
て
午
後
の
部
二
時
～
五
時
半
）
が
は
じ
ま
っ
た
。
農業家族に於ける妻の地位…………・…・……………・……東北大学
農
村
共
同
体
と
近
代
工
場
の
関
係
は
じ
か
み
む
ら
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
和
歌
山
大
学
ｌ
和
歌
山
県
椒
村
の
場
合
Ｉ
北
九
州
農
村
に
お
け
る
農
業
労
働
力
の
構
造
所謂『通勤農家』と農業雇用労働者を中心として……福岡県立東筑高校原宏
古
代
フ
ラ
ン
ス
の
消
長
（
盛
衰
）
と
人
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…
早
稲
田
大
学
人
口
問
題
研
究
所
地域的通婚圏に関する一研究・……………・……………・
国
立
公
衆
衛
生
院
人
口
問
題
研
究
所
交
婚
関
係
か
ら
み
た
農
民
の
意
識
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
新
潟
大
学
東京都における被保護世帯の地域的分布に関する……
社
会
生
態
学
的
一
考
察
商
業
人
口
の
職
業
移
動
に
つ
い
て
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
人
口
問
題
研
究
所
長
沢
亮
太
ｌ
露
天
商
の
実
態
調
査
Ｉ
上野・浅草地区に於ける産業構造……：…………………・東京農工大学
岡村精一
並
に
そ
れ
に
基
く
人
口
流
動
－－人
口
問
題
研
究
所
国
立
公
衆
衛
生
院
-- 西
野
入
徳
館
稔
川
上
光
雄
上
田
正
夫
中
野
芳
彦
館
稔
駒
田
栄
小
森
哲
郎
東
谷
清
次
後
藤
和
夫
神
谷
力
川
越
淳
二
斎
藤
吉
雄
西
田
春
彦
(78）６９
社会学伝来考
特
殊
研
究
の
部
社
会
病
理
特
殊
研
究
の
部
産
業
・
労
働
就労不就学児童の生活とその家庭的条件……：…………・神戸女学院大学
習
慣
か
ら
と
ら
え
た
少
年
問
題
１
ケ
イ
ス
の
と
り
か
た
…
…
…
…
東
京
少
年
鑑
別
所
少年犯罪者の職業及び職業適応について…・…………・…・立教大学
欠損家庭と少年非行ｌ調査報告Ｉ……・……・・・……：……東京学芸大学
社
会
病
理
学
研
究
法
の
一
例
…
…
…
…
大
阪
市
立
大
学
桑
畑
勇
吉
ｌ
事
例
研
究
法
と
統
計
研
究
法
の
関
連
に
つ
い
て
Ｉ
近
代
社
会
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
・
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
大
阪
市
立
大
学
児
童
に
お
け
る
反
抗
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
国
立
精
神
衛
生
の
形
成
要
因
に
つ
い
て
研
究
所
個人分解について………：……………………・・・・…………東北大学
社
会
事
業
と
労
働
運
動
の
分
岐
１
片
山
潜
の
場
合
・
・………・……大正大学
技術的環境と人間労働・……・………………・………………上野学園短期大
日本における地域労働組合について・・……．………………・神戸市役所
工
場
労
務
者
の
経
営
及
び
組
合
に
対
す
る
帰
属
意
識
の
測
定
…
…
東
京
大
学
労働条件とモラール……………・………………・・・・・………大阪市立大学
炭
鉱
に
お
け
る
監
督
方
法
と
生
産
意
欲
…
…
．
：
…
…
…
…
…
…
…
東
京
大
学
炭鉱労務者の苦情調査………………：………・・・・．．…・……労働科学研究所
前近代的工場における労働者の欲求不満・……………：…慶応義塾大学
よ
う
ざ
よ
う
名
古
屋
市
に
お
け
る
窯
業
工
場
に
関
す
る
社
会
学
的
調
査
．
：
．
：
名
古
屋
工
業
大
学
農村の集団的統一性の基礎：．…・……………・…………・…大谷大学
￣￣ 田
中
清
助
藤
田
正
雄
一關蜥邦鮒
岸
戸
護
一零細汁“
三
枝
幹
夫
米
山
桂
三
富
田
嘉
郎
松牛田雀
浦窪村部
孝健猛
作浩二利
佐
々
木
徹
郎
森
好
夫
横
山
定
雄
有
賀
燕
吉田久一 よしす
け
池
田
義
祐
6８（79）
第
二
日
十
月
二
十
六
日
日
曜於
東
京
大
学
法
文
経
教
室
特
殊
研
究
の
部
教
育
・
宗
教
午
前
基
礎
理
論
の
部
一ホップハウスに於ける国家理論………：……………・山形大学
二加藤弘之の社会学説……………………………………関西学院大学
一一一闘争の倫理………：………………………・…・……・・…都立一一一田高校
天皇イデオロギーについての一考察………………・……：日本大学
平和の条件の社会学的分析………………・……・…………・岐阜大学
市民社会の理念としてのロゴ冒昌。。………：……………・横浜国立大学
道徳社会学の展開…・……・…………・・……・……・・…：……姫路工業大学
家族関係と原爆影響．．………：………………………函・…｜嘩鵬壯騨鑑別所
リーダーシップについて．…………………：…・……・・……中央大学
教
育
の
社
会
的
基
底
と
し
て
の
北
海
道
立
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
リ
ア
の
形
成
に
関
す
る
研
究
研
究
所
法
華
経
に
お
け
る
四
つ
の
人
間
類
型
……………………・・・……立正大学
Ｉ
仏
教
社
会
学
研
究
ノ
ー
ト
ー
イ
ン
ド
の
宗
教
と
社
会
………・…・………・立正大学
ｌ
ウ
ェ
ー
バ
ー
宗
教
社
会
学
の
一
問
題
Ｉ
明
治
時
代
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
教
育
…
…
…
東
京
学
芸
大
学
田
村
栄
一
郎
ｌ教育の社会的背景についての歴史的一考察Ｉ
中野清一
井
上
彌
太
郎
加
藤
正
泰
斎
藤
兵
市
深
田
弘
松
野
達
雄
銅
直
勇
長
谷
川
寅
雄
久
保
田
正
文
沼
義
昭
谷
田
部
文
吉
定
平
元
四
良
鈴
木
晋
〉
(80）６７
社会学伝来考
なわれた。
閉
会
の
辞
は
臼
井
二
尚
が
の
べ
、
午
後
四
時
か
ら
五
時
半
ま
で
会
員
に
よ
る
懇
親
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。
四
唯
物
史
五
現
代
社
六
ア
メ
リ
七
実
証
主
特
殊
研
究
の
部
このあと休憩をとり、のち午後の部（十二時～三時）がはじまると、「東京における社会的成層と社会意識の調査研究」についての発表がおこ
「
都
市
人
口
部
会
」
に
お
い
て
は
、
東
京
都
を
中
心
に
し
て
、
都
側
と
学
会
側
と
で
討
論
会
が
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
東
京
都
側
：
。
…
…
…
磯
村
英
一
武
富
己
一
郎
島
岡
静
二
郎
津
野
清
海
学
会
側
…
・
・
…
・
…
…
岡
崎
文
規
館
稔
林
恵
海
西
野
入
徳
三
原
信
一
鈴
木
二
郎
近
江
哲
男
日
比
行
一
座長……・…・……・奥井復太郎
東京都側…………磯村英一
六五四三二
山
村
の
聚
落
結
合
の
血
縁
的
要
因
に
つ
い
て
…
：
．
…
…
…
…
東
京
学
芸
大
学
積
雪
地
帯
に
お
け
る
村
落
実
態
調
査
の
諸
例
…
…
…
…
…
…
新
潟
大
学
焼
畑
に
依
存
す
る
甲
州
一
山
村
に
お
け
る
親
分
子
分
関
係
…
山
梨
大
学
対馬村落における同族と身分・…………・…………・…熊本大学
農
村
分
家
の
類
型
ｌ
東
北
農
村
の
事
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
東
北
大
学
封建制と家産制………・…………・…．．…：……………東北大学
実
証
主
義
へ
の
反
省
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
中
央
大
学
唯物史観と発展思想…………．．………・………………日本経済短期大学
現
代
社
会
学
の
批
判
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
………………・早稲田大学
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
問
題
と
動
向
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
同
志
社
大
学
竹中服阿木管
内村部部原野
利正治：政健
美夫則？太太正
郎郎
桑
原
博
隆
井
伊
玄
太
郎
難
波
紋
吉
綿
貫
哲
雄
6６（81）
「九学会連合」の大会が五月十日、十一日の両日、国立博物館講堂で開催された。共同研究の課題は、”交通“と〃労働〃であった。
来
日
中
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
教
授
ジ
ョ
ー
ヂ
。
Ａ
・
ラ
ン
ド
バ
ー
グ
に
よ
る
講
演
「
社
会
事
象
に
対
す
る
科
学
的
研
究
方
法
の
変
遷
に
つ
い
て
」
が
、
五
月
二
十
四
日
東
洋
大
学
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
聴
講
者
は
約
八
十
名
で
あ
っ
た
。
館においておこなわれた。聴講者は約五十名であった。
昭和二十四年（’九四九）九月五日から十日にかけて、「国際社会学会」（英・冒奇菖具自己の。§｛（国８－』§＆貝ご苫・仏・肝９国員（§
冒討曾島ミミ⑮烏ｍＣ５｛（国⑩略して二ｍという。本部はオスロー）が、昭和十二年（一九一一一七）以後絶えておこなわれなかったユネスコの主催のも
とに開催された。参加国は二十一ヶ国であった（『社会学評論２』第一巻第二号、昭和妬・９）。
「国際社会学協会」冒膏ミミミミ冒切昏員慰具の。§（（週‐一
本
年
九
月
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、
そ
の
第
十
四
回
大
会
を
開
催
し
た
。
一
方
、
国
内
に
目
を
む
け
る
と
、
五
月
十
三
日
と
十
四
の
両
日
、
題は”東京“、十四日のそれは〃家“であった。
昭和二十八年（一九五三）
昭和二十七年（一九五二）
「日本社会学会」の研究例会は、来日中のボルドー大学教授ジャン・ステッッェルが「フランス社会学の近況」と題して、三月二十九日学士会
昭
和
二
十
五
年
二
九
五
○
）
ｓ§冒昏冒亘斎昏員⑩具のＣａ己（電‐ヨ
第
四
回
「
八
学
会
連
合
」
大
会
が
、
国
立
博
物
館
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
十
三
日
の
共
同
課
で昌一の）主催の「国際社会学大会」（冒亀冒昌・§｛ｇ信忌脇＆ぬ。§一○国）が十数年ぶりで
(82）６５
社会学伝来考
「関東社会学会」の第三回研究例会が、四月一一十八日日本大学において催された。
都
市
の
典
型
概
念
的
分
析
の
方
法
に
つ
い
て
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
シ
カ
ゴ
大
学
矢
崎
武
夫
「
関
西
社
会
学
会
」
の
第
四
回
大
会
は
、
五
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
両
日
、
名
古
屋
の
南
山
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
計
九
十
八
名
の
学
会
員
な
ら
び
に
多
数
の一般傍聴者が参加した。三十九名の報告者がおり、｜一室にわかれて研究発表をおこなった。
第
一
室
第
一
日
五
月
二
十
五
日
土
曜於
南
山
大
学
第
二
室
科
学
と
宗
教
と
哲
学
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
名
古
屋
工
業
大
学
社会統制論の系譜…・…・………・…………………．．…・……大阪学芸大学
社
会
体
制
と
教
育
類
型
（
そ
の
二
……………………：・・・・…神戸市立須磨高校
ｌ
教
育
社
会
の
基
本
的
性
格
Ｉ
マックス。ウェーバーに於ける社会的行為の合理性と…一一一重大学
非
合
理
性
行動の基礎研究……・・………・……………………・………：名古屋大学
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論
に
お
け
る
術
語
の
二
、
三
に
つ
い
て
…
同
志
社
大
学
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
開
会
の
辞
文化の世界的関連性に関する一考察……・…・……・・…・…・稲沢女子短期大学野一色利衛
マックス。ウェーバーの価値概念の諸相とその社会学…岐阜大学
と
の
関
係
小
口
信
吉ざく
じ
伊
藤
規
矩
治
池
田
長
三
郎
士
田
英
雄
桝
田
登
松
野
達
男
長
谷
川
昭
彦
臼
井
二
尚
6４（83）
第
二
室
第
一
室
このあと日本社会学会理事と関西社会学会委員らによる午さん会が同大学の会議室で開かれた。
国昌一皀亘の。【、昌薗【一目に就いて……：……・………………神戸女学院大学
名
古
屋
市
に
於
け
る
離
婚
に
就
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
南
山
大
学
ソⅣ理川赴》霧蝋鮒囎議鵬襲熱撤泙…大阪市立大学
社会心理学の性格に就いて…’…………・……・……………甲南大学
漁
村
に
於
け
る
二
つ
の
社
会
構
造
…・・………・近畿大学
ｌ
特
に
和
歌
山
市
雑
賀
崎
田
野
を
中
心
と
す
る
Ｉ
村
落
に
於
け
る
宗
教
の
社
会
的
機
能
か
く
Ｕ
よ
う
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
京
都
工
芸
繊
維
大
学
豊
島
覚
城
ｌ
愛
媛
県
富
郷
村
の
実
態
調
査
Ｉ
ソシオメトリィに関する一考察…………………………・・・和歌山大学
村落社会福祉実態調査の問題………・・・・・…・…・…・………・徳島大学
発明………………………・…・・………………………………姫路工業大学
日本に於ける沿岸及び沖合漁業の保全に関する調査……慶応義塾大学
Ｉ
特
に
九
十
九
里
浜
漁
村
を
対
象
と
す
る
Ｉ
午後の部（一時～三時）
生徒集団に作用する階級的因子に就いての研究…………愛知学芸大学橋爪貞雄
愛知県定時制高等学校の実態と問題点に就いて…・…：…愛知数官文化研究所青木義憲
滋賀県に於ける学校卒業生の動向に就いて………………滋賀大学
土
屋
貞
蔵
増
田
光
吉
雀
部
猛
利
山
根
常
男
大
橋
蕪
米
山
桂
三
長
谷
川
寅
雄
西
田
春
彦
富
野
敬
邦
川
崎
恵
琿
(84）６３
社会学伝来考
このあと会員の懇親会（三時～六時）が、同大学の会議所において開かれた。また日本社会学会理事と関西社会学会委員の懇談会（七時～九
時）が開かれた。
第
二
室
第
一
室
都心社会の性格……………………・………．．…・…：………東京都庁
名
古
屋
に
於
け
る
少
年
犯
罪
の
分
布
に
就
い
て
…
．
．
…
・
…
…
…
…
名
古
屋
少
年
鑑
別
所
金
沢
市
に
於
け
る
地
域
と
犯
罪
と
の
関
係
に
就
い
て
…
・
…
…
…
：
金
沢
大
学
都市社会に於ける通婚圏に就いて，………・…・……………大谷大学
社
会
変
動
論
に
関
す
る
一
考
察
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
神
戸
大
学
向
井
利
昌
中国の武将類型…・…………………・・・…・……………：：…滋賀大学
大
谷
孝
太
郎
階級意識の諸相…．．…・・・……・・……………・………・………大阪社会事業短期大学中本博通
民主々義的計画化と自由…………………・…………・・……同志社大学
小
松
堅
太
郎
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
第
二
日
五
月
二
十
六
日
日
曜於
南
山
大
学
医師と世襲（小都市の場合）……………・……・…：・・・：…南山大学
家庭環境と性格の関係に関する一調査・…・・………………大阪市立大学
封
建
道
徳
に
表
れ
た
わ
が
国
近
世
の
夫
婦
関
係
…
…
…
…
…
…
…
京
都
大
学
￣￣ 藤
田
弘
人
四
方
寿
雄
池
田
義
紡な
が
し
け
佐
々
木
永
滋
磯村英一
姫上小
岡子関
勤武藤
次一
郎
6２（85）
た
◎
よ
う
ぎ
ょ
う
》
午
後
は
研
究
報
告
が
な
く
、
瀬
戸
市
内
の
窯
業
（
陶
磁
器
、
ガ
ラ
ス
、
セ
メ
ン
ト
、
レ
ン
ガ
な
ど
の
製
造
）
工
場
や
名
古
屋
港
な
ど
を
見
学
し
た
。
な
お
、
大
会
に
先
立
って、つぎの都市で公開講演会（午後一時～三時）が開催された。
岐
阜
市
五
月
二
十
四
日
日
曜
名
古
屋
市
五
月
二
十
三
日
土
曜
当日、合併教室において、「渥美半島における沿海漁村の綜合的調査に関する報告」（午前十時四十分～十二時）が、左記のテーマでおこなわれ
民
主
的
教
育
の
理
想
と
現
実
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
難
波
紋
吉
水と社会・…………：…………………・・……………………・……・…・…………・…白井――尚
文化の接触に就いて………・…・・…………………・…………………・……・………蔵内数太
Ｉ
東亜と西亜の自然と社会………・……………………・…・…………・…………：…白井一－尚
序説・…………………………………・…………・…・・・………愛知大学
家
族
の
構
造
と
機
能
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
同
村落の類型……………・…：…………………………………同
信仰と行事……：………………・・…………・…………・……同
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
同
秋
葉
隆
川
越
淳
二
村武精｜
秋
葉
隆
島
本
彦
次
郎
(86）６１
社会学伝来琴
「
関
東
社
会
学
会
」
の
第
四
回
研
究
例
会
が
、
五
月
三
十
日
日
本
大
学
に
お
い
て
催
さ
れ
た
。
集
団
構
造
の
概
念
と
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ー
……・・…・………………横浜国立大学
大
塩
俊
介
に
よ
る
分
析
の
一
例
「西部社会学会」の第十一回大会は、五月三十日、一一一十一日の両日、九州大学文学部で開催された。会員および一般来聴者四十八名が参加し、
左記の研究発表がおこなわれた。二日目は午後一時より総会がひらかれ、つづいて懇親会が催され、午後五時大会は終了した。
午
後
の
部
二
時
～
四
時
）
第
一
日
五
月
三
十
日
土
暇
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
於
開
会
の
辞
こ
の
あ
と
昼
食
と
な
り
、
つ
づ
い
て
委
員
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。
炭
坑
住
宅
街
の
社
会
的
構
成
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
福
岡
県
立
東
筑
高
校
原
宏
沈
み
ゆ
く
村
－
１
中
‐
間
報
告
Ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
熊
本
短
期
大
学
藤
野
隆
一
山
村
の
構
造
ｌ
特
に
国
有
林
設
定
過
程
を
中
心
と
し
て
…
…
…
宮
崎
大
学
高
倉
又
二
種
子
島
マ
キ
の
構
造
と
変
動
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
鹿
児
島
大
学
大
山
彦
一
近郊農民の社会的態度…・……：…………………・………：九州大学
内
藤
莞
爾
ズ
ナ
ニ
エ
ッ
キ
の
分
析
的
帰
納
論
理
に
つ
い
て
…
…
…
：
…
…
・
…
九
州
大
学
芸能に於ける世襲制について……………・…・…・…………鹿児島大学
人間関係の等磁力的（一のＣｓ目曰一つ）測定試案・・…・………熊本短期大学
夫
婦
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
福
岡
商
科
大
学
九
州
大
学
吉
野
清
人
余
宮
道
徳
真
鍋
隆
彦
大薮寿一
今崎秀一
6０（87）
第
一
部
会
協同組合社会の理念について…．：．…・………・……………電気通信大学
人口政策について…………・…・・…・……・…………………・早稲田大学
宛の｜昌目について：………………・………………・……・…・衆議院専門委員
社会と模倣……・……：…………・………………………：…早稲田大学
午前の部（九時～十二時）
開
会
の
辞
第
一
日
六
月
五
日
金
曜
こ
の
あ
と
昼
食
会
と
な
り
、
つ
づ
い
て
午
後
の
部
（
一
時
～
三
時
）
が
ひ
ら
か
れ
た
が
、
研
究
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
三
時
半
よ
り
懇
親
会
が
ひ
ら
か
れ
、
午
後
五
時
盛
会
の
う
ち
に
大
会
は
終
了
し
た
。
「関東社会学会」の第一回大会は、六月五日、六日の両日、横浜市立大学経済研究所において開催された。
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
第
二
日
五
月
三
十
一
日
日
曜
文
化
の
保
持
と
変
化
……・・・…九州大学
－
「
義
理
」
と
「
義
務
」
と
の
継
起
、
並
存
、
代
替
８
皀
己
の
の
意
義
を
『
母
系
よ
り
父
系
へ
の
転
換
期
に
於
け
る
も
の
と
な
す
説
』
の
批
判
に
就
い
て
社会理論について。…・……………・…………：……・………長崎大学
死
と
社
会
ｌわが古代社会を中心とした宗教社会学的一考察……広島大学
自
殺
に
つ
い
て
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
山
口
大
学
横
浜
市
立
大
学
経
済
研
究
所
長
真
板
一
郎
福
岡
県
立
田
川
南
高
校
真
板
一
郎
西
之
入
徳
円
地
与
四
松
伊
藤
安
二
徳
永
新
太
郎
中
西
定
雄
渡
瀬
浩
野
口
隆
近沢敬一
(88）５９
社会学伝来考
第
二
部
会
第
一
部
会
少
年
犯
罪
者
の
「
自
立
意
欲
」
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
立
教
大
学
牛
窪
浩
非
行
（
犯
罪
）
少
年
に
対
す
る
鑑
別
及
び
審
判
の
権
威
…
…
…
…
東
京
少
年
鑑
別
所
田
村
健
二こうじ
強
盗
少
年
に
関
す
る
考
察
ｌ
そ
の
社
会
的
貧
困
に
つ
い
て
…
…
…
東
京
教
育
大
学
柏
熊
岬
一
一
覚醒剤使用少年の社会学的研究…・……：．………・……・…東京家庭裁判所一一一野亮
炭鉱町と非行少年の問題……・・…・…・・・……………………国立精神衛生研究所紀幸子
生
活
保
護
制
度
の
比
較
研
究
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
小
島
幸
治
か
ず
え
街娼成立の社会的要因……：……：…・…………：：…・・・…日本大学
柿
島
一
三
社
会
現
象
の
力
学
的
解
釈
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
大
学
ニュース・ソースの表現と社会意識…・……．．……………日本経済新聞
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
諸
観
察
…
…
…
…
…
東
京
大
学
午
後
の
部
第
二
部
会
村落社会構成と農地改革・・・・……………。：．…・……………東京大学
地域社会における教育的関心の分析………・……：．…・…・千葉敬愛短大
漁業形態と家族制度Ｉ新潟県三島郡野積における………新潟大学
大
家
族
制
に
つ
い
て
近世農村に於ける均分相続ｌ南関東の場合・・…・・…・・……東京教育大学
甲州一山村に於ける親分層の交替・………………・……｜刺榊鍬群大学
社会概念の市民的系譜…………………・・……・……………横浜国立大学
銅
直
男
￣￣ 山
野
井
梅
三
中
野
芳
彦
浅
香
幸
雄
服
部
治
則
森
岡
清
美
塚
本
哲
人
松
原
治
郎
浜
屋
正
男
深谷憲一
Ｍ
・
パ
ー
ク
5８（89）
昭和二十九年（’九五四）
「西部社会学会」の第十二回大会は、五月一一十二日、二十一一一日の両日、熊本市熊本短期大学において開催された。会員三十五名および一般来聴
第
二
部
会
二
日
目
の
午
後
の
部
に
お
い
て
は
、
「
都
市
に
お
け
る
犯
罪
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ひ
ら
か
れ
、
つ
い
で
総
会
、
懇
親
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。
第
二
日
午
前
の
部
第
一
部
会
アメリカにおける人種問題研究の方向………．．………・…東京大学
東京の生態学的形態……・…………………………・…・……シカゴ大学
都市の圏状社会…・………………………………………・…・東京都立大学
問
屋
町
の
動
態
的
考
察
１
Ｍ
市
社
会
調
査
を
通
し
て
…
…
…
…
…
慶
応
義
塾
大
学
カリタース的形態と日本絶対主義－１廃仏殿釈と…・…：
国
益
的
社
会
観
の
形
成
パースナリティ研究における一問題………・……：………早稲田大学
政治社会学の問題ｌ指導者論……・……・…………………・立正大学
デュルヶームにおけるショウズに就て……・……・………・慶応義塾大学
Ｊ
・
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
二
つ
の
も
の
Ｉ
社
会
思
想
史
…
…
…
…
…
日
本
大
学
へ
の
一
断
念
マヌファクチュァ的分業について……………・……・・……通産省
てまりうたとロヵリティ！…・……：………………・・……立教大学
六
月
六
日
土
曜
（九時～十二時）
岩
男
耕
三
矢
崎
武
夫
磯村英一
脊
沼
吉
松
森
村
勝
江
川
美
江
三
友
雅
夫
仲
康
深
町
弘
吉
田
久
一
桜
井
芳
郎
(90）５７
社会学伝来考
者の来会をえた。
このあと昼食をとり、つづいて午後の部二時半）となり、熊本市内見物をおこなった。午後五時二十分より、分員宿舎・水前寺荘で総会と懇
親会が催され、午後十時解散した。
第
一
日
五
月
二
十
二
日
土
曜於
熊
本
短
期
大
学
開
会
の
辞
熊
本
短
期
大
学
長
ソシオメトリーの問題点……・・………………………・……九州大学
農村社会に於ける児童の実態について：：…：……………小倉西南女学院
世帯構成に於ける非家族人員について……………………佐世保商短大
北九州農村の労働力の給源……．：…・・…：…・……・………福岡県東筑高校
第
二
日
五
月
二
十
一
一
一
日
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
職
業
と
社
会
意
識
ｌ
社
会
的
方
程
式
………・……：：：》・………大分大学
ｌ
協
調
へ
の
道
Ｆの四目昌威（とＰの恩一一（算について
１Ｍ・ウューバー支配社会学の一問題…：……．………九州大学
日本社会の原始的基底：…………・・………………：…：：：熊本女子大
貧民窟の自殺傾向・………………………………・……・……山口大学
営
理
論
に
お
け
る
生
物
学
的
ア
ナ
ロ
ジ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
長
崎
大
商
短
大
部
渡
瀬
浩
ｌ
経
営
社
会
学
の
問
題
点
Ｉ
日
曜
--余
宮
道
徳
布
村
一
夫
近沢敬一
富
来
隆
た
め
の
す
け
関
為
之
祓
高
橋
守
雄
西
山
美
瑳
子
田
代
栄
二
山
本
文
夫
は
ら
ひ
ろ
ご
け
い
原
宏
五
経
5６（91）
講
演社
会
科
と
民
俗
学
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
熊
本
短
期
大
学
人間生態学的研究……・……………………………・……・…岡山大学
社会科と歴史・………：…………………：…・…：…………・熊本大学
委員長喜多野清一の閉会の辞をもって、第十二回大会は終了した。
な
お
五
月
二
十
四
日
（
月
）
に
は
、
熊
本
市
五
福
小
学
校
講
堂
に
お
い
て
講
演
（
十
時
～
十
二
時
）
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ニ
時
～
五
時
）
が
ひ
ら
か
れ
た
。
こ
の
あ
と
昼
食
と
な
り
、
つ
づ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
あ
と
昼
食
と
な
り
、
つ
づ
い
て
午
後
の
部
二
時
半
～
五
時
）
が
ひ
ら
か
れ
た
。
非血縁分家に就いての一考察…………………・…・………・高知短大
開拓村の構造………・…・………………・……………………宮崎大学
近世天草村落の社会と人口：………………………………・熊本大学
戦
後
須
恵
村
の
社
会
人
類
学
的
研
究
Ｉ特に政治・社会意識の構造……………………………熊本県人吉高校
豊後沿岸農村における共同体について。…・………………．
傍
観
者
と
実
践
者
道徳規範の形成に於ける………………………・・・…九州大学
都市化の指標に関する一考察………………………………岡山大学
一般教養の社会学について（講話〉……・……………・…・日本社会学会
丸
山
学
古
屋
野
正
伍
原
田
敏
明
佐
藤
節
二
宮
哲
雄
高
倉
又
二
中
村
正
夫
牛
島
盛
光
徳
永
新
太
郎
古
屋
野
正
伍
林
恵
海
会
長
(92）５５
社会学伝来考
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
モ
リ
ス
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
』
大
。
京
大
・
東
北
大
に
お
い
て
講
演
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
を
お
こ
な
っ
た
。
前
年
十
月
に
発
足
し
た
「
東
北
社
会
学
会
」
は
、
第
一
回
の
大
会
を
（
六
月
五
日
［
土
］
、
六
日
［
日
］
）
東
北
大
学
に
お
い
て
開
催
し
た
。
会
員
数
七
十
一
名
ち
ゅ
う
四
十
九
名
が
参
加
し
、
ほ
か
に
一
般
傍
聴
者
も
多
数
来
会
し
た
。
大
会
ち
ゅ
う
、
十
三
の
研
究
発
表
と
林
恵
海
会
長
の
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明である。
「
西
部
社
会
学
会
」
の
第
十
三
回
大
会
は
、
五
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
両
日
、
島
根
大
学
文
理
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
会
員
二
十
五
名
お
よ
び
一
般
来
聴
者
の
来
会
を
え
た
。
来
賓
と
し
て
、
日
本
社
会
学
会
よ
り
、
蔵
内
数
大
理
事
、
関
西
社
会
学
会
を
代
表
し
て
、
大
道
安
次
郎
の
参
加
を
え
た
。
第
一
日
五
月
二
十
一
日
土
曜於
島
根
大
学
文
理
学
部
昭和三十年（一九五五）
開
会
の
辞
社会科と社会調査・…・・……・・………………・………………九州大学
英国に於ける地域社会研究・・・・・…………：：………………九州大学
態
度
調
査
の
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
州
大
学
日本の村の調査・……………・…………・……………………熊本大学
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
ク
教
授
が
来
日
し
、
｜
月
八
日
よ
り
三
月
十
日
ま
で
滞
日
し
、
こ
の
間
に
東
大
・
慶
大
・
早
大
・
日
大
会
会
長
・
島
根
大
学
学
長
山
根
新
次
喜多野清一
執
行
嵐
内
藤
莞
爾
中
村
正
夫
5４（93）
第
二
日
五
月
一
一
十
一
一
日
日
曜
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
このあと昼食をとり、つづいて午後の部（一時～三時）となり、研究報告がおわると、市内を参観した（一一一時～五時）。
一
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
お
け
る
社
会
階
層
論
の
問
題
点
…
…
…
九
州
大
学
二
近
世
初
期
検
地
と
村
落
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
高
知
大
学
一一一兼業農家の一考察…：．：…・……・……………：………東筑高校
四
天
草
漁
村
の
社
会
構
造
と
そ
の
歴
史
的
背
景
…
…
…
…
…
…
熊
本
大
学
佐
嘉
城
下
人
別
カ
マ
ド
帖
に
お
け
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
世
保
商
科
短
大
身
分
別
家
族
構
成
に
つ
い
て
産業機構における］貝。【【息］宛①一目Ｃ皀印の研究…・・・・…・…・…九州大学
岡
山
市
の
生
態
的
構
造
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡
山
大
学
選
挙
社
会
学
の
一
考
察
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
女
子
短
大
産
業
合
理
化
に
関
す
る
一
考
察
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
口
大
学
未開社会に於ける卑○目の房曰の社会的機能について……九州大学
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ー
に
お
け
る
集
団
の
扱
い
方
に
つ
い
て
…
…
…
…
九
州
大
学
大
根
島
の
調
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
島
根
大
学
自
殺
の
東
亜
的
形
態
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
．
：
…
：
…
…
…
…
山
口
大
学
鮫島政一
古
屋
野
正
伍
山
手
茂
潮
見
実
山
本
陽
三
二
宮
哲
雄
原
宏
中
村
正
夫
山
本
文
夫
近山西山
沢岡山中
敬栄美忠
一市嵯一
子
(94）５３
社会学伝来考
「日本社会学会」第二十八回大会は、十月十五日、十六日の両日、九州大学において開催された。参加会員は一八八名。昨年の研究報告者は九
二名であったが、ことしはそれをはるかに上まわり研究報告者は一○三名をかぞえた。
農
・
山
村
午後の部は、総会（一時～二時）と懇親会（二時～四時）であった。
午
前
の
部
（
九
時
社
会
学
の
方
法
第
一
日
十
月
十
五
日
土
曜於
九
州
大
学
人
口
・
民
族
葉
煙
草
生
産
Ｉ
近
代
末
期
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
大
学
に
お
け
る
備
後
国
未
渡
村
の
事
例
東
京
大
学
農村社会構造と農民の意識の型…………………………
ｌ
そ
の
機
能
的
分
析
新
潟
大
学
社
会
変
動
考
察
へ
の
二
途
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
北
大
学
ソシオメトリーにおける実験的方法の意義・…………：…九州大学
調査の妥当性・………………………………・………・………統計数理研究所
社会学的研究方法の一問題ｌ「中間の原理」……………立正大学
を
中
心
と
し
て
北
海
道
に
お
け
る
「
部
落
」
の
村
落
共
同
体
の
支
配
構
造
と
日本農村生活の主要な変化……………………・……・……・国際基督教大学□・因・口目肖Ｃ曰
（九時十分～十二時）
北
海
道
立
農
業
の
社
会
学
的
考
察
…
…
…
…
…
…
…
東
谷
清
次
研
究
所
上
田
一
雄
松
原
治
郎
大
橋
幸
蓮
見
音
彦
中
野
芳
彦
田
野
崎
昭
夫
西
山
美
嵯
子
西
平
重
喜
三
友
雅
夫
5２（95）
制
度
と
、
具
…
…
…
…
…
…
…
農
村
Ｓ
Ｓ
Ｍ
調
査
方
法
論
の
検
討
基
礎
理
論
政治集団と社会集団…：…………………………・…………関西大学
社会本質論について……：………………………・・・………・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
直
接
的
接
触
に
関
す
る
…
…
…
明
治
学
院
大
学
諸
問
題
「義倉社会法」について…………・…：。……：……………横浜国立大学
三分組織：…………………・…………・・…．．：…：。…………熊本女子大学
午
後
の
部
二
時
～
四
時
三
十
分
）
農村ＳＳＭ調査について………………・：・…：……………東京教育大学
有
賀
喜
左
衛
門
Ｕ
・
Ｓ
・
に
お
け
る
日
本
人
の
同
化
に
関
す
る
一
研
究
…
・
・
…
・
…
国
立
公
衆
衛
生
院
人
口
錯
覚
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
人
口
問
題
研
究
所
古代東洋の人口思想……・……………………………・……・早稲田大学
か
ま
ど
ち
よ
う
佐
嘉
城
下
人
別
竃
帖
に
お
け
る
年
令
構
成
に
つ
い
て
：
…
…
・
…
佐
世
保
商
科
短
大
外婚に関する諸学説の研究………………・・・………………南山大学
和
歌
山
県
調
査
に
つ
い
て
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
山梨県調査について………・・…・…………………：……一脈鯨赫》
…………，……・………・・…………・……………・東北大学
￣￣大
阪
大
学
大
阪
市
立
大
学
和
歌
山
大
学
駒
田
栄
館
稔
西
野
入
徳
山
本
文
夫
由
比
正
子
上林良一
桑
原
博
隆
館
逸
雄
銅
直
勇
布
村
一
夫
羽
田
新
福
武
直
服
部
治
則
か
ず
え
甲
田
和
術
山
本
登
西
田
春
彦
(96）５１
社会学伝来考
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
産
業
労
働
・
官
僚
制
宗
教
・
思
想
階級型産業と階層型産業…・…・……………・………・・…．｜輔鮒躯洲糊学
中小企業の社会的性格特に地域社会的視角から…・・・…慶応義塾大学
ビ
ュ
ロ
ク
ラ
シ
ィ
に
お
け
る
合
理
性
と
非
合
理
性
…
…
…
…
…
…
福
島
大
学
非型式的関係における里の国『・亘についての一考察……九州大学
官僚制の現代的課題．．………・………・…・……………・……九州大学
ムーァの産業社会学について………・……………・………・長崎大学
新興宗教の社会心理学的一考察……………・・：・・…………早稲田大学
北陸地方における識の調査………………・……・・…・……：金沢大学
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
反
動
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ナ
チ
ズ
ム
の
…・…：……女子経済短期大学
成
立
を
め
ぐ
っ
て
純門徒部落の宗教意識……・…………………………・……・愛知学芸大学
正
統
と
異
端
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
斗
争
の
一
様
相
…
…
…
…
…
…
…
神
奈
川
大
学
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
政
治
思
想
…
…
…
…
…
…
名
古
屋
大
学
ｌ
個
人
対
国
家
を
め
ぐ
っ
て
福
岡
県
調
査
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
：……………・九州大学
討
論
参
加
者
…
…
…
…
…
…
…
…
白
井
二
尚
高
倉
又
二
益
田
庄
三
大
山
彦
一
塚
本
哲
人
松
原
治
郎
喜
多
野
清
｜
中
村
正
夫
真
鍋
隆
彦
安
食
正
夫
安
藤
喜
久
雄
青
沼
吉
松
菅
野
正
鮫島政一
余
宮
道
徳
渡
瀬
浩
山
田
隆
夫
伊
藤
安
二
井
森
陸
平
佐
々
木
光
林
稲
苗
山
本
新
内
藤
莞
爾
小
山
隆
中
野
芳
彦
森
岡
清
美
角
節
郎
原
宏
5０（97）
「日本社会学会」第三十回大会は、八月十七日、十八日の両日、北海道大学において開催された。当日の参加者は、二三八名にのぼり、研究報
告
者
は
八
二
名
を
か
ぞ
え
た
。
両
日
の
午
前
・
午
後
の
部
会
は
一
七
、
い
ま
ま
で
の
最
大
の
数
で
あ
る
。
農
村
基
礎
理
論
漁
村
第
一
日
八
月
十
七
日
土
曜於
午前の部（九時～十二時）
漁
業
形
態
と
村
落
構
成
ｌ牡鹿半島野々浜部落の事例をとおして
部
落
階
層
の
究
明
…
…
：
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
千
葉
敬
愛
短
期
大
学
水田村における部落費の一考察…………・……・・…………東洋大学
村落異質化の一形態…：……………………・・…：：……・…一一一重大学
子供組について……・…………………・…………………・…東北大学
大衆社会について．……．．………・・…………・………………中央大学
社会体系の変動について・・…・・・…・…………………………東北大学
社会の発達に関する一考察…・・…・…………………………岩手大学
体
制
・
組
織
型
及
び
構
造
の
補
完
性
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
早
稲
田
大
学
基本的社会の概念についての一考察…………・…・………・日本大学
社会的相互作用の分析………・…・……・……………………早稲田大学
共同体の概念について．………・……………………………・東北大学
北
海
道
大
学
-－東
北
大
学
鈴
木
広
千
葉
敬
愛
短
期
大
学
山
野
井
梅
三
田
野
崎
昭
夫
野
村
一
義
伊
藤
道
学
玉
津
徳
太
郎
伊
藤
安
二
樺
俊
雄
鈴
木
弘
山
野
井
梅
三
酒
井
俊
二
長
谷
川
昭
彦
竹
内
利
美
(98）４９
社会学伝来琴
基
礎
理
論
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
ジ
ン
メ
ル
社
会
学
批
判
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
洋
大
学
に
お
け
る
立
場
に
つ
い
て
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
社
会
的
因
果
理
論
に
つ
い
て
・
・
…
・
…
…
…
…
…
東
北
大
学
荻
生
狙
侠
の
位
置
づ
け
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
名
古
屋
大
学
【。、。●昌一⑪５口の
……・…………：…東北大学
「
法
と
社
会
的
行
為
の
構
造
」
論
に
つ
い
て
午
後
の
部
二
時
～
四
時
三
十
分
）
社
会
病
理
臨
床
過
程
に
お
け
る
社
会
学
技
術
の
検
討
と
人
ｌ
職
場
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
治
療
の
一
事
例
か
ら
そ
の
－
１
モ
デ
ル
衛
生
村
に
お
け
る
健
康
の
諸
問
題
そ
の
ニ
ー
モ
デ
ル
衛
生
村
の
成
立
基
点
と
そ
こ
に
お
け
る
生
活
非
行
少
年
の
集
団
構
成
な
ら
び
に
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
日
本
医
科
大
学
犯
罪
成
熟
過
程
に
関
す
る
一
考
察
少
年
非
行
と
地
域
社
会
：
：
。
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
立
教
大
学
北
海
道
の
漁
村
に
つ
い
て
…
…
…
…
北
海
道
教
育
研
究
所
ｌ
と
く
に
漁
民
生
活
の
歴
史
的
考
察
を
中
心
と
し
て
漁
村
の
年
齢
集
団
ｌ
と
く
に
契
約
講
の
機
能
に
つ
い
て
…
…
…
…
東
北
大
学
北海道における農村文化と漁村文化の文化交流…………北海道学芸大学
ｌその一一一兀性について
漁村社会の機能的全体性について…………………｜慶嘆学
（その一、その一一）
モ
デ
ル
衛
生
地
区
に
関
す
る
綜
合
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
国
学
院
大
学
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
け
さ
お
山
下
袈
裟
男
吉
田
裕
山
田
隆
夫
及
川
伸
横
山
定
雄
佐
藤
卓
弥
か
し
く
ま
こ
う
じ
柏熊岬一一
牛
窪
浩
斎
藤
兵
市
江
馬
成
也
飯
野
稲
城
と
と
き
と
し
ち
か
十
時
厳
周
松
本
幹
雄
4８（99）
社
会
心
理
老
人
・
人
口
町
村
合
併
の
問
題
集
団
思
考
矯
正
に
お
け
る
集
団
組
織
化
の
効
果
…
・
…
…
…
…
：
…
大
阪
市
立
大
学
農村における有線放送の機能について…：。………………北海道教育研究所
世
論
の
形
成
に
つ
い
て
ｌ
と
く
に
新
聞
と
の
関
連
…
…
…
…
…
…
立
教
大
学
憲法改正に関する世論の分析………………………………内閣審議室
政
治
神
話
と
大
衆
社
会
日
本
女
子
経
済
ｌ
ナ
チ
ズ
ム
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
．……．．……………………短期大学
発
達
心
理
学
に
お
け
る
社
会
学
的
傾
向
……．．…・………………早稲田大学
ｌ］・勺一筒の（と国．三色一一目の場合
社
会
学
的
実
態
調
査
ｌ
福
岡
県
浮
羽
郡
浮
羽
町
老人社会学の課題……………………・・…………………・…関西学院大学
大
道
安
次
郎
新市の問題‐ｌ自治法第八条（市に…………・……：：：…：北海道大学
な
る
要
件
）
の
運
用
と
充
足
に
関
し
て
町
村
合
併
と
地
方
自
治
に
関
す
る
経済現象の社会学的性質…・・・……・………．．………………亜細亜大学
ｎｏ日己巨ヨミ。『陀冒園【】目について……・・・…………………駒沢大学
そ
の
一
総
説
問
題
の
提
起
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
大
阪
大
学
その二浮羽町の行財政機構……。：・・・………・・…・山口大学
そ
の
三
浮
羽
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
…
…
…
九
州
大
学
そ
の
四
浮
羽
町
に
お
い
て
指
導
者
の
性
格
…
…
…
…
…
九
州
大
学
その五町村合併と部落……………：…………｜縦躰麩禅大学
桑
原
博
隆
古
坂
明
詮
喜多野精一
余
宮
道
徳
内
藤
莞
爾
山
本
陽
三
中
村
正
夫
執
行
嵐 なおゆ
き
須
田
直
之
佐
々
木
光
大薮寿一
安
井
忠
次
清
水
忠
義
佐
藤
彰
岡
野
静
二
(100）４７
社会学伝来考
基
礎
理
論
第
二
日
八
月
十
八
日
午
前
の
部
（
九
時
～
十
二
時
）
農
村
都
市 世代の葛藤と老人の社会的地位……………………………中央大学
あ旧鰄剛祀岨順順噸卿輔雌癖姶者ホームの場合
…
…
…
…
関
西
学
院
大
学
堕胎及び避妊と日本民族の将来……………………………早稲田大学
北
海
道
社
会
北海道における山村成立過程の一類型：…………・………福祉協議会
生活改善模範部落の成立と構造…・………………・…・……靴嚇艦殖農
北海道開拓村の家族と部落の構造…………………・…・…・北海道学芸大学
村落社会研究への一視点・……………………………・……・東北大学
親
分
子
分
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
慶
応
義
塾
大
学
□の。ご目‐富農旨、の社会心理学的分析……………………東京大学
ｌ
理
論
的
図
式
の
提
示
社会体系論の方法論…………………………………………東北大学
■
価値および価値指向の社会学的使用・……………：：。……関西学院大学
パースンズの勺貝の『■ご目昌一のの……………………………大阪市大
「社会現象」解釈への「言語」の適用……………………国立国語研究所渡辺友左
の
可
否
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て 日曜
山
田
泰
作
東
谷
清
次
一柵棚和湫
田
原
音
和
有
賀
喜
左
術
門
森
好
夫
森
博
松
本
栄
二
富永健一
那須宗一
大
間
知
千
代
西
野
入
徳
4６（101）
家
族都市における家族の世代的発展に関する一考察…………北海道大学
布
施
鉄
治
佐
嘉
城
下
人
別
晒
帳
に
お
け
る
階
級
別
労
働
力
状
態
…
…
…
…
…
長
崎
県
立
短
期
大
学
山
本
文
夫
お
よ
び
職
業
別
就
業
状
態
に
つ
い
て
午
後
の
部
（
一
時
～
二
時
三
十
分
）
基
礎
理
論
農
村 都市
に
お
け
る
居
住
形
式
と
人
間
関
係
そ
の
一
ｌ
そ
の
諸
仮
定
と
地
区
の
性
格
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
東
京
都
立
大
学
そ
の
二
ｌ
居
住
形
式
と
家
族
・
親
族
の
形
態
都市化へのアプローチについて………・…………………・・東京大学
ロ『ｇ二勺の『印。冒言ののぎロ『８：について：…………………・東洋大学
家族と宗教……………………………………………：……・龍谷大学
棚
瀬
襄
爾
国際キリスト教宛昌向・国：Ｒ
ｎ・目］「旨「二日（一・ロワのご一「のｇ〔】ヨぐの『のご………………………大学
の【巨已の二斤⑪四二・【ず①一『で四『の。（⑪
家族調査における国【①員の盲目・口目の印戸
戦
後
ド
イ
ツ
社
会
学
…
…
…
…
東
京
外
語
大
学
ｌ
と
く
に
そ
の
実
証
的
研
究
へ
の
諸
傾
向
に
つ
い
て
わが国におけるコント研究…………・……・・………………日本大学
Ｉ
社
会
学
小
史
的
考
察
ｏ・シュタムマーの政治社会学・………：………………早稲田大学
ｌ
戦
後
ド
イ
ツ
社
会
学
へ
の
一
考
察
￣￣国
立
精
神
衛
生
研
究
所
－－ 倉
沢
進
奥
田
道
大
磯村英一
大
塩
俊
介ゆきと
し
鈴
木
幸
寿
秋
元
律
郎
馬
場
明
男
田
村
健
二
田
村
満
喜
枝
(102）４５
社会学伝来琴
産
業
・
労
働
農
村
社
会
心
理
あるローカル・ダウンの社会機造……・…………………・・高崎市立女子高校水野恒男
農村地域における中心田舎町の社会構造…………………国際キリスト教中島寅雄
ｌ
北
海
道
新
篠
津
市
街
地
の
事
例
大
学
近郊農村における社会的緊張…・………・………・…………大阪市立大学
吉
井
藤
重
郎
ｌ
農
村
の
実
態
調
査
を
通
し
て
祭祀集団の構造と村落共同体・…・…………………………・東京大学
１
京
都
市
Ｘ
村
の
場
合
アイヌ系村落の研究．……………・……：…………・…・……北海道大学
都市中間層における政治意識とマス・コミュニケーション過程
その－１………………………………：｜鯆萠蕊大学
ムーニーの組織理論…………………………………………立教大学
漆工地帯における社会システム・………………………・・…早稲田大学
低廉労働力の社会的内容……………………………………慶応義塾大学
インテリゲンチャ革命，……………………………………：神奈川大学
コ
ン
ト
没
後
百
年
記
念
の
特
別
講
演
日本社会学の回顧と展望・…・……………………………・一楠批湫紳
わが国におけるコント研究について………………………日本大学
その－－－－１…：……………………………・………………東京大学
（中略）
，新明正道
綿
貫
哲
雄
馬
場
明
男
野
田
一
夫
荻
野
昭
典
清
野
吉
松
池
田
昭
富
川
盛
道
高
橋
徹
青
井
和
夫
綿
貫
譲
治
藤
竹
暁
山
本
新
“（103）
「西部社会学会」の第十六回大会は、五月二十四日（土）、二十五日（日）の両日ｌｌ宮崎大学学芸学部において開催された。研究発表者は十五
名
。
参
加
会
員
は
四
十
名
で
あ
っ
た
。
第
一
日
目
の
発
表
は
、
九
州
の
各
地
方
（
た
と
え
ば
、
対
馬
や
奄
美
大
島
）
の
実
態
的
研
究
に
そ
の
特
色
が
み
ら
れ
た
。
「関西社会学会」の第九回大会は、五月三十一日、六月一日の両日にわたり、和歌山大学学芸学部において開催された。研究発表者は四十七名、
参
加
者
は
一
一
八
名
に
達
し
た
．
こ
と
し
は
、
第
一
日
目
の
午
前
、
午
後
第
二
日
目
の
午
前
各
三
部
会
計
九
部
会
に
わ
か
れ
て
研
究
鑿
が
お
こ
な
わ
れ
Ｉ
社
会
学
理
論
と
研
究
法
、
家
族
・
農
村
・
都
市
・
文
化
に
つ
い
て
発
表
と
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
東
北
社
会
学
会
」
の
第
五
回
大
会
は
、
六
月
七
日
と
翌
八
日
、
福
島
大
学
学
芸
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
十
九
名
の
研
究
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
青
年
と
社
会
環
境
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
閉
会
に
さ
い
し
て
、
東
北
大
学
教
授
・
新
明
正
道
は
二
○
分
ほ
ど
、
日
本
の
社
会
学
界
の
世
界
的
な
位
置
に
つ
い
て
か
た
り
、
今
後
の
発
展
の
あ
り
方
は
、
現
実
的
な
問
題
の
解
決
に
む
か
っ
て
、
実
践
の
意
欲
を
盛
り
あ
げ
る
方
向
に
あ
る
と
強
調
し
た
。
「
関
東
社
会
学
会
」
の
第
六
回
大
会
は
、
六
月
八
日
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
計
四
部
会
に
わ
か
れ
て
研
究
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
各
部
会
の
テ
ー
マ
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
昭和三十四年（一九五九）
昭和三十三年（一九五八）
第一一一部会・・………・産業労働における閥の問題
第
四
部
会
…
…
…
…
社
会
体
制
論
の
基
本
問
題
第
一
部
会
…
…
…
…
村
落
共
同
体
の
存
在
形
態
第
二
部
会
…
…
…
…
都
市
の
生
活
構
造
の
変
動
(104）４３
社会学伝来琴
「
関
西
社
会
学
会
」
の
第
十
一
回
大
会
は
、
五
月
二
十
八
日
（
土
）
、
二
十
九
日
（
日
）
の
両
日
、
神
戸
大
学
文
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
研
究
報
告
者
は
四
六
名
、
参
加
者
は
一
四
二
名
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
各
部
会
に
お
い
て
、
社
会
学
の
基
礎
理
論
（
パ
ー
ソ
ン
ズ
、
マ
ー
ト
ン
、
ミ
ル
ズ
な
ど
）
か
ら
、
組
織
論
・
役
割
理
論・統制論・文化・宗教・官僚制・政党・リーダーシップ・家族・村落・都市の理論的、実証的研究の領域におよぶ発表がおこなわれた。
「
北
海
道
社
会
学
会
」
の
第
七
回
大
会
は
、
二
月
七
日
旭
川
市
の
北
海
道
学
芸
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
七
十
名
を
こ
え
た
。
会
場
は
北
海
道
農
村
の
中
心
地
帯
に
あ
っ
た
せ
い
か
、
共
同
体
を
中
心
と
す
る
”
部
落
研
究
“
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
「
西
部
社
会
学
会
」
の
第
十
七
回
大
会
は
、
五
月
二
十
三
日
（
土
）
、
二
十
四
日
（
日
）
の
両
日
、
九
州
大
学
文
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
会
員
四
○
名
の
ほ
か
多
数
の
来
聴
者
が
あ
り
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
各
部
会
に
お
い
て
、
基
礎
理
論
・
家
族
・
村
落
・
都
市
・
産
業
労
働
に
つ
い
て
研
究
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「関西社会学会」の第十回大会は、五月二十九日と三十日の両日、愛知大学文学部で開催された。
一
東
北
社
会
学
会
」
の
第
六
回
大
会
は
、
六
月
十
三
日
（
土
）
、
十
四
日
（
日
）
の
両
日
、
東
北
大
学
文
学
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
五
名
の
研
究
発
表
、
社
会
・
政
治
・
経
済
の
各
講
師
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
研
究
発
表
は
、
数
的
に
さ
び
し
か
っ
た
。
｜
関
東
社
会
学
会
」
の
第
七
回
大
学
は
、
六
月
二
十
八
日
東
洋
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
部
会
に
お
い
て
、
現
代
社
会
と
官
僚
性
・
社
会
病
理
現
象
研
究
・
家
族
・
社
会
構
造
に
つ
い
て
の
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
関
東
社
会
学
会
」
の
第
十
回
大
会
は
、
六
月
二
日
（
土
）
明
治
学
院
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
現
代
社
会
に
お
け
る
人
間
の
問
題
」
と
「
日
本
社
会
に
お
け
る
婦
人
の
問
題
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
大
会
参
加
者
は
一
一
一
三
○
名
に
も
達
し
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
「北海道社会学会」の第十回大会は、十月七日、八日の両日、帯広畜産大学で開催された。出席者は五○余名であった。研究テーマは「地域開
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
4２（105）
Ｔ「
東
北
社
会
学
会
」
の
大
会
は
、
七
月
八
日
と
九
日
の
両
日
、
宙
的
行
為
理
論
の
根
本
問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「
西
部
社
会
学
会
」
は
、
五
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両
日
、
宮
崎
大
学
で
開
催
さ
れ
、
約
五
○
名
の
会
員
と
山
口
大
学
の
社
会
学
科
生
三
○
名
が
出
席
し
た
。
十
三
名
の
個
人
発
表
の
ほ
か
、
「
人
口
流
出
と
地
域
政
治
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「関西社会学会」の大会は、五月二十日と二十一日の両日、大阪市立大学において開催され、約二○○名が参加した。研究発表者は一一一七名。シ
市
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
「北海道社会学会」の第十三回大会は、二月二十六日北海道大学クラーク会館で開催された。会員一一一二名のほか、一般人二○名が参加した。研
究
テ
ー
マ
は
〃
都
市
家
族
〃
や
「
社
会
開
発
の
諸
問
題
」
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
で
あ
っ
た
。
こなわれた。
発と都市づくり」や一‐地域開発の社会的諸問題」（シンポジウム）であった。
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
集
団
論
」
で
あ
っ
た
。
●
「
関
東
社
会
学
会
」
の
大
会
は
、
六
月
一
一
十
四
日
東
京
女
子
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
研
究
発
表
の
ほ
か
「
生
活
構
造
論
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
お
昭
和
四
十
二
年
二
九
六
七
）
「
北
海
道
社
会
学
会
」
の
第
十
四
回
大
会
は
、
二
月
十
二
日
北
海
道
教
育
大
学
函
館
分
校
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般
報
告
五
つ
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
「
産
業
化
と
臨
海
都
昭
和
四
十
一
年
二
九
六
六
）
＊
東
北
福
祉
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
八
郎
潟
や
北
上
市
の
農
業
後
継
者
に
関
す
る
共
同
研
究
７
社
会
学
(106）４１
社会学伝来考
る
｡ 戦後
の
日
本
社
会
学
の
動
向
を
し
め
す
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
乏
し
い
が
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
平
成
十
年
代
ま
で
の
約
五
十
年
間
の
「
日
本
社
会
学
会
一
の
大
会
に
お
け
テ
ー
マ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
る
主
題
・
討
論
会
・
部
会
な
ど
の
概
略
に
つ
い
て
の
べ
、
日
本
社
会
学
の
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
が
、
そ
の
概
況
を
し
め
す
一
覧
表
で
あ
刀
口
如
Ⅵ
貝
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比
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几
自
転
＋
▲
＝
弟
兜
回
大
〈
第
釧
回
大
会
）
｜
｜
都
市
化
の
理
》
論
一
一
社
会
通
勤
丘
岸
広
７
喉既辻一二葬守腓庇・凶ｕ△蚕岸伝旺辻虹叩く
現
代
日
本
の
都
市
化
と
都
市
問
題
一
一
現
代
の
青
年
問
題
過
斗
卵
濁
顕
Ｔ
－
－
中
司
秬
加
牛
、
山
ユ
ヘ
昨助伜ドイル皿凹△蚕而鍾剰卸
果
団
の
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発
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昨
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一
一
社
会
学
、
日
本
の
地
域
匿
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一
（
第
三
部
会
）
｜
経
営
合
翻
旧
の
社
会
的
基
底
鄙
会
）
｜
産
盤
不
△
口
理
ル
Ｌ
過
碍
咋富廻裁”し」肌奴西亦疽Ⅱ制禦かし市柔鮮珈’（側甥挫、鈍川△
の
基
本
約
解
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一
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社
会
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図
⑭
啓
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△
ご
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犯
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理
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謬駄〃画、〈
門驍販戎
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開催日
洋暦
会場
討論会または部会のテーマ
昭和釦。、。ｕ～迫一九六一年京都大学（第弘回大会）昭和師。ｎ．３～４一九六二年東洋大学昭和調・皿・巴～卯一九六三年鹿児島大学昭和調・９．妬～”一九六四年東京都立大学昭和側。ｎ．９～、一九六五年東北大学（第詔回大会）昭和ｕ・皿・塑～麹一九六六年明治学院大学昭和⑫。ｎ．８～９一九六七年名古屋大学昭和掴・皿・加～皿一九六八年早稲田大学昭和“。ｎ．４～５一九六九年島根大学昭和妬。ｎ．８～９’九七○年東京女子大学 ● 一九六一年
「都市化の理論」「社会運動」。「日本における政治の社会的基底」ヨミ三一ケーション研究における方法と理論」。「地域開発の諸問題」「社会学の方法」。「現代社会学におけるＭ・ウェーバーの意義」。「戦後日本社会学の総括と展望」「地域社会の変化」（総合調査一報告）。「社会学は社会福祉問題に何を寄与しえるか」。「現代の社会変動をどうとらえるか」（第一部会）「社会変動と現代家族」（第二部会）「戦後日本の地域問題」（第三部会）「経営合理化と労働者」（第四部会）「社会心理への接近法」（第五部会）「組織の比較分析」（第六部会）。「機能主義は社会変動を処理しうるか」（理論部会）「役割構造の分析」（家族部会）「集団の深層分析をめざして」（小集団部会）「犯罪研究はどう進められてきたか、どうあるべきかｌその基本的解明」（社会病理・社会福祉部会）「地域再編成と住民の対応」（地域部会）「産業合理化過程における地域産業と労働者の状態」（産業・労働部会）「政治意識と投票行動の変貌」（政治部会）「マーケッティング・コミュニケーションをめぐる二、三の問題」（マス・コミ部会）。「過疎問題ｌｌ中国山地を中心として」（討論会）「社会体系論」（理論部会）「現代における地域社会の支配構造をめぐって」（地域・労働者部会）「現代家族と社会病理」（家族・社会病理部会）。「現代日本の都市化と都市問題」「現代の青年問題」。
昭昭
和和
５４５３
●●
１０１０
●●
1３２１
１１
１４２２
昭
和
銘
。
ｎ
．
１
～
３
昭
和
団
。
、
。
⑫
～
凹
昭
和
別
。
ｎ
．
２
～
３
昭和蛆。ｎ．四～卯
昭和蛆。、。⑬～ｕ
昭
和
幻
。
、
。
ｕ
～
咀
昭
和
妬
・
皿
・
胆
～
Ⅳ
一九七八年
一九七九年
一九七五年
一九七四年
一九七二年
一九七一年
九
七
七
年
九
七
六
年
九
七
三
年
松
山
商
科
大
学
茨
城
大
学
東
京
大
学
、
国
立
教
育
会
館
広
島
大
学
成践大学（第蛤回大会）
立
命
館
大
学
法
政
大
学
日
本
大
学
、
国
立
教
育
会
館
関
西
学
院
大
学
「国際比較の社会学」「ヨーロッパ社会学の諸問題」（理論部会）「政治社会学の構
想と研究課題」（政治部会）「地域社会の変化と住民運動」（地域部会）「産業化と
国際比較」（産業部会）。「農村社会学のあり方をめぐって」（農村部会）「行動科学
と
数
理
社
会
学
」
（
数
理
社
会
学
部
会
）
。
「日本社会学と高田保馬」「社会変動と社会学」「役割理論の再検討」（理論部会）
「住民運動とローカリズム」（社会運動部会）「労働者意識の変容」（労働部会）「人
口の急増と地域社会」（地域部会）「社会学における歴史的方法」（方法論部会）。
「アジアの社会と文化をどうとらえるか」（テーマ部会）「組織変革の理論‐｜「上部
構造論の再検討」「保健・医療の社会学」「全国都市の再編過程」「社会方法論の再
検討」。
「現代社会学の新しい動向」（理論部会）「家族研究の現代的課題」（家族部会）「地
方
政
治
と
住
民
」
（
地
方
・
政
治
部
会
）
「
保
健
・
医
療
社
会
学
の
現
代
的
課
題
」
（
保
健
・
医
療
部
会
）
。
．
「
現
代
社
会
学
の
新
し
い
動
向
」
竈
主
義
と
そ
の
限
界
と
可
鮨
性
」
「
批
判
的
社
会
学
ｌ
転
換
期
に
お
け
る
社
会
学
理
論
」
「
理
論
社
会
学
の
展
開
」
。
二
九
六
○
年
代
以
降
の
社
会
変
化
と
社
会
問
題
」
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
家
族
と
人
間
」
（
家
族部会）「地域住民の変化と住民連帯の条件」（地域部会）「産業構造の変容と労働
者生活」（労働部会）「参加の動態と現状」（政治部会）「文化の変容と意味の拡散」
（
社
会
心
理
・
文
化
部
会
）
「
社
会
変
化
と
社
会
病
理
」
（
社
会
病
理
部
会
）
「
社
会
的
現
実
と
社
会
計
画
論
（
社
会
計
画
部
会
）
。
「
日
本
社
会
学
の
展
開
」
「
社
会
的
相
互
作
用
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
「
現
代
日
本
の
社
会
意
識
ｌ
自
慰
…
な
意
識
の
解
明
」
『
社
会
的
な
も
の
」
の
論
理
ｌ
マ
ル
ク
ス
、
デ
ュ
ル
ヶ
ム
、
パーソンズ」。
「自治体革新の方向と展望」「交換理論」「企業福祉と地域福祉」「知識人論」。
「差別問題」。
(108）３９
社会学伝来考
平
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昭
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昭
和
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昭昭
和和
５８５７
●●
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●●
９９
１１
１０１０
昭
和
弱
・
皿
・
皿
～
Ⅱ
昭
和
弱
。
９
．
ｕ
～
巧
一九九○年
一
九
八
八
年
一
九
八
七
年
一
九
八
五
年
一
九
八
四
年
一
九
八
二
年
一九八三年
一九八一年
九
八
九
年
九
八
六
年
九
八
○
年
京
都
大
学
東
北
大
学
早
稲
田
大
学
横
浜
市
立
大
学
（第鎚回大会）
山
口
大
学
龍
谷
大
学
神
戸
大
学
埼
玉
大
学
慶
応
義
塾
大
学
北
海
道
大
学
日
本
大
学
「北海道社会論」（特別部会）「現代の家族」「官僚制支配の論理と動態」（テーマ部
会
）
「
現
代
の
賎
」
「
地
域
社
会
’
’
九
七
○
年
代
」
．
「今日における日本的経営」（産業・組織部会）「生活意識における〃変わるもの〃
と〃変わらないもの“」（文化・社会意識部会）「高学歴社会の現状と展望」（コミ
ュニケーション部会）「高齢化社会の現実と社会学の課題」（老年問題部会）。
「日本社会の現状分析」。
「
社
会
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
革
新
そ
の
後
」
「
戦
後
の
日
常
世
界
と
多
元
的
現
実
」
「
現
代
地
域
問
題・地域紛争の位相」「生と死の社会学」。
「社会計画と社会指標」「戦後改革と戦後社会意識」「差別の現象学一「現代社会と
宗教」。
「
古
典
の
現
代
的
解
読
」
「
『
日
本
ら
し
さ
』
再
考
一
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
Ｉ
現
代
の
自
発
主
義と運動」。
「高齢化社会の問題」「ジェンダーと社会学理論」「後期資本主義における社会変動
と国家」「マス・メディアによる現実構成」。
「
高
齢
者
の
日
徽
生
活
」
｜
ジ
ェ
ン
ダ
「
と
現
代
社
会
」
｜
現
代
社
会
ｌ
團
際
化
・
情
報
化
社
会
における政治・産業・都市」「市民生活とコンピューター」。
｜高齢化社会への社会学的パースペクティブ」「ジェンダーと社会学の再構成」「現
代
社
会
に
お
け
る
『
主
体
』
の
変
容
１
１
生
活
方
法
（
様
式
）
変
動
の
観
点
か
ら
」
「
現
代
社
会
へのコミュニケーション論的アプローチ」。
「社会理論のフロン｜アィァー“モダン“を問い直す」「天墓制と天鬚象」．｜鬮
際化と社会変動」「家族の国際比較『夫婦』の絆のゆくえを問う」。
｜
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ァ
ー
変
動
論
の
可
能
性
」
「
あ
ら
た
め
て
子
供
と
は
何
か
を
問
う
ｌ
ｌ
中
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
日
本
の
子
供
感
を
中
心
と
し
て
」
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
日
本
宗教のあり方」「東欧社会の変動と再生」。
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平
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胆
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．
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平
成
３
．
ｎ
．
３
～
４
二
○
○
○
年
一
九
九
五
年
一
九
九
四
年
九
九
年
一
九
九
一
年
九
九
九
年
九
九
八
年
九
九
七
年
九
九
六
年
九
九
三
年
琉
球
大
学
東
京
都
立
大
学
広
島
国
際
学
院
大
学
上
智
大
学
東
洋
大
学
関
西
学
院
大
学
千
葉
大
学
九
州
大
学
筑
波
大
学
同
志
社
大
学
「社臺論のフロンティァーニ奥一言」「高齢者の扶養ｌｌその理論と現実」
「
文
化
資
本
と
し
て
の
，
教
養
近
・
現
代
社
会
に
み
る
」
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
論
ｌ
Ｅ
Ｃ
統
合と『国民国家』の変容」。
「
社
章
理
論
を
求
め
て
ｌ
ミ
ク
ロ
・
マ
ク
ロ
問
題
を
考
え
る
」
「
地
域
社
会
と
外
国
人
労
働
者
ｌ
『
菫
の
行
方
」
「
環
境
ｌ
自
然
と
人
間
」
．
「ルーマン理論の射程」「メディア・コミュニケーションへの学際的接近」「超低出
生率社会をめぐって」。
「
文
明
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
外
鬮
人
労
働
者
の
受
容
と
排
除
ｌ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の比較」「都市と環境－－空間・アメニティ・景観」。
「戦後思想と知の変貌」「戦後日本社会の成熟と終焉」「記憶と風景の近代」「阪神・
淡路大腱災と社会学」。
「
社
会
学
に
と
っ
て
の
沖
縄
と
は
？
」
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ｌ
再
生
へ
の
取
り
組
み
と
社
会
学」「戦後日本の可能性と挫折一。
「
阪
神
・
淡
路
大
艫
災
と
社
臺
「
身
体
・
関
係
・
時
間
ｌ
栓
塞
論
へ
の
現
代
的
問
い
」
「グローバリスム、ナショナリズム、コロニァリズムーー変動する社会空間と社会
理論の未来」。
「モダニティの理想と都市・環境」「地域からみたグローバリゼーション」「医療・
福祉のパラダイム転換と社会学」「現代社会における『大人』の意味」。
「大学の組織・文化とセクシュアル・ハラスメント」「ミスター・ノマルのアイデ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
う
」
「
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
行
方
と
主
体
像
」
。
「
二
十
一
世
紀
社
会
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て
」
「
系
譜
の
繊
麟
’
十
九
世
紀
・
二
十世紀社会学」「社会学は役に立つのかｌ社会問題群と社会学」「高齢者の自立
生
活
を
め
ぐ
る
今
日
的
課
題
」
「
社
会
学
に
お
け
る
食
と
腱
ｌ
新
し
い
争
点
と
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「電子ネットワーク社会とグローバリゼーションの展開」「ＳＩ的『方法』の現在」
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わが国の社会学研究のすう勢は、戦前においてはドイツ流の理論社会学が優勢を占め、戦後はアメリカ流社会学が盛況を呈するようになった。
社会学は、もともとわが国土に自然にはえたものでなく、明治期に先進国から輸入したものである。当初、日本人は西洋社会学の概要を理解する
こ
と
が
急
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
論
を
土
台
に
し
て
独
自
の
研
究
を
発
表
で
き
る
状
況
に
な
か
っ
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
時
代
は
移
り
変
っ
て
も
、
社
会
学
研
究
と
い
え
ば
、
と
く
に
ド
イ
ツ
社
会
学
の
理
論
を
学
ぶ
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
日
本
を
代
表
す
る
社
会
学
者
の
述
作
と
い
え
ど
も
け
っ
し
て
独
創
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
陰
で
は〃竹馬学問〃と呼ばれていた。
平平平平平平
成成成成成成
１９１８１７１６１５１４
●●●●●●
ｌｌｌＯｌＯ１１１０１１
●●●●●●
l７２８２２２０１２１６
ＩＩＩｌＩｌ
ｌ８２９２３２１１３１７
平
成
週
。
ｎ
．
型
～
躯
＊
■
戦後における日本の社会学研究の動向。
二
○
○
二
年
二
○
○
三
年
二
○
○
四
年
二
○
○
五
年
二
○
○
六
年
二
○
○
七
年
二
○
○
一
年
大
阪
大
学
中
央
大
学
熊
本
大
学
法
政
大
学
立
命
館
大
学
関
東
学
院
大
学
一橋大学
注
．
こ
の
一
覧
表
は
、
川
合
陸
風
の
一
Ⅷ
掲
轡
’
四
一
五
～
四
二
二
頁
や
『
日
本
社
会
学
会
大
会
報
皆
惑
璽
旨
漿
』
（
タ
ヵ
ラ
印
刷
東
京
大
学
文
学
瓢
社
会
学
科
研
究
室
蔵
ｌ
た
だ
し
若
干
欠
号
も
あ
る
）
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「
エ
イ
ジ
ン
グ
と
危
険
社
会
」
「
多
言
語
社
会
研
究
の
社
会
学
的
視
角
」
「
福
祉
国
家
・
福
祉
社
会
研究のニューフェース」「大学及び短大における女性学・ジェンダー論」。
「
社
会
調
査
の
困
難
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
社
会
学
の
な
か
の
社
会
調
査
ｌ
そ
の
方
法
的
反
省
」
「
社
会
調
査
の
困
難
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
社
会
の
な
か
の
社
会
調
査
」
「
社
会
調
査
デ
ー
タ
の
保
存
と
二
次
分
析
へ
の
公
開
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
の
社
会
学
教育」「多言語社会研究の社会学的視角「’。
3６（111）
有
効
髻
数
’
七
二
八
枚
に
た
い
し
て
回
答
が
あ
っ
た
の
は
三
六
六
枚
、
約
半
数
で
あ
っ
た
．
こ
れ
に
よ
る
と
；
鑿
主
義
を
肯
定
し
た
肴
が
意
外
に
多
く
、
それを否定した者はゼロであった。両者の数字は、伯仲しているが、調査主義への条件つき賛成もしくは”安易な調査主義“にたいする批判が、
戦後の日本社会学の大きな傾向のひとつは、〃調査研究“がひじょうに盛んになったことである。が、戦後しばらくは理論を偏愛する戦前の古
いタイプの社会学徒がまだ大勢いて、社会や学界において枢要な位置を占めていたから、新奇を好む学徒との相克は免れえなかった。昭和二十九
年（一九五四）五月に、日本社会学会の渉外委員会は、「国際社会学会」（冒討昌具・§一ｍ・昌一（喧日｝』§冒斡§）に、わが国の社会学会の活動状況
を報告する必要上、日本社会学会会員の研究活動状況を調査するために往復ハガキをもって問い合わせた。その折、〃理論的研究”を肯定するか、
それとも〃調査研究〃を肯定するかについて照会したら、つぎのような回答をえた。
日
本
を
占
領
し
た
主
力
は
ア
メ
リ
カ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
敗
戦
を
機
に
日
本
は
同
国
と
の
交
渉
が
深
ま
り
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
文
化
が
徐
々
に
風
俗
や
生
活
様
（９）
式のなかに浸透しはじめ、学問的交流の波にのって、アメリカ社〈云学は改めて世間の注目をうけ、流行の時期がつづいた（新明正道）。アメリカ
社会学は、何んといっても実生活上の現実的問題の解決のために発達したものであり、実用的な学問であった。アメリカ社会学は、科学的かつ実
証的であり、理論を重視せず〃社会調査〃というものに偏向しているのが特徴といえた（馬場明男「戦後わが国社会学の動向」「社会学論叢
巧』昭和弘・７）。
ひ
ゆ
ることを比嚥Ｉ）たものである。
似竹馬は二本の竹に足をつけそこに乗り、上部をもって歩くものだが、他人のものを上手に使ってじぶんの葵ｌ借りものの学問ｌをや
〔賛成的〕
純
粋
理
論
…
…
…
…
幻
調
査
と
理
論
…
…
…
だ
調
査
が
お
も
…
…
…
犯
不明………・・・…０
戸１
批
１７８１２７判
的
一ノ
〔不明〕５２３６０２８
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こ
の
よ
う
に
社
会
学
が
生
活
に
密
着
し
た
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
を
教
え
る
大
学
の
教
育
や
研
究
も
変
ら
ざ
る
を
え
ず
、
戦
前
の
”
講
靭
型
社
会
学
“
で
は
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
こ
と
が
判
明
し
、
実
践
的
理
論
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
い
か
え
る
と
、
社
会
学
は
”
調
査
“
や
”
実
習
”
を
と
も
な
う
〃
実
験
講
座
“
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
、
実
社
会
に
お
い
て
非
実
践
的
、
非
実
用
的
な
学
問
と
み
ら
れ
て
い
た
社
会
学
は
、
戦
後
、
そ
の
体
質
を
か
え
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
よ
う
に
、
実
生
活
の
指
導
原
理
手
引
き
、
指
針
ｌ
い
わ
ば
篝
讓
を
教
え
る
篝
科
学
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
こ
こ
で
い
ち
ば
ん
襄
な
の
は
、
社
会
学
の
じ
っ
さ
い
の
応
用
面
で
あ
る
。
社
会
生
活
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
諸
技
術
を
教
え
る
学
と
し
て
の
社
会
学
で
あ
る
。
社
会
学
は
、
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
役
立
つ
わ
ざ
と
し
て
の
役
割
が
わ
が
国
に
お
い
て
は
大
正
時
代
の
末
に
、
米
田
圧
太
郎
や
高
田
保
馬
ら
に
よ
る
〃
理
論
社
会
学
〃
の
研
究
が
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、
そ
の
応
用
面
の
領
域
で
は
、
戸
田
貞
三
が
〃
調
査
的
方
法
“
を
駆
使
し
て
新
し
い
分
野
の
開
拓
に
つ
く
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
を
な
が
め
る
と
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
、
欧
米
の
学
説
を
紹
介
し
た
り
、
そ
れ
を
応
用
し
た
り
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
研
究
の
内
容
に
日
本
人
と
し
て
の
独
自
性
を
み
か
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
戦
前
ま
で
の
日
本
社
会
学
は
、
社
会
学
の
学
問
論
や
方
法
論
に
つ
い
て
の
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
わ
が
国
の
社
会
学
は
、
長
い
あ
い
だ
哲
学
の
一
部
門
で
し
か
な
く
、
法
律
学
や
経
営
学
な
ど
と
は
異
な
り
、
実
用
性
に
欠
い
た
学
問
で
あ
っ
た
。
が
、
戦
後
、
社
会
学
は
哲
学
部
門
か
ら
独
立
し
、
社
会
科
学
の
一
部
門
と
し
て
の
地
位
（Ⅲ）
当時の社今室学徒の一般的傾向であったようだ。
が確立した。
戦
後
の
わ
が
国
の
社
会
学
会
（
界
）
の
傾
向
は
、
あ
ま
り
に
も
実
証
主
義
に
偏
し
、
〃
調
査
〃
に
あ
ま
り
に
も
片
寄
り
す
ぎ
て
い
る
感
が
あ
っ
た
。
調
査
と
い
っ
て
も
、
”個人調査“”共同調査〃”綜合調査“などがあるが、何を、どのように調査し、そこから得たデータを吟味し、どう利用するかが研究の出発点で
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
分
野
に
お
い
て
。
教
育
相
談
労
務
管
理
生
活
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
矯
正
保
護
職
業
指
導
物
品
の
販
売
技
術
観
光
事
業
3４（113）
日
本
社
会
学
の
方
向
と
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
ま
え
に
、
戦
後
約
六
十
年
の
時
期
的
区
分
に
つ
い
て
語
っ
て
み
た
い
。
そ
の
区
わ
け
に
つ
い
て
は
、
一
定
律
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
あ
く
ま
で
便
宜
的
に
、
二
十
年
単
位
で
わ
け
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
あろうが、調査は〃理論的基礎“
果
は
得
ら
れ
ぬ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
い
◎
終
章
日
本
社
会
学
は
ど
こ
に
行
く
。
大方の研究者は、調査にもとづく実証的研究に異を立てないにしても、理論の裏づけのない調査主義にたいする反省や批判もあることは否
めな
第
一
期
…
…
昭
和
二
十
年
か
ら
昭
和
四
十
年
（
一
九
四
五
～
’
九
六
五
）
。
終
戦
の
混
乱
期
を
経
て
、
高
度
成
長
期
に
入
っ
た
時
代
で
あ
る
。
日
本
社
会
は
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
”
押
し
つ
け
民
主
主
義
“
に
順
応
し
、
全
国
各
県
に
新
制
大
学
（
教
護
と
専
門
課
程
か
ら
成
る
）
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
社
会
学
を
講
じ
る
教
師
と
学
生
の
数
が
大
幅
に
ふ
え
た
。
日
本
社
会
学
会
の
会
員
数
は
、
終
戦
か
ら
二
十
年
た
つ
と
、
約
二
倍
の
一
○
○
○
名
に
達
し
た
。
日
本
の
社
会
学
は
反
省
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
理
論
的
研
究
よ
り
も
〃
社
会
調
査
“
に
大
き
な
関
心
を
し
め
す
よ
う
に
な
り
、
実
証
的
、
計
量
分
析
的
に
な
っ
た
。
各
種
の
学
会
が
創
設
さ
れ
た
。
第
二
期
…
…
昭
和
四
十
一
年
か
ら
同
六
十
四
年
（
一
九
六
六
～
一
九
八
九
）
。
高
度
経
済
成
長
は
終
え
ん
を
む
か
え
た
。
急
な
社
会
変
化
（
変
動
）
や
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
問
題
（
経
営
の
合
理
化
、
地
域
再
編
成
、
過
疎
、
高
齢
化
社
会
、
国
際
化
な
ど
）
が
吹
き
だ
し
た
。
第
三
期
…
・
・
・
平
成
元
年
か
ら
現
在
ま
で
（
一
九
八
九
～
）
。
不
況
期
に
お
け
る
日
本
は
、
諸
外
国
と
お
な
じ
よ
う
に
高
齢
化
社
会
に
む
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
問
題
が
新
た
に
生
じ
た
．
鬮
際
化
・
惰
繩
化
社
会
に
お
け
る
社
会
変
動
ｌ
労
働
生
活
や
鬮
周
形
態
の
変
化
、
少
子
・
蔚
総
化
、
環
境
（
地
球
）
磯
壇
社
会
的
格
差
、
教
育
（
受
験
戦
争
、
高
学
歴
化
、
生
涯
教
育
）
、
フ
リ
ー
タ
ー
と
失
業
、
医
療
と
福
祉
、
い
や
が
ら
せ
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
、
年
金
、
石
油
、
物
価
の
高騰など。
の
う
え
に
な
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
（
綿
貫
哲
雄
）
。
調
査
は
け
っ
し
て
容
易
な
仕
事
で
は
な
い
が
、
理
論
の
面
が
弱
い
と
よ
い
結
＊
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社会学伝来考
こ
ん
に
ち
の
日
本
社
会
学
は
、
本
来
斯
学
が
包
含
す
る
過
去
や
現
代
社
会
ｌ
各
時
代
と
そ
の
歴
史
に
た
い
す
る
批
判
的
精
神
を
う
し
な
い
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
．
同
時
代
の
人
間
が
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
社
会
現
象
、
生
活
現
象
、
文
化
現
象
を
、
た
だ
芸
術
の
流
行
を
追
う
よ
う
に
興
味
本
位
に
追
っ
て
い
る
よ
う
な
見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。
か
つ
て
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は
、
「
い
ま
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
代
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
『
文
藝
春
秋
』
第
帥
巻
第
５
号
）
。
換
言
す
れ
ば
、
い
ま
の
若
い
社
会
学
徒
は、”はやりを追う人“言いミミミ・信電）といえそうである。しかも、かれらは一つの流行を徹底して追い、分析するのではなく、つぎからつぎ
へ
と
作
ら
れ
た
流
行
を
追
う
消
費
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
川
合
隆
男
、
前
掲
書
、
四
三
二
頁
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
ん
に
ち
日
本
の
社
会
学
を
先
導
し
た
戦
前
派
の
学
究
は
死
没
し
、
い
ま
や
戦
前
の
社
会
学
を
知
ら
な
い
戦
後
世
代
の
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
社
会学の将来あるべき姿とはなにか。それは日本人が翻案的臭味を感じさせない受け売り的姿勢から脱皮し、真に独創的な理論をつくりだし、日本
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
望
ま
し
い
。
こ
う
い
っ
た
傾
向
は
、
こ
ん
に
ち
以
前
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
に
し
て
も
、
い
ま
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
わ
が
国
に
お
い
て
社
会
学
を
教
え
る
教
師
や
こ
れ
を
学
ぶ
者
の
数
、
出
版
さ
れ
る
論
文
や
著
書
、
訳
書
の
数
か
ら
い
っ
て
も
日
本
は
社
会
学
的
産
物
を
つ
く
る
世
界
で
も
有
数
の
大
工
場
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
つ
く
ら
れ
る
研
究
の
内
容
が
世
界
の
学
界
に
出
し
て
も
恥
し
く
な
い
も
の
、
ま
た
ち
ゃ
ん
と
世
界
に
通
用
す
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
何
と
も
い
え
な
い
。
い
ま
、
わ
が
国
で
生
み
だ
さ
れ
る
社
会
学
系
の
業
績
の
特
色
は
、
専
門
的
分
化
主
義
の
せ
い
で
、
断
片
的
な
も
の
が
多
く
、
根
気
を
要
す
る
体
系
的
な
研
究
は
ひ
じ
よ
う
か
た
ぎ
に
少
い
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
職
人
気
質
的
な
し
ご
と
や
学
者
を
い
ま
の
日
本
に
さ
が
し
求
め
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
欧
米
に
お
い
て
名
著
の
定
評
の
あ
る
も
の
は
、
資
料
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
蒐
集
し
、
そ
の
資
料
を
検
討
し
、
そ
れ
を
綿
密
に
解
釈
し
、
考
察
を
く
わ
え
、
論
文
に
組
み
立
て
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
社
会
学
徒
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
必
要
な
も
の
は
、
社
会
を
冷
静
に
批
判
的
に
み
る
眼
で
あ
り
、
日
本
社
会
が
か
か
え
て
い
る
問
題
を
具
体
的
か
つ
現
実
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
．
そ
し
て
社
会
学
の
研
究
は
理
論
と
実
証
を
基
礎
と
し
た
も
の
ｌ
著
者
の
臓
熱
や
生
活
態
度
が
如
実
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
い
い
か
え
る
と
“
い
の
ら
“
が
野では、本国の研究》
もとづいて立論する。
こういった傾向は、
わ
れ
わ
れ
の
先
学
は
、
明
治
以
来
、
西
洋
か
ら
海
を
こ
え
て
渡
っ
て
き
た
、
先
進
国
の
い
わ
ゆ
る
渡
来
の
学
問
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ず
さ
ん
な
誤
訳
を
あ
た
か
も
自
説
の
ご
と
く
人
に
語
っ
た
り
、
活
字
に
し
て
き
た
。
舶
来
の
学
問
を
み
ず
か
ら
の
研
究
や
著
述
の
タ
ネ
と
し
て
き
た
。
か
れ
ら
は
西
洋
人
の
ち
り
を
拝
む
こ
と
に
な
ん
の
後
ろ
め
た
さ
も
感
じ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
著
作
を
よ
む
こ
と
が
学
問
と
考
え
て
い
た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
西
洋
志
行
は
い
ま
だ
に
衰
え
て
い
な
い
。
人
文
系
の
分
野
で
は
、
本
国
の
研
究
者
を
超
え
る
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
し
、
ま
た
不
可
能
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
き
お
い
か
れ
ら
の
説
を
う
け
つ
ぎ
、
そ
れ
に
3２（115）
人の独自性がいちばん発揮できる〃日本の問題〃を研究テーマとすることであろう。外国人が著わした研究書は、しょせん二次資料である。それ
を
ど
ん
な
に
読
も
う
と
、
〃
ま
た
聞
き
の
情
報
〃
し
か
得
ら
れ
ず
、
や
が
て
請
け
売
り
屋
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
、
日
本
人
し
か
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
国
内
資
料
１
１
直
接
体
験
に
よ
っ
て
え
た
一
次
資
料
ｌ
は
、
蓋
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
れ
ば
も
っ
と
も
た
し
か
な
葵
が
で
き
る
．
自信のある研究は、どしどし欧文で書いたり、勇気をもって世界の学界で発表することだろう。いまや翻訳的学問の通用しない時代である。
（Ⅲ〉
そ
の
研
究
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
も
の
、
影
響
力
を
も
つ
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
国
外
へ
出
せ
な
い
よ
う
な
研
究
は
、
一
二
文
の
価
値
も
な
い
も
の
で
あ
り
、
い
い
ま
わ
が
国
の
社
会
学
界
の
主
流
を
な
す
戦
後
世
代
の
研
究
対
象
は
、
社
会
の
す
べ
て
の
領
域
に
お
け
る
文
化
現
象
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
専
門
的
分
化
の
傾
向
が
い
っ
そ
う
進
む
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
自
信
の
あ
る
研
究
は
、
ど
‐
その研究は、国際的に》
ま
や
時
代
お
く
れ
と
い
え
る
。
575百可５百丁注
珀＝〆、－グ、‐〆、－〆昌一、－〆、－〆、_〆『社会学評論』（第一巻第三号、昭和犯・２）、一三七頁。
東
大
の
社
会
学
の
研
究
会
に
は
、
古
く
は
「
潜
龍
会
」
（
社
会
学
研
究
室
の
同
人
）
「
火
曜
会
」
「
二
日
会
」
（
社
会
学
科
出
身
者
を
も
っ
て
組
織
し
た
も
の
）
な
ど
が
あ
り
、
の
ちに「東大社会学会」のようなものが大正十二年（一九二三）に創設され、｜時はかなりひんぱんに例会を開いたようである。社会学科の学生の大半
は
、
そ
の
会
員
で
あ
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
例
会
は
、
だ
い
た
い
山
上
御
殿
で
開
か
れ
、
一
回
ご
と
に
報
告
者
や
テ
ー
マ
も
ち
が
っ
て
い
た
。
が
、
ど
う
も
お
義
理
で
開
かれていたような印象をあたえたようである。清水幾太郎の回想によると、入会を許してもらってから、熱心に出席し、会場のすみで小さくなって聴
いていたが、だんだん退屈になってきたという。しまいには、どの例会も一様に灰色一色であり、退屈であったという（清水幾多郎『社会学入門』光
向
坂
逸
郎
「
大
学
教
授
の
使
命
」
含
日
本
評
論
特
集
映
画
王
国
』
所
収
、
昭
和
弱
・
皿
）
。
富野敬邦著『社会の探求』（風間書房、昭和三十九年二月）、三頁。
尾高邦雄箸『現代の社会学』（岩波書店、昭和三十三年七月）、六頁。
『
昭
和
躯
隼
わ
が
鬮
教
育
の
現
状
ｌ
教
育
の
機
会
均
等
を
主
と
し
て
』
（
財
団
法
人
大
蔵
財
務
協
会
、
畷
和
二
十
九
年
一
月
）
、
一
九
頁
．
白
井
二
尚
「
社
会
学
界
の
近
況
」
ｓ
哲
学
研
究
』
第
三
十
四
巻
第
二
冊
第
三
九
五
号
所
収
、
昭
和
妬
・
９
）
山川均署『日本民主革命論』（黄土社、昭和二十二年十二月）。
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社会学伝来考
（９）鯛日本文化の歴史⑫大正・昭和』（小学館、昭和五十六年五月）、一一一九頁。
｛、）「日本社会学肴の鑛近の研蝿態度’一九五四年施行の調査よりみた」（『社会学評論Ⅳ』所収、昭和羽・皿）、
あ
さ
ら
（ｕ）本多顕影「学問と政治と生活－１象牙の塔から民衆の大学へ」（翔翻『大学』創刊号所収、昭和翠・５）、’二七頁。
文社、一○三頁）。
一七頁。
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